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https://bhso.benesse.ne.jp/

「高校生のための学びの基礎診断」への申請について

株式会社ベネッセコーポレーション

スタディーサポート　α タイプ、β タイプ、θ タイプ

③主な対象者

2024年  9月 4日

【目的】
大学進学に向けた、国語・数学・英語の基礎学力の定着度と学習力（学習習慣・学習方略等）について把握することで学
校の指導改善、生徒の学習改善・基礎学力の定着・向上に役立てていただくことを目的とする。
【概要】
・生徒個人向けに、基礎学力の到達状況とその状況に基づいた個別の学習課題を結果として提供するとともに、課題克服
に向けた教材や学習アドバイスを提供することで、受検結果を次の学習改善につなげます。学校へは学年集団の特性がわ
かる概況データ及びクラス担任・教科担任先生用に学習状況を踏まえた情報を提供することで、指導改善や生徒への声が
けの材料として活用いただけます。
・難易度は3タイプあり、3学年5回（1・2年は2回、3年は1回）の各回で履修進度に応じた出題範囲を設定しています。
・各教科「マーク解答式」問題と「記述式」問題に分かれており、主に、「マーク式」問題では基礎学力の「知識・技
能」を、「記述式」問題では「思考力・判断力・表現力」を測定します。

⑩試験時間（分）

④対象教科

主に、四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高1生～高3生

○
⑤測定内容の区分

英語数学国語 基本タイプ 標準タイプ

○ ○ ○

 実施期間：第1回（3月～ 5月末）：1年・2年・3年
第2回（8月～10月末）：1年・2年
計5回

 お申込み時期：2月～（実施日の15日前まで）

【特長】
・事前にドリル問題と目標設定ワーク付き冊子を提供します。この冊子には、診断結果を見て取り組める事後ワークシー
トやアドバイスもついており、生徒個々人が振り返りをすることで次の学習改善を促します。学力診断については、その
結果に応じた復習問題を生徒個別に結果データとあわせて提供し、自身の改善点を自覚し復習に取り組むしくみとなって
います。また、問題演習だけでなく学習の仕方や工夫にも具体的なアドバイスを提供します。
・出題内容は実施時期に合わせた進度対応となっており、各回で異なります。問題難易は3タイプ（難度順にβ、α、
θ）を用意しており、「マーク式」問題においては、β・α タイプは過年度比較用の同一問題（毎年同じ問題）、又は
新作問題の選択が可能です。θ タイプは、前年度同一問題のみとなっています。
【活用例】
　1年4月入学直後に実施し、入学段階での「基礎学力」と「学習力」の初期把握を行い、その結果を学年の指導計画に反
映します。また、個人結果をもとにしたクラス担任先生の個別面談により生徒一人ひとりの状況把握ができます。1年9月
に第2回を受けることで、4月からの学力の推移と学習力の変容を把握し、4月からの指導成果を検証することで、学年後
半の指導改善につなげます。

 PBT

 1回め：「マーク式」結果＝答案到着後約1週間～10日間で返却（紙）
 2回め：「記述式」結果＝答案到着後約3～4週間で返却（データ）

英語数学

①「マーク式」問題：50分、60分、80
分、100分、120分の設定あり。学年回
及び難易度タイプで異なります。
②「記述式」問題：15分

①「マーク式」問題：40分、50分、60
分、70分、80分の設定あり。学年回及
び、現／現古／現古漢と難易度タイプ
で異なります。
②「記述式」問題：20分

①「マーク式」問題：50分、70分、80
分、90分、100分（ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ）
の設定あり。学年回及び難易度タイプ
で異なります。
②「記述式」問題：15分（ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ）
③学校採点のｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ問題：5分

国語

 3,300円（１回分）　※消費税等込

https://bhso.benesse.ne.jp/
https://bhso.benesse.ne.jp/
https://bhso.benesse.ne.jp/
https://bhso.benesse.ne.jp/
https://bhso.benesse.ne.jp/
https://bhso.benesse.ne.jp/
https://bhso.benesse.ne.jp/
https://bhso.benesse.ne.jp/
https://bhso.benesse.ne.jp/
https://bhso.benesse.ne.jp/
https://bhso.benesse.ne.jp/
mailto:hanafusa@mail.benesse.co.jp
mailto:hanafusa@mail.benesse.co.jp
mailto:hanafusa@mail.benesse.co.jp
mailto:hanafusa@mail.benesse.co.jp
mailto:hanafusa@mail.benesse.co.jp
mailto:hanafusa@mail.benesse.co.jp
mailto:hanafusa@mail.benesse.co.jp
mailto:hanafusa@mail.benesse.co.jp
mailto:hanafusa@mail.benesse.co.jp
https://bhso.benesse.ne.jp/


（様式２）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート αタイプ 

対象教科：国語 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

（1）出題の基本方針 

主な対象者：四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1 生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度順に、β、α、θの 3 タイプを用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力 

 「書くこと」「読むこと」に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲：  

 1 年生第 1 回…高 1 の 3 月～5 月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2 回…高 1 の 8 月～10 月での実施期間で、高 1 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1 回…高 2 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2 回…高 2 の 8 月～10 月での実施期間で、高 2 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1 回…高 3 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1・高 2 全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

  

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 語彙や情報の扱い方、古典知識・文法、読み取りの問題を、主に選択式・短答式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

文章等から得られた情報をもとに推論する等思考を求めたり、考えたことを自分の言葉で表現し

たりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度： 「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

      「記述式」問題は、平均 45～55%程度の得点率となる難易度に設定します。 

 

（2）構成等 

 ①出題形式 

  「選択式」80～90%、「記述式」10～20%（一部短答式を含む）程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ②出題範囲 

 ※設問数割合（「マーク式」問題には配点なし） 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

（現代の国語、言語文

化） 

選択科目範囲（論理

国語、文学国語、 

古典探究） 

備考 

高 1 

 

1 回 100% 0% 0%  

2 回 0% 100% 0%  

高 2 1 回 0% 100% 0%  

2 回 0% 60% 40%  

高 3 1 回 0% 60% 40%  

※学校の指導状況に応じて、古文・漢文の受検をせずに、現代文のみの受検も可能です。 

（3）難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

 

（4）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、学習動画を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

（5）その他特長 

・出題内容については、「マーク式」問題においては、新作問題と同一問題（毎年同じ問題）の

2 種があり、学校が自校の希望に応じて、選択することができます。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（1）受検者個人への結果提供内容・方法 

学校を通じた受検者個人への結果提供：早期結果提供を重視し、「１回め」と「２回め」に時期を

分けて結果提供しています。 

「１回め」「マーク式」問題及びアンケート結果について紙媒体にて提供。 

 ※答案到着後約 1 週間～10 日間で返却。 

※詳細は帳票見本「個人診断レポート」（資料 3）参照。 

「２回め」記述式問題の結果を１回めの結果に加えて、データで提供。 

※答案到着後約 3～4 週間で返却。 

※イメージは帳票見本「個人診断レポート」（資料 5）参照。 

 

「１回め」の結果提供内容：基礎学力と学習状況に関する診断結果と、その結果に基づいた事後学

習・学習改善につながるアドバイス・ドリル等の提供 

＜個人診断レポート＞ 

・各教科の学力診断結果（正答率、校内順位、「学習到達ゾーン（以下 GTZ ※１）」、成績推移

等）の提供と、課題項目及び対策ドリルの案内：診断結果とその結果に応じた事後学習教材の提

供による学習改善の仕組み 

・各教科の学習状況に関するアンケート結果と、課題項目及びアドバイス：学習行動の改善・学習

意欲向上の仕組み 



・学力・学習状況の診断結果についての過去からの推移：振り返りによる学習行動の改善の仕組み 

※1：GTZ・・・「学習到達ゾーン」ベネッセが独自で設定している学力到達指標 

 

「２回め」の結果提供内容：1 回めの結果に「思考力・判断力・表現力」観点等を追加提供 

※電子データによる返却（専用無料 Web サイト経由）。 

＜個人診断レポート＞ 

1 回めの提供内容に加えて、「記述式（思考力・判断力・表現力）」問題に関する各教科の得点

率、レベル等の提示による生徒の資質・能力の診断結果の提示  

・「記述式（思考力・判断力・表現力）」問題に関する各教科の全体得点率・レベル定義（段階別

評価） 

・段階別評価のレベル定義表（各レベルがどういった事ができる力かを示す） 

・各教科の項目毎の詳細結果 ※英語に関しては技能別の結果 

・生徒の実答案の返却 

（2）学校等への結果提供内容・方法： 

早期結果提供を重視し、「１回め」と「２回め」に時期を分けて結果提供しています。 

「１回め」マーク式問題及びアンケート結果について紙媒体にて提供。 

※詳細は帳票見本「学年診断レポート」等（資料 1・2）参照。 

「２回め」記述式問題の結果を１回めの結果に加えてデータで提供。 

※イメージは帳票見本「学年診断レポート」（資料 4）参照。 

 

「１回め」の結果提供内容：基礎学力と学習習慣に関する診断結果と、その結果に基づいた指導改

善につながる資料の提供 

学年・進路・教科担当先生への提供 

紙媒体（冊子）・電子データ（専用無料 Web サイト経由）による返却 

＜学年診断レポート＞学年全体の結果（教科及び学習習慣）と指導成果・課題がわかる資料等 

・学年全体の教科診断結果（コース別・教科別）及び学習習慣に関するアンケート結果 

・これら教科学力及び学習習慣に関する診断結果の過回推移・過年度比較結果 

・クラス別の学力・学習習慣の結果 

・各教科の詳細結果：教科学力に関する全体、クラス別、成績層別等 

・各教科の学習に関するアンケート結果：クラス別、成績層別、前回からの推移等 

・各教科の課題となる項目について振り返りができる具体的な設問イメージ 

 

クラス担当先生への提供  

紙媒体（冊子）・電子データ（専用無料 Web サイト経由）による返却 

＜クラス診断レポート＞クラスごとの結果（教科及び学習習慣）と指導成果・課題がわかる資料等 

・クラスごとの教科学力・学習習慣に関する診断結果と前回からの上昇下降 

・生徒個人の結果一覧 各教科の GTZ、学習習慣の結果、学習をする姿勢、アンケート結果等 

・生徒と振り返りを通じたコミュニケーション活動を目的とした生徒面談用資料  

※全生徒分アセスメント・アンケートから見えてくる声がけ例 

 

「2 回め」の結果提供内容： ※イメージは帳票見本「学年診断レポート（学びの基礎診断対応

版）」。（資料 4）参照 

電子データによる返却（専用無料 Web サイト経由）。 

＜学年診断レポート＞ 

1 回めの提供内容に加えて、 

・「記述式（思考力・判断力・表現力）」問題に関する、各教科の得点率、校内順位、校内偏差

値、レベル 

・電子データによる返却（専用無料 Web サイト経由）。 

・各教科の知識・思考力で分けた際の得点率の結果提供。 



・各教科「記述式」問題の採点ポイントとその評価と模範答案の提供。 

・上述の教師用帳票の PDF データ及びそのもととなるローデータ（エクセル・CSV データ）につい

て、専用無料 Web サイトに搭載。エクセル・CSV データについては、学校が必要に応じて加工等

行うことが可能です。 

 

分析会の実施について 

・実施校からの要望に応じて、各県の営業担当者中心に、結果報告会を実施。各校の結果を分析

し、指導改善のためのアドバイスやプラン・情報の提供等を行います。 

 

大学入学者選抜と関連づけた情報提供の出し分けについて 

・お申込み時に学校の希望にて大学入学者選抜と関連づけた情報提供について、表示/非表示を学

校側で選択できるようにしています。（資料 6） 

 

（3）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

「マーク式」問題に配点はなく、正答率を算出し提供しています。この正答率をもとにベネッセ

の学校向け教科アセスメント共通の指標である「学習到達ゾーン（GTZ）」に紐づけています。

「記述式」問題には配点があり、この得点率をもとに各教科の「記述式問題レベル定義（段階別

評価）」に紐づけています。 

＜GTZ 設定方法＞ 

「GTZ」は学年・回・タイプごとに決定しており、「S1～D3」の 15 段階で示しています。 

 これまでの受検実績（受検母集団データより同一受検者を抽出）にもとづき、総合学力テストの

「到達度指標」の設定にあわせてスタディーサポートの GTZ を設定しています。 

 

＜GTZ（学力の到達度）の目安＞ 

総合学力テストの結果を参考に GTZ の各ゾーンについて次のような目安を設けています。 

GTZ の目安は、各教科における到達度を大きく 5 段階に分けて大学等の進学先で必要とされる力

を定義しています。段階ごとに、各教科の「〇〇できる」という定性評価を記載します。 

 

＜記述式問題レベル定義の設定方法と目安＞ 

 レベル定義は、5 段階で構成され、各教科問題における測定すべき力を定義しています。 

 
 

Ⅲ．運営に関すること 

（1）問題の質を確保するための方法 

・毎年新規で制作する出題については、複数名の作問スタッフが問題作成から検討を行い、そのう

えで、作問を行っていないチェック者が第三者的視点で、問題の質を吟味することで、出題の客観

性が保たれています。また、これまでの過去の結果データを活かしつつ、難易のチェックを含めた

作問をしているため、毎回同程度の難易度を維持できています。 

 

（2）学校における実施方法 

・ベネッセから学校に問題・アンケート等の資材を送り、学校で実施していただきます。マニュア

ル（教師用ガイド）や手引き（実施の手引き）等で迷いなく、指導・実施ができるように情報を

提供しています。 



・学校での実施にあたり教員の担うべき役割等については、実施にあたっての資材の開封、実施準

備、試験監督、答案の回収、発送のための梱包といった作業があります。 

・問い合わせ窓口を設けており質問を受け付けられるような体制を敷いています。       

また、各校にベネッセの担当者が各拠点に配置されており、実施にあたっての不明点や事前・事

後指導等の確認、トラブル等への対応ができるようになっています。 

・基本的に実施可能期間内であれば、学校の都合に合わせた実施日としていますが、状況に応じて

実施可能期間外の実施等にも対応ができるようにしています。また、教科については国語・数

学・英語 3 教科実施を前提としていますが 2 教科のみ、1 教科のみでも受検可能です。 

 

（3）採点の方法と体制 

弊社では、採点ガイドラインに基づき、採点結果の信頼性の向上、採点の合理化、迅速化を図るた

め、種々の取組を実施しています。採点者は、学力と採点適性を見極めるための試験に合格し、年

間を通じて研修や、実際の採点経験の中で様々なトレーニングを受け、採点スキルの向上を図りま

す。また、採点結果の信頼性の向上のため、定期的なサンプリング調査や個別のフィードバックを

実施しています。 

（4）情報管理体制 

セキュリティ 

・ベネッセは、ISO27001（情報セキュリティマネジメント）、JISQ15001（P マーク）の認定を取

得しています。各規格の要求事項を踏まえ、業務の構築・運用設計を行い、機密情報や個人情報に

関する破損・紛失・漏えいリスクの低減や回避を図ります。 

 

全体では、以下の観点でセキュリティ施策を実施します。 

観点 概要 

Ａ．人に関する施策 
（1）ベネッセグループのセキュリティ規程研修の実施 

（2）機密（個人）情報取り扱い各種ルールの遵守 

Ｂ．場所に関する施策 

（1）ゾーニング施策によるセキュリティ水準確保 

①関係者以外の侵入防止と入退出管理・履歴取得 ②災害対策 

③情報隔離・持ち出し防止 ④保管・廃棄時の安全性確保 

（2）拠点の設備・運用の安全性の確認 

Ｃ．工程に関する施策 

（1）各工程で個別に配慮すべき施策内容・留意事項の確認 

   ①情報の取得（生成）時  ②情報の利用時  ③情報保管期間内 

   ④情報の移送（送信）時  ⑤情報の廃棄（消去）時 

Ｄ．電子的情報に 

関する施策 
ベネッセセキュリティ基準に準じ、使用する情報機器のセキュリティ対策 

Ｅ．業務システムに 

関する施策 
ベネッセのセキュリティ基準に則りセキュリティ施策を実施 

 

緊急事態や不測の事態への対応 

・緊急事態や不測の事態へ対応するため、発生時の報告・連絡・相談体制をあらかじめ構築しま 

す。 

・事故・障害発生時に備えて、あらかじめ担当メンバーの緊急連絡網を作成し、重大事案発生時 



には速やかに事業推進責任者に報告を行い、対応の判断・指示をすることで、的確かつ迅速に 

対応し、影響を最小限に抑える体制を準備します。 

 

 

 
 
Ⅳ．情報開示に関すること 

（1）障害のある受検者等への配慮 

1 視覚障害のある受検者への配慮 

 受検校のご要望をうけ、準備期間をいただき、問題の点訳、一部資料の拡大対応を予定します。

弊社では従来のアセスメント実施で経験、実績のある対応です。 

 

2 聴覚障害のある受検者への配慮 

 リスニング問題「聞くこと」実施に際し、音声と同じスクリプトを該当の受検者に見ていただけ 

る用意をして、解答できるよう対応します。 

 

（2）事前／事後学習教材の有無、内容 

・全生徒への配付冊子「スタディーサポート活用 BOOK」 

実施にあたっての心構え・目標設定・振り返り・対策ができるドリル。 

学校の状況に合わせ事前・事後で使える国語・数学・英語のドリル問題集。 

・生徒用結果帳票 

生徒の学力・課題に合わせたオンデマンドのドリルを掲載(国語・数学・英語)。 

 

（3）学習状況等のアンケートの有無、内容 

・学習状況リサーチ 

 生徒一人ひとりの学習習慣や学習態度・進路意識・生活状況を調査し学習状況を多面的に確認。 

 年度末に、当該年度内での推移と過年度での各比較をおこない、学力・学習状況・クロスの各観

点で統計化したデータを WEB に掲載。 

 

（4）個人受検の可否 

学校での指導を前提としたアセスメント教材であるため、個人受検はできません。 

 

（5）問題内容の情報提供 

問題冊子と解答解説冊子は、受検後の振り返り等で自由に使っていただけます。 

 

（6）その他 

教育委員会等への情報提供に係る対応として、学校から教育委員会等への情報提供の元となる書 

式・集計結果を提供します。前提として、教育委員会等への情報提供は、弊社から直接は行えま 

せん。但し教育委員会主催の場合はこの限りではありません。  
 
 



（様式２）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート αタイプ 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

(1)出題の基本方針 

主な対象者：四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1 生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度順に、β 、α 、θ の 3 タイプ用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力： 

 義務教育範囲も含み、 

数学Ⅰ「数と式」「図形と計量」「二次関数」「データの分析」 

数学Ⅱ「いろいろな式」「図形と方程式」「指数関数・対数関数」「三角関数」「微分・積分の

考え」 

 数学 A 「場合の数と確率」「図形の性質」 

 数学 B 「数列」「統計的な推測」 

 数学 C 「ベクトル」 

に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲： 

 1 年生第 1 回…高 1 の 3 月～5 月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2 回…高 1 の 8 月～10 月での実施期間で、高 1 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1 回…高 2 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2 回…高 2 の 8 月～10 月での実施期間で、高 2 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1 回…高 3 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1・高 2 全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

 ※一部選択大問や選択コースを設定しているため、クラスや生徒個別の習熟状況に応じて、解答

する出題範囲を選択することが可能です。 

 

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 計算や公式を用いて解答する問題を、主に選択式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

数学の知識を用いて与えられた条件下における課題解決を問うたり、数式や言葉を用いて思考プ

ロセスを説明したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度：「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

     「記述式」問題は、平均 45～55%程度の得点率となる難易度に設定します。 

 

 

 

 

 

 



(2)構成等 

①出題形式 

  「選択式」80～90%、「記述式」10～20%(一部短答式を含む)程度 

②出題範囲 

 ※設問数割合(「マーク式」問題に配点なし) 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

(数学Ⅰ) 

選択科目範囲

（数学Ａ） 

選択科目範囲 

（数学Ａ以外） 

備考 

高 1 1 回 100% 0% 0% 0%  

2 回 0% 60% 40% 0% ＊1 

高 2 1 回 0% 60% 40% 0% ＊1 

2 回 0% 35% 15% 50% ＊1 

高 3 1 回 0% 35% 15% 50% ＊1 

(＊1)複数の選択問題があるため、必履修科目の割合が大きい受検パターンにて記載。 

  

（3）難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

 

(4)基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、動画学習を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

(5)その他特長 

・出題内容については、「マーク式」問題においては、新作問題と同一問題（毎年同じ問題）の

2 種があり、学校が自校の希望に応じて、選択することができます。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

(1)受検者個人への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校等への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)試験等の結果(正答状況やスコア等)に対する評価の考え方と分析の手法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 
 

Ⅲ．運営に関すること 

(1)問題の質を確保するための方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校における実施方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)採点の方法と体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)情報管理体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 



Ⅳ．情報開示に関すること 

(1)障害のある受検者等への配慮 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)事前／事後学習教材の有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)学習状況等のアンケートの有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)個人受検の可否 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(5)問題内容の情報提供 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(6)その他 

(略)※国語α タイプの申請様式参照  
 



（様式２）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート αタイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

(1)出題の基本方針 

主な対象者：四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1 生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度順に、β 、α 、θ の 3 タイプ用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力： 

 「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲：  

 1 年生第 1 回…高 1 の 3 月～5 月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2 回…高 1 の 8 月～10 月での実施期間で、高 1 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1 回…高 2 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2 回…高 2 の 8 月～10 月での実施期間で、高 2 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1 回…高 3 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1・高 2 全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

 

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 英単語や文法、聞き取り、読み取りの問題を、主に選択式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

文章や図表等から得られた情報をもとに推論するなど思考を求めたり、自分の考えを英語で記

述・口述したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度：  

 ・「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

 ・「記述式」問題は、平均 45～55%程度の得点率となる難易度に設定します。 

 ・CEFR における「A1～A2」程度 

 

(2)構成等 

 ①出題形式 

 「選択式」80～90%、「記述式」10～20%(一部短答式を含む)程度 

Listening：すべて選択式(7～18 問程度)、リスニングＣＤによる音声放送 
  Reading：すべて選択式(40～49 問程度) 
  Writing：選択式 7 割程度(3 問程度)、記述式 3 割程度(2 問程度、10～20 語程度) 
  Speaking：対面式（7 問程度）。 
      ※「話す」技能については、測定することに代えて問題、解答例及び採点基準を提供。 
 

 



 ②出題範囲 

※設問数割合(「マーク式」問題には配点がありません) 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

（英語コミュニ

ケーションⅠ） 

選択科目範囲 

（英語コミュニ

ケーションⅡ） 

備考 

高 1 

 

1 回 100% 0% 0%  

2 回 30% 70% 0%  

高 2 1 回 30% 70% 0%  

2 回 0% 60% 40%  

高 3 1 回 0% 60% 40%  

  

(3)難易度設定の考え方・方法 

過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

 

(4)基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、動画学習を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

(5)その他特長 

・出題内容については、「マーク式」問題においては、新作問題と同一問題（毎年同じ問題）の

2 種があり、学校が自校の希望に応じて、選択することができます。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

(1)受検者個人への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校等への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)試験等の結果(正答状況やスコア等)に対する評価の考え方と分析の手法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 
 

Ⅲ．運営に関すること 

(1)問題の質を確保するための方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校における実施方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)採点の方法と体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)情報管理体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 



Ⅳ．情報開示に関すること 

(1)障害のある受検者等への配慮 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)事前／事後学習教材の有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)学習状況等のアンケートの有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)個人受検の可否 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(5)問題内容の情報提供 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(6)その他 

(略)※国語α タイプの申請様式参照  
 



（様式２）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ  

対象教科：国語 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

（1）出題の基本方針 

主な対象者：四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1 生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度順に、β、α、θの 3 タイプを用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力 

 「書くこと」「読むこと」に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲：  

 1 年生第 1 回…高 1 の 3 月～5 月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2 回…高 1 の 8 月～10 月での実施期間で、高 1 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1 回…高 2 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2 回…高 2 の 8 月～10 月での実施期間で、高 2 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1 回…高 3 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1・高 2 全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

  

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 語彙や情報の扱い方、古典知識・文法、読み取りの問題を、主に選択式・短答式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

文章等から得られた情報をもとに推論するなど思考を求めたり、考えたことを自分の言葉で表現

したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度： 「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

      「記述式」問題は、平均 50～60%程度の得点率となる難易度に設定します。 

 

（2）構成等 

 ①出題形式 

  「選択式」80～90%、「記述式」10～20%（一部短答式を含む）程度 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②出題範囲 

 ※設問数割合（「マーク式」問題には配点なし） 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

（現代の国語、言語文

化） 

選択科目範囲（論理

国語、文学国語、 

古典探究） 

備考 

高 1 

 

1 回 100% 0% 0%  

2 回 0% 100% 0%  

高 2 1 回 0% 100% 0%  

2 回 0% 60% 40%  

高 3 1 回 0% 60% 40%  

※学校の指導状況に応じて、古文・漢文の受検をせずに、現代文のみの受検も可能です。 

（3）難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

 

（4）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、学習動画を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

（5）その他特長 

・出題内容については、「マーク式」問題においては、新作問題と同一問題（毎年同じ問題）の

2 種があり、学校が自校の希望に応じて、選択することができます。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（1）受検者個人への結果提供内容・方法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（2）学校等への結果提供内容・方法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（3）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

 
 

 

Ⅲ．運営に関すること 

（1）問題の質を確保するための方法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（2）学校における実施方法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（3）採点の方法と体制 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 



（4）情報管理体制 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

 
 

Ⅳ．情報開示に関すること 

（1）障害のある受検者等への配慮 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（2）事前／事後学習教材の有無、内容 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（3）学習状況等のアンケートの有無、内容 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（4）個人受検の可否 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（5）問題内容の情報提供 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（6）その他 

（略）※国語α タイプの申請様式参照  
 



（様式２）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート βタイプ 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

Ⅰ．出題に関すること 

(1)出題の基本方針 

主な対象者：四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1 生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度順に、β 、α 、θ の 3 タイプ用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力： 

義務教育範囲も含み、 

数学Ⅰ「数と式」「図形と計量」「二次関数」「データの分析」 

数学Ⅱ「いろいろな式」「図形と方程式」「指数関数・対数関数」「三角関数」「微分・積分の

考え」 

数学 A 「場合の数と確率」「図形の性質」 

 数学 B 「数列」「統計的な推測」 

 数学 C 「ベクトル」 

に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲： 

 1 年生第 1 回…高 1 の 3 月～5 月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2 回…高 1 の 8 月～10 月での実施期間で、高 1 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1 回…高 2 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2 回…高 2 の 8 月～10 月での実施期間で、高 2 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1 回…高 3 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1・高 2 全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

 ※一部選択大問や選択コースを設定しているため、クラスや生徒個別の習熟状況に応じて、解答

する出題範囲を選択することが可能です。 

 

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 計算や公式を用いて解答する問題を、主に選択式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

数学の知識を用いて与えられた条件下における課題解決を問うたり、数式や言葉を用いて思考プ

ロセスを説明したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度：「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

     「記述式」問題は、平均 50～60%程度の得点率となる難易度に設定します。 

 

 

 

(2)構成等 

 ①出題形式 



 「選択式」80～90%、「記述式」10～20%(一部短答式を含む)程度 

 ②出題範囲 

 ※設問数割合(「マーク式」問題に配点なし) 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

(数学Ⅰ) 

選択科目範囲

（数学Ａ） 

選択科目範囲 

（数学Ａ以外） 

備考 

高 1 1 回 100% 0% 0% 0%  

2 回 0% 60% 40% 0% ＊1 

高 2 1 回 0% 60% 40% 0% ＊1 

2 回 0% 35% 15% 50% ＊1 

高 3 1 回 0% 35% 15% 50% ＊1 

 (＊1)複数の選択問題があるため、必履修科目の割合が大きい受検パターンにて記載。 

 

（3）難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

 

(4)基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、動画学習を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

(5)その他特長 

・出題内容については、「マーク式」問題においては、新作問題と同一問題（毎年同じ問題）の

2 種があり、学校が自校の希望に応じて、選択することができます。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

(1)受検者個人への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校等への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)試験等の結果(正答状況やスコア等)に対する評価の考え方と分析の手法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 
 

Ⅲ．運営に関すること 

(1)問題の質を確保するための方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校における実施方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)採点の方法と体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)情報管理体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 



Ⅳ．情報開示に関すること 

(1)障害のある受検者等への配慮 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)事前／事後学習教材の有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)学習状況等のアンケートの有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)個人受検の可否 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(5)問題内容の情報提供 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(6)その他 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 

 



（様式２）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

(1)出題の基本方針 

主な対象者：四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1 生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度順に、β 、α 、θ の 3 タイプ用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力： 

 「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲：  

 1 年生第 1 回…高 1 の 3 月～5 月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2 回…高 1 の 8 月～10 月での実施期間で、高 1 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1 回…高 2 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2 回…高 2 の 8 月～10 月での実施期間で、高 2 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1 回…高 3 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1・高 2 全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

 

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 英単語や文法、聞き取り、読み取りの問題を、主に選択式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

文章や図表等から得られた情報をもとに推論するなど思考を求めたり、自分の考えを英語で記

述・口述したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度：  

 ・「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

 ・「記述式」問題は、平均 50～60%程度の得点率となる難易度に設定します。 

 ・CEFR における「A1～A2」程度 

 

(2)構成等 

 ①出題形式 

 「選択式」80～90%、「記述式」10～20%(一部短答式を含む)程度 

Listening：すべて選択式(7～18 問程度)、リスニングＣＤによる音声放送 
  Reading：すべて選択式(45 問程度) 
  Writing：選択式 7 割程度(5 問程度)、記述式 3 割程度(2 問程度、10～20 語程度) 
  Speaking：対面式（7 問程度）。 
      ※「話す」技能については、測定することに代えて問題、解答例及び採点基準を提供。 

 
 



 ②出題範囲 

 ※設問数割合(「マーク式」問題には配点がありません) 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

（英語コミュニ

ケーションⅠ） 

選択科目範囲 

（英語コミュニ

ケーションⅡ） 

備考 

高 1 

 

1 回 100% 0% 0%  

2 回 30% 70% 0%  

高 2 1 回 30% 70% 0%  

2 回 0% 60% 40%  

高 3 1 回 0% 60% 40%  

  

(3)難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

 

(4)基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、動画学習を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

(5)その他特長 

・出題内容については、「マーク式」問題においては、新作問題と同一問題（毎年同じ問題）の

2 種があり、学校が自校の希望に応じて、選択することができます。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

(1)受検者個人への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校等への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)試験等の結果(正答状況やスコア等)に対する評価の考え方と分析の手法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 
 

Ⅲ．運営に関すること 

(1)問題の質を確保するための方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校における実施方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)採点の方法と体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)情報管理体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 
 



Ⅳ．情報開示に関すること 

(1)障害のある受検者等への配慮 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)事前／事後学習教材の有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)学習状況等のアンケートの有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)個人受検の可否 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(5)問題内容の情報提供 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(6)その他 

(略)※国語α タイプの申請様式参照  
 



（様式 2）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ  

対象教科：国語 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

（1）出題の基本方針 

主な対象者：四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1 生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度タイプを、β、α、θの 3 タイプを用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力 

 「書くこと」「読むこと」に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲：  

 1 年生第 1 回…高 1 の 3 月～5 月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2 回…高 1 の 8 月～10 月での実施期間で、高 1 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1 回…高 2 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2 回…高 2 の 8 月～10 月での実施期間で、高 2 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1 回…高 3 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1・高 2 全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

  

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 語彙や情報の扱い方、古典知識・文法、読み取りの問題を、主に選択式・短答式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

文章等から得られた情報をもとに推論するなど思考を求めたり、考えたことを自分の言葉で表現

したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度： 「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

      「記述式」問題は、平均 40～50%程度の得点率となる難易度に設定します。 

 

（2）構成等 

 ①出題形式 

  「選択式」80～90%、「記述式」10～20%（一部短答式を含む）程度 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②出題範囲 

 ※設問数割合（「マーク式」問題には配点なし） 

学年 回 義務教育範

囲 

必履修科目範囲 

（現代の国語、言語文

化） 

選択科目範囲（論理

国語、文学国語、 

古典探究） 

備考 

高 1 

 

1 回 100% 0% 0%  

2 回 0% 100% 0%  

高 2 1 回 0% 100% 0%  

2 回 0% 60% 40%  

高 3 1 回 0% 60% 40%  

※学校の指導状況に応じて、古文・漢文の受検をせずに、現代文のみの受検も可能です。 

（3）難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

 

（4）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、学習動画を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

（5）その他特長 

・出題内容については、毎年同一問題であるため、過年度の比較（今年の高 1 生は、昨年度の高

1 生に比べて学力はどの程度の到達度か、など）が可能です。 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（1）受検者個人への結果提供内容・方法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（2）学校等への結果提供内容・方法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（3）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

 

Ⅲ．運営に関すること 

（1）問題の質を確保するための方法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（2）学校における実施方法 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（3）採点の方法と体制 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（4）情報管理体制 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 



Ⅳ．情報開示に関すること 

（1）障害のある受検者等への配慮 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（2）事前／事後学習教材の有無、内容 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（3）学習状況等のアンケートの有無、内容 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（4）個人受検の可否 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（5）問題内容の情報提供 

（略）※国語α タイプの申請様式参照 

（6）その他 

（略）※国語α タイプの申請様式参照  
 



（様式 2）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 
 

Ⅰ．出題に関すること 

(1)出題の基本方針 

主な対象者： 四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1 生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度順に、β 、α 、θ の 3 タイプ用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力： 

義務教育範囲も含み、 

数学Ⅰ「数と式」「図形と計量」「二次関数」「データの分析」 

数学Ⅱ「いろいろな式」「図形と方程式」「指数関数・対数関数」「三角関数」「微分・積分の

考え」 

 数学 A 「場合の数と確率」「図形の性質」「整数の性質」 

 数学 B 「数列」「統計的な推測」 

 数学 C 「ベクトル」 

に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲： 

 1 年生第 1 回…高 1 の 3 月～5 月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2 回…高 1 の 8 月～10 月での実施期間で、義務教育範囲および高 1 の 1 学期までの履修

範囲からの出題 

2 年生第 1 回…高 2 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2 回…高 2 の 8 月～10 月での実施期間で、高 2 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1 回…高 3 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1・高 2 全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

 ※一部選択大問や選択コースを設定しているため、クラスや生徒個別の習熟状況に応じて、解答

する出題範囲を選択することが可能です。 

 

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 計算や公式を用いて解答する問題を、主に選択式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

数学の知識を用いて与えられた条件下における課題解決を問うたり、数式や言葉を用いて思考プ

ロセスを説明したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度：「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

     「記述式」問題は、平均 40～50%程度の得点率となる難易度に設定します。 

 

 

(2)構成等 

 ①出題形式 



  「選択式」80～90%、「記述式」10～20%(一部短答式を含む)程度 

 ②出題範囲 

 ※設問数割合(「マーク式」問題に配点なし) 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

(数学Ⅰ) 

選択科目範囲

（数学Ａ） 

選択科目範囲 

（数学Ａ以外） 

備考 

高 1 1 回 100% 0% 0% 0%  

2 回 30% 40% 30% 0% ＊1 

高 2 1 回 0% 60% 40% 0% ＊1 

2 回 0% 35% 15% 50% ＊1 

高 3 1 回 0% 35% 15% 50% ＊1 

 (＊1)複数の選択問題があるため、必履修科目の割合が大きい受検パターンにて記載。 

  

（3）難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

(4)基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、動画学習を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

(5)その他特長 

・出題内容については、毎年同一問題であるため、過年度の比較（今年の高 1 生は、昨年度の高

1 生に比べて学力はどの程度の到達度か、など）が可能です。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

(1)受検者個人への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校等への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)試験等の結果(正答状況やスコア等)に対する評価の考え方と分析の手法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 
 

Ⅲ．運営に関すること 

(1)問題の質を確保するための方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校における実施方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)採点の方法と体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)情報管理体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 
 

Ⅳ．情報開示に関すること 



(1)障害のある受検者等への配慮 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)事前／事後学習教材の有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)学習状況等のアンケートの有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)個人受検の可否 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(5)問題内容の情報提供 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(6)その他 

(略)※国語α タイプの申請様式参照  
 



（様式 2)         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θタイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

(1)出題の基本方針 

主な対象者：四年制大学・短期大学等への進学を目指す生徒が多い高校の高 1 生～高 3 生 

 ※学力層の幅広さに対応するため、難易度順に、β 、α 、θ の 3 タイプ用意しています。 

  学校の成績層や履修状況に応じて、学校が難易度タイプを選択することが可能です。 

 

□測定しようとする資質・能力 

 「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲：  

 1 年生第 1 回…高 1 の 3 月～5 月での実施期間で、義務教育範囲からの出題 

1 年生第 2 回…高 1 の 8 月～10 月での実施期間で、高 1 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

2 年生第 1 回…高 2 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1 全履修範囲からの出題 

2 年生第 2 回…高 2 の 8 月～10 月での実施期間で、高 2 の 1 学期までの履修範囲からの出題 

3 年生第 1 回…高 3 の 3 月～5 月での実施期間で、高 1・高 2 全履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

 

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針： 

 英単語や文法、聞き取り、読み取りの問題を、主に選択式で出題します。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針： 

文章や図表等から得られた情報をもとに推論するなど思考を求めたり、自分の考えを英語で記

述・口述したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題します。 

  

□難易度：   

・「マーク式」問題は、平均 50～60%程度の正答率となる難易度に設定します。 

 ・「記述式」問題は、平均 40～50%程度の得点率となる難易度に設定します。 

・CEFR における「A1～A2」程度。 

 

(2)構成等 

 ①出題形式 

 「選択式」80～90%、「記述式」10～20%(一部短答式を含む)程度 

Listening：すべて選択式(5～8 問程度)、リスニングＣＤによる音声放送。 

  Reading：すべて選択式 (26～28 問程度) 

  Writing：選択式 7割程度(5 問程度)、記述式 3 割程度(2 問程度、10～20 語程度) 

  Speaking：対面式（7 問程度）。 
      ※「話す」技能については、測定することに代えて問題、解答例及び採点基準を提供。 
 

 

 



 ②出題範囲 

 ※設問数割合(「マーク式」問題には配点がありません) 

学年 回 義務教育範囲 必履修科目範囲 

（英語コミュニ

ケーションⅠ） 

選択科目範囲 

（英語コミュニ

ケーションⅡ） 

備考 

高 1 

 

1 回 100% 0% 0%  

2 回 30% 70% 0%  

高 2 1 回 30% 70% 0%  

2 回 0% 60% 40%  

高 3 1 回 0% 60% 40%  

  

(3)難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にし、難易バランスを考慮した作問を行います。 

 

(4)基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

 ・事前・事後学習教材を準備しており、テスト前後の予習・復習を通じて、基礎学力の定着を行

うことができます。また、有料オプションで学習動画を付属させることができ、動画学習を通じ

て基礎事項の定着を図ることができます。 

 ・テスト後は、個人の成績に応じて、復習問題を最大約 28 万通りの組み合わせから提供するこ

とにより、受検者が自分の弱点分野に対して重点的に振り返ることができます。 

 

(5)その他特長 

・出題内容については、毎年同一問題であるため、過年度の比較（今年の高 1 生は、昨年度の高

1 生に比べて学力はどの程度の到達度か、など）が可能です。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

(1)受検者個人への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校等への結果提供内容・方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)試験等の結果(正答状況やスコア等)に対する評価の考え方と分析の手法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 
 

Ⅲ．運営に関すること 

(1)問題の質を確保するための方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)学校における実施方法 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)採点の方法と体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)情報管理体制 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

 
 



Ⅳ．情報開示に関すること 

(1)障害のある受検者等への配慮 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(2)事前／事後学習教材の有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(3)学習状況等のアンケートの有無、内容 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(4)個人受検の可否 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(5)問題内容の情報提供 

(略)※国語α タイプの申請様式参照 

(6)その他 

(略)※国語α タイプの申請様式参照  
 



（様式３）

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション
測定ツール名：スタディーサポート α タイプ、β タイプ、Θ タイプ
対象教科：国語・数学・英語
測定内容の区分：標準タイプ

Ⅰ．出題に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅰ．（１） Ⅰ．（２） Ⅰ．（３） Ⅰ．（４） Ⅰ．（５）

Ⅱ．結果提供に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅱ．（１） Ⅱ．（２）

帳票見本：1回め返却「マーク式」教
師用

学年診断レポート

クラス診断レポート
※見本は24年度版です。

資料1

資料2
○

帳票見本：1回め返却「マーク式」生
徒用

個人診断レポート
※見本は24年度版です。

資料3 ○

帳票見本：2回め返却「マーク式」＋
「記述式」：教師用

学年診断レポート
※見本は24年度版です。

資料4 ○

帳票見本：2回め返却「マーク式」＋
「記述式」：生徒用

個人診断レポート
※見本は24年度版です。

資料5 ○

出力見本：大学情報出し分け対応
大学入学者選抜と関連づけた情報提供の出し分
けについての出力見本
※見本は24年度版です。

資料6 ○

帳票見本：英語スピーキング学校採
点キット支援ツール

英語スピーキング学校採点キット支援ツール
※見本はツールを使用して出力したイメージで
す。24年度版です。

資料7 ○

Ⅲ．運営に関すること

＜提出必須の書類等＞

実施要項（試験時間、実施方式、実
施期間、受検料、標準返却期間等）

実施案内書1年1回 資料8

学校用実施マニュアル 実施の手引き1年1回 資料9

＜提出任意の書類等＞

Ⅳ．情報開示に関すること

＜提出任意の書類等＞

公開データ見本 スタディーサポート　学力・学習状況レポート 資料10

認定要件への適合性を示す書類等一覧について

対応する認定基準

書類等の内容 書類等の名称 資料番号
対応する認定基準

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の名称 資料番号

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の内容



8

お申し込み方法・よくあるお問い合わせ

よくあるお問い合わせ

ご送金方法
●同封の郵便振替用紙（払込手数料弊社負担）をご利用のうえ、お申し込みと同時に郵便局よりご送金ください。郵便振替用紙ご記入の際には、今
回お申し込みいただくスタディーサポートの「学年」・「回」も忘れずにご記入ください。また、学びの基礎診断認定版をご実施の場合には、「スタディー
サポート学びの基礎診断認定版」とご記入ください。
●郵便局がお渡しする「振替払込請求書兼受領証」は貴校の控えとなりますので、大切に保管してください。
●請求書に「ゆうちょ銀行振込の場合のお振込み先」を記載しております。
　現金利用時の手数料は、貴校のご負担でお願いします。
　通帳またはキャッシュカードを利用してお支払いいただくと、現金利用時の手数料はかかりません。
●請求書等は上記WEBからダウンロードできます。

5

お申し込み方法・よくあるお問い合わせ5

4

3

2

1

実施概要と出題範囲

実施の流れと実施例・結果のご活用

アイテム紹介

2024年度スタディーサポートについて

P.8

P.6-7

P.4-5

P.3

P.2

2024年度1年生第1回のご案内
実施期間：3/1（金）～5/31（金）

生徒の
「基礎学力」や
「学習状況」を把握する

Q2. 各教科・タイプの実施時間はどこで確認できますか？ A2. 本冊子P.６の「実施時間の目安」をご確認ください。

Q5. 結果はいつ返ってきますか？

Q3. 出題範囲を生徒に教えてもいいですか？ A3. 出題範囲の取り扱いは各校のご判断にお任せしています。ただし、告知をする場合
は、特定のクラスだけに知らせる等がないよう、学校内で公平な対応をお願いします。

Q4. いつまでに送ったら全国集計に間に合いますか？ A4. 全国集計は複数回行っており、それぞれの締切日までに届いた分が反映されます。
詳細は、本冊子P.４の最下部をご確認ください。

A5. 弊社にマークシートが到着してから約2週間後に結果資料を発送します。詳細は、本
冊子P.４「実施の流れと実施例・結果のご活用」をご確認ください。

簡単！
WEBでの
お申し込み

　Benesse High School Onlineからご利用いただけます。
  　　　 https://bhso.benesse.ne.jp
※お申し込みには、学校ID・ログインコード または 先生個人ID・パスワードが必要です。
お申し込みに関してご不明な場合は、下記お客様サービスセンターまでお問い合わせください。

URL

414101

結果返却日を確認できる機能をリリースしています！
ぜひお申し込みの際にご活用ください！
※Benesse High School Onlineメンテナンス期間は入力できません。

Q1. 事前教材（スタディーサポート活用BOOK）を早めに
　　　送ってもらえますか？

A1. お申込みWEBで、スタディーサポート活用BOOKの「使用開始予定日」を入力でき
ます。「スタディーサポート活用BOOKの使用開始予定日」または「実施予定日」の
早い方に合わせ、問題・実施の手引き等とともにお届けします。

Benesse High School Online トップ＞テスト・教材を活用する

生徒にスタディーサポートを前向きな気持ちで
受験してもらうために、動画をご用意しています！

先生方へお知らせ

スタディーサポートの受験意義を約２分でまとめています

先生方からお聞きする指導面での課題解決に向けて
スタディーサポートの改定を行っています！

※生徒には「スタディーサポート活用BOOK」表紙の二次元コードからご案内しています。ぜひ生徒に受験
前の視聴をおすすめください。

※先生は「Benesse High School Onlineトップ＞テスト・教材を活用する＞スタディーサポート マークシー
ト形式」ページをご覧ください。

ポイントをまとめた動画をご用意しています
※　ご視聴には、学校ID・ログインコードまたは、先生個人ID・パスワードが必要です。
※　2023年12月時点の情報です。変更となる場合があります。

「スタディーサポート マークシート形式」をクリック

「トピック」に掲載の
「2024年度スタディーサポートのご案内」をクリック※

https://bhso.benesse.ne.jpURL

※図版はすべてイメージです。実際のものとは異なる可能性があります。

Benesse High School Online上の
「お申込み／請求書出力」をクリック 結果返却日確認をクリック 必要情報を入力してください

よくあるご質問
Benesse High School Onlineよくあるご質問・お問い合わせ／チャットボット

https://bhso.benesse.ne.jpWEB

※Benesse High School Onlineのご利用には学校ID・ログインコードまたは先生個人ID・
パスワードが必要です。先生個人IDは、Benesse High School Online内の「先生・生徒ID
管理」から発番していただけます。

お電話でのお問い合わせ
お客様サービスセンター

0120-350455TEL

受付時間／月～金 ８：00～18：00　土 ８：00～17：00
　　　　　（祝日，年末・年始を除く）

通話料
無料

24
時間
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2024 年度スタディーサポートについて アイテム紹介1 2
実施前から実施後まで 
「自ら学ぶ」生徒の育成をサポートします。 

新課程を機に、
生徒の気づきと振り返りをより豊かにし、
学習改善を促す教材へ進化しています。 スタディーサポート受験に向けて、目標設定や事前学習を計画的に取り組ませられます。

国数英の基礎学力と、学習や進路についての生徒の学習状況を調べます。

生徒一人ひとり、クラス全体、学年全体、教科ごとの学力・学習の状況を把握できます。

学校オリジナル質問

実
施
前

実
施

実
施
後

目標設定ワーク
めざす進路のレベルなどをもとに、目標を設定させ、事
前学習への取り組み意欲を向上させます。

事前学習用問題集（スタディーチャージ）＊2
目標正解率達成をめざして、スタディーチャージに取り
組ませます。「基本」「標準」「応用」の問題をご用意
しています。

オプション機能として、学校で独自に質問項
目を設定し、結果を集計できます。
サンプルをまとめた「学校オリジナル質問パ
ターン集」もご利用いただけます。

※問題発送時に、「実施の手引き」と一緒にお届けします。
※Benesse High School Onlineのインターネットフォルダ
にて、結果データをご確認いただけます。
※指定のフォーマットに自校のデータを貼りつけることで、全
国集計結果とも比較できます。

＊１ 問題発送時にお申し込み人数分をお届けします。学校のご指導に合わせて、スタディーサポート実施の事前教材としてだけでなく、事後学習とし
てもご活用いただけます。

＊２ スタディーサポート活用BOOK～Basic～では「応用」の出題はありません。

学力リサーチ
国語、数学、英語について、生徒がつまずいているポ
イントを正確に測定し、課題と補強ポイントを明確にす
る問題を出題しています。
※記述式は、学びの基礎診断認定版をご実施の学校のみです。

学習状況リサーチ
生徒一人ひとりの進路意識・生活状
況・学習を調査するアンケートです。

スタディーサポート
活用BOOK＊1
受験準備や受験後の活用
に使える記事と、事前学習
問題集（スタディーチャージ）
を掲載しています。

教師用ガイド
スタディーサポートの
活用方法について、
詳しくご説明していま
す。
これだけはガイド
担任先生向けに活
用のご案内をしてい
ます。

＜ 先生用帳票 ＞ マーク式結果＜ 生徒用帳票 ＞

＜ 生徒用 ＞ ＜ 先生用 ＞

学年診断レポートクラス診断レポート個人診断レポート
今の自分に対する気づきと、
「次の一歩」を踏みだすきっか
けを得られます。

学年団と教科担任先生で生徒の
情報を共有できるよう、「学年診断
レポート」と「教科診断レポート」を
１冊にまとめています。

クラス結果・生徒結果をまとめてい
ます。短い面談時間にも、深い生
徒把握にもご活用いただけます。

＜ 先生用帳票 ＞ 記述式結果

学年診断レポート
記述式の学年結果や、マーク式結果と記述式結果を
組み合わせた分析結果などを確認できます。
Benesse　High　School　Onlineのインターネットフォル
ダに搭載します。

※図版はすべてイメージです。実際のものとは異なる場合があります。

生徒の受験への意識を高めるための、
短尺の動画をご用意しています。

改定ポイント①

学力リサーチで、新課程で求められる「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を的確に測定できる新し
い問題を追加しています。
※新課程対応に際し、2022年度1年生よりθタイプの実施時間を各教科50分に変更しています。なお、国語、英語の実施時間につい
ては、古文やリスニングの選択有無によって異なります（詳細は、P6をご参照ください）。

改定ポイント②

学習状況リサーチで、「主体的に学習に取り組む態度」の観点を加え、「学習GTZ」を測定します。

改定ポイント③

個人診断レポートで、生徒がより的確に弱点の克服を行うことができます。
学力リサーチと学習状況リサーチ両方の結果から、生徒個々に最適な弱点克服ワーク・ドリルをご提供します。

学
習
Ｇ
Ｔ
Ｚ

行
動

態
度

学習習慣 学校の宿題や定期テストの復習がしっかりできているか、その結果として日常的な学習
時間が確保できているか

学習方法 国語・数学・英語それぞれで効率的な学習方法をとれているか

粘り強さ 目標達成に向けて困難に直面してもあきらめずに最後までやり通すことができるか

自己調整 目標達成に向けて、試行錯誤する（振り返り・分析を通して、見通し・計画を立てる等）こと
ができるか

⇒行動面だけでなく、態度面を含めて分析することで、「態度が伴った勉強ができている
か」それとも「形だけの学習になっているのか」により、異なるアドバイスが可能です。

（例）

効率のよい解き方やさらに理解を深められる学習方法が、
具体例をもとに「わかる」

解答の方針を立てるための考え方を、
具体例をもとに「知る」

苦手な小問群に関連する
学習状況リサーチの質問項目
Q．問題に取り組むときに解答の方針を立ててから解く

学力リサーチの苦手な小問群
応用力：関数 ×
あてはまるあてはまるあてはまる あてはまらないあてはまらないあてはまらない

※記述式結果は、学びの基礎診断認定版をご実施の学校のみ
　です。

※2022年度1年生より改定しました。



生徒

生徒

生徒

先生

先生

先生先生

成績資料のご活用イメージパターン 受験時のクラス・番号
結果資料

編成後のクラス・番号
受験時のクラス・番号で資料を活用する。
受験番号の修正は不要。
クラス編成後に引き継ぎ資料として活用する。
受験時のクラス・番号での資料は不要。
受験時のクラス・番号で総括資料として活用する。
加えて、先生用帳票のみクラス編成後引き継ぎに必要。

A

利用しない

B
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3月中旬 3月下旬 4月上旬

3月下旬
・高校入学前の総復習として実施
・マークシート発送

4月上旬
・入学直後の学力テストとして実施
・マークシート発送

4月中旬
・実施
・マークシート発送

4月上～中旬
・結果資料到着：先生用帳票・生徒用帳票
・入学式後に生徒への資料返却

4月下旬
・結果資料到着：先生用帳票・生徒用帳票
・生徒への資料返却

4月下旬
・結果資料到着：先生用帳票・生徒用帳票
・生徒への資料返却

「新旧受験番号対応表」送信

マークリード早期配信サービスリリース マークリード早期配信サービスリリース マークリード早期配信サービスリリース

受験番号修正サービス：利用する（A）

高校の学習をスムーズに
スタートさせるために

受験番号修正サービス：利用しない

新入生の実態を
把握するために

受験番号修正サービス：利用しない

高校生としての意識を
高めるために

お届け
するもの

●学年診断レポート
学年で結果を共有する。
新入生の状況を把握する。
●クラス診断レポート
顔合わせ面談、声かけに活用する。

●学年診断レポート
学年で結果を共有する。
新入生の状況を把握する。
●クラス診断レポート
顔合わせ面談、声かけに活用する。

ゴールデンウィークの課題として、「個
人診断レポート」のワーク・ドリルに取
り組ませる。

●学年診断レポート
学年で結果を共有する。

●クラス診断レポート
気になる生徒への面談、声かけに
活用する。

高校入学前の総復習として、「スタ
ディーサポート活用BOOK」の問題
に取り組ませる。

「新旧受験番号対応表」のご提出
から約2週間後

可能であれば、入学前の課題として、
「スタディーサポート活用BOOK」の
問題に取り組ませる。

「スタディーサポート活用BOOK」の
問題に取り組ませ、毎日の学習習
慣を身につけさせる。

課題として、「個人診断レポート」の
ワーク・ドリルに取り組ませる。

課題として、「個人診断レポート」の
ワーク・ドリルに取り組ませる。

実施の流れと実施例・結果のご活用

■実施の手引き
■マークシート冊子
■学力リサーチ･解答解説
■学習状況リサーチ
■教師用ガイド
■これだけはガイド

■スタディーサポート活用BOOK・解答解説
■英語リスニングテスト実施用CD
■学力リサーチ（記述式）･解答解説＊
■英語スピーキング学校採点キット＊
■学校オリジナル質問パターン集

3月下旬に実施実施例① 4月上旬に実施実施例② 4月中旬に実施実施例③

受験番号修正サービス（P.5）についてもご確認ください。

早めに部数を確認し、不足がございましたら「お客様サービスセンター」までご連絡ください。

WEBにてお申し込み貴校実施日の
15日前まで

3/1（金）～5/31（金）
実施

マークシート
弊社到着後

ご請求額のご送金

お申し込み部数確認

問題等到着

生徒に、「スタディーサポート活用BOOK＊」の事前学習用問題集（スタディーチャージ）に取り組
ませます。実施にあたっての手順、注意事項などは、問題と同封されている「実施の手引き」をご
確認ください。
＊問題発送時にお申し込み人数分をお届けします。学校のご指導に合わせて、実施後にもご活用いただけます。

事前準備・実施

マークシートの発送

約3～4日後 マークリード早期配信サービス

約2週間後＊ 結果資料発送

P.8

P.8

■クラス診断レポート
■学年診断レポート
■バインダー

■個人診断レポート

お届け
するもの

マークシートの読みとり結果は、マークシート弊社到着から約3～4日後に、
Benesse High School Onlineのインターネットフォルダからダウンロードできます。

マークシート弊社到着から約2週間後に結果資料を発送いたします。
また、Benesse High School Onlineのインターネットフォルダに、結果データを搭載します。

全国集計結果をFINE SYSTEM・Compassでご覧いただけます。

マークシート
弊社到着締切日

1回目 2回目 3回目 4回目

3/18（月） 4/18（木） 5/15（水） 6/21（金）

全国集計結果
リリース予定日 4/11（木） 5/8（水） 6/1（土） 7/9（火）

回ごとにマークシートの到着締切日が設定されています。
締切日に間に合わなかった場合、全国集計結果は次回のリリース日まで表示されませんのでご注
意ください。

先生用帳票

生徒用帳票

新年度に切り替わる前にご実施いただいた場合のサービスとして、受験番号修正サービスがあります。
受験時のクラス・番号（受験番号）を編成後のクラス・番号（受験番号）に修正して結果をお届けする3～4月の期間限定サー
ビスです。ご希望の場合には、「スタディーサポート」お申し込み時に、あわせてお申し込みが必要です。
実施後に、「新旧受験番号対応表＊1」をご提出いただくことで、編成後のクラス・番号（受験番号）に並べ替えた結果資料をお
届け＊2します。結果資料の返却方法は、次のパターンからご選択いただけます。

＊１：受験番号修正サービスをご利用の際には、マークシート弊社到着から約7~10日後に、インターネットフォルダから提供する「新旧受験番号対応表（受験時・編成後それぞれの受験番号情報）」
の入力とご提出（4月22日までに必着）が必要です。ご提出いただけない場合には、編成後のクラス・番号（受験番号）での結果資料返却ができませんので、ご注意ください。「新旧受験番号
対応表」の送受信については、Benesse High School Onlineのインターネットフォルダをご利用いただく必要があります。

＊2：編成後の結果は、通常「新旧受験番号対応表」のご提出より約2週間でお届けします。

●受験番号修正サービスについて

※上記スケジュールは、2023年12月時点の予定です。今後変更になる可能性があります。
※上記のスケジュールは目安です。実施時期などにより、前後する可能性があります。

＊早期にご受験いただいた場合、ご
返却までに2週間以上かかること
があります。詳細は「お客様サー
ビスセンター」までお問い合わせく
ださい。

約4週間後 記述式結果データ搭載
記述式答案の弊社到着から約４週間後に、結果データを搭載します。
先生向けにはBenesse High School OnlineのFINE SYSTEM・Compass・インターネッ
トフォルダに、生徒向けにはマナビジョンの個人ページにそれぞれ搭載します。
※記述式結果は、学びの基礎診断認定版をご実施の学校のみです。

＊学力リサーチ（記述式）と英語スピーキング学校採点キットは学びの基礎診断認定版をお申し込みの学校にお届けいたします。

「Benesse High School Online 
トップ＞テスト・教材を活用する＞
スタディーサポート　マークシート形
式」ページに実施前～実施後まで
ご活用いただける資料をご用意し
ています。

問題等は、「スタディサポート活用
BOOK」の使用開始予定日、また
はご実施予定日の早い方に合わ
せてお届けします。
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※記述式以外はすべてマーク式です。
※記述式は、学びの基礎診断認定版をご実施の学校のみです。

●学力リサーチ（国語・数学・英語・記述式）
●学習状況リサーチ

3/1（金）～5/31（金）
実施概要と出題範囲

実施期間

検査項目

実施時間割例

学力リサーチ
（マーク式）
タイプ

＊θタイプでは、Sゾーンは測定できません。※進研模試は、ベネッセ総合学力テストを含みます。

α

θ

β

タイプ 目標レベル
（難易度目安）

難関国公立大進学レベル
（進研模試※偏差値：56～　）

国公立大進学レベル
（進研模試※偏差値：46～56）

4年制大・国公立大進学レベル
（進研模試※偏差値：　～46）

Ｓ～Ｄ

Ｓ～Ｄ

Ａ～Ｄ＊

測定できる
GTZ（学力の到達度）

実施時間の
目安

2024年度
料金（税込み）

※統一実施日がありませんので、上記のような実施例のほかに、平日の授業後を利用した3～4日間の実施日設定や平日の
授業後と土曜日の実施の組み合わせなども可能です。貴校のご都合に合わせて設定してください。
※記述式は、学びの基礎診断認定版をご実施の学校のみです。

●「同一問題」とは
・毎年同じ問題を出題しています。
・設問単位での詳細な過年度（学年間）比較ができます。

●「新作問題」とは
・毎年新しくご用意する問題です。

●前年度と同じ問題種類（同一または新作）をご受験いただくことで、
　過年度・過回で接続された成績結果をご確認いただけます。
●実施にあたってのご注意
①「同一問題」を受験する場合は、比較したい年度と同じタイプ（β・α・θ）を選択してください。
　　異なるタイプを選択されますと、成績結果を比較できません。
　　　×例）昨年度はαタイプの「同一問題」を受験したが、今年度はβタイプの「同一問題」を受験。
②「同一問題」「新作問題」を混在させて受験することはできません。
　　　×例）国語・英語は「新作問題」、数学は「同一問題」を受験。
③「βタイプ」「θタイプ」を混在させて受験することはできません。
　　　×例）国語・英語は「βタイプ」、数学は「θタイプ」を受験。

●β・αタイプには、「同一問
題」と「新作問題」がありま
す。お申し込みの際にいずれ
かをご選択ください。

●θタイプは「同一問題」のみ
です。

※詳細は、P.7をご確認ください。

●記述式はβ・α・θタイプとも共
通の問題です。

※2024年度より、同一問題のみのご提
供となります。

学力リサーチ
（マーク式）
問題について

4

・論理的な文章読解※2

・文学的な文章読解
・古文読解

知識・技能

思考力・
判断力・
表現力

国語

数学

英語

・現代文知識･技能※1

・古文知識
（仮名遣いと音読、入門的な文法
知識、単語の知識、古語の読み）

知識・技能

思考力・
判断力・
表現力

・現代文知識･技能
・古文知識
（仮名遣いと音読、単語の知識）

・論理的な文章読解※2

・文学的な文章読解
・古文読解

●古文は選択問題です。

応用力
・中学校の範囲
（関数、図形）
総合力
・関数と図形の融合
問題

応用力
・中学校の範囲
　（関数、図形）

βタイプ

β・αタイプ θタイプ

●リスニングは選択問題です。●リスニングは選択問題です。

・リーディング
・リスニング

知識・技能

思考力・
判断力・
表現力

・知識理解 語彙
・知識理解 文法
（文の種類、動詞の時制、助動詞、
不定詞・動名詞）

・知識活用

知識・技能

思考力・
判断力・
表現力

知識利用
・中学校の範囲
（数と式、方程式、
関数、図形、確率、
データの活用）

αタイプ

思考力・
判断力・
表現力

知識理解・知識利用
・中学校の範囲
（数と式、方程式、
関数、図形、確率、
データの活用）

θタイプ

知識・技能知識・技能

知識理解・知識利用
・中学校の範囲
（数と式、方程式、
関数、図形、確率、
データの活用）

・リーディング
・リスニング

知識・技能

思考力・
判断力・
表現力

・知識理解 語彙
・知識理解 文法
（動詞の時制、助動詞、不定詞・
動名詞）

・知識活用

β・αタイプ θタイプ

学力リサーチ
出題範囲

αタイプβタイプ θタイプ

※上記の実施時間は目安です。正確な診断を行うため、できるだけすべての質問・問題に取り組めるよう実施時間の設定を
お願いいたします。
※学びの基礎診断認定版をご採用いただいた場合のみ、記述式が追加となります。

学習状況リサーチ

学力リサーチ

通常版
学びの基礎診断認定版

国語

数学

英語

50分

60分

60分

60分

60分

50分
40分
50分

70分70分 50分
60分

50分（国語20分／数学15分／英語15分）国数英（合冊）記述式

マーク式

60分 40分

現・古
現のみ

リスニング有
リスニング無

標準受験料ご請求額
3,150円2,800円
3,650円3,300円

3教科ともαタイプを選択の場合
（英語はリスニングを選択する場合）〈　　　　　　 〉

記述式問題
国語と英語は出題範囲の設定
はありません。数学はβ・α・θタイ
プのマーク式で共通している範
囲を出題します。

8:20～8:35 8:40～9:30 9:40～10:40 10:50～11:50 13:00～14:10

受験カード
記入

学習状況
リサーチ
（50分）

学力リサーチ
国語

（60分）

学力リサーチ
数学

（60分）

学力リサーチ
英語

（70分）

学力リサーチ
記述式  国数英
（50分）

14:20～15:10

昼
食

※1 現代文知識･技能について、β･αタイプによって出題内容が異なります。αでは、βの出題内容に加えて現代文を読むうえで基礎的
な知識問題も出題します。

※2 論理的な文章読解について、各タイプによって素材文の文章量が異なっています。総字数の目安は、β:2500字程度、α:1500字
程度、θ:1200字程度です。

※学びの基礎診断認定版の記述式については、採点可能期間が決まっています。受付が可能なのは、6月7日（金）弊社
到着分までです。この日を過ぎてから弊社に答案が到着した場合は、採点や成績処理ができませんのでご注意ください。



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート α タイプ 1 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、語彙

（類義語・対義語、同音異義語、

多義語、抽象語の使い方など）

及び言葉のきまり（口語文法な

ど）、情報の扱い方を理解し、適

切に使うことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

イ 理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，慣用 句

や四字熟語などについて理解を深め，話や文章の中で使うとともに，

和語，漢語，外来語などを使い分けることを通して，語感を磨き語彙を

豊かにすること。 

(2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容や構成、論理展開を的確に

読み取ることができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方

について考えること。 

ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 

論理的な文章について、筆者の

主張やその主張の根拠をとら

えることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えること。 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方

について考えること。 

ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えること。 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方

について考えること。 

ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】11 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔知識及び技能〕 

(3) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ア 歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界に親

しむこと。 

イ 長く親しまれている言葉や古典の一節を引用するなどして使うこ

と。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いについて理解

すること。 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取ることができる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔知識及び技能〕 

(3) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ア 歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界に親

しむこと。 

イ 長く親しまれている言葉や古典の一節を引用するなどして使うこ

と。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いについて理解

すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出して説明すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の展

開などを考えて，文章の構成を工夫すること。 

ウ 表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど，自分の

考えが分かりやすく伝わる文章になるように工夫すること。 

エ 目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章全

体を整えること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えるこ

と。 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え

方について考えること。 

ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えるこ

と。 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え

方について考えること。 

ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、その内容を比較したう

えで、論拠を示しながら考え

を形成して説明することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の展

開などを考えて，文章の構成を工夫すること。 

ウ 表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど，自分の

考えが分かりやすく伝わる文章になるように工夫すること。 

エ 目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章全

体を整えること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えるこ

と。 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え

方について考えること。 

ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 

 



（様式 4） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

や語彙（類義語・対義語、同音

異義語、多義語、抽象語の使い

方など）、及び言葉のきまり（口

語文法など）を理解し、適切に

使うことができる。 

【設問数】17 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

現代の国語 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

エ 実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増すと

ともに，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記の仕方などを理解し，話や文

章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

(2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。 

ウ 推論の仕方を理解し使うこと。 

エ 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこと。 

 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ウ 我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それらの文化的背景について

理解を深め，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 



 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容や構成、論理展開を的確に

読み取り、要旨を把握すること

ができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を

解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価すること。 

エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内容

の解釈を深めること。 

 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまり

や訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につい

て理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解す

ること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につ

いて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理

解すること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容

を解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 

エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内

容の解釈を深めること。 

 
 



 

 

 
 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります。 

【設問数】14 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまり

や訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につい

て理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解す

ること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につ

いて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理

解すること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容

を解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 

エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内

容の解釈を深めること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出して説明すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、その内容を比較したう

えで、論拠を示しながら考え

を形成して説明することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 

 

 



（様式 4） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート α タイプ 2 年 2 回‐3 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

や語彙（類義語・対義語、同音

異義語、多義語、抽象語の使い

方など）、及び言葉のきまり（口

語文法など）を理解し、適切に

使うことができる。 

【設問数】15 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

現代の国語 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

エ 実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増すと

ともに，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記の仕方などを理解し，話や文

章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

(2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。 

ウ 推論の仕方を理解し使うこと。 

エ 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこと。 

 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ウ 我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それらの文化的背景について

理解を深め，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 



 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容や構成、論理展開を的確に

読み取り、要旨を把握すること

ができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を

解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価すること。 

エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内容

の解釈を深めること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 
エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化に

ついて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについ

て理解すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

読
む
こ
と 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深

めること。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらし

た影響について理解を深めること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えること。 

イ 文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えるこ

と。 

ウ 必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色について評価すること。 

エ 作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを

読み，その内容の解釈を深め，作品の価値について考察すること。 

 



 

 

 
 
 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

【設問数】14 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むため

に必要な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにする

こと。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解

を深めること。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにも

たらした影響について理解を深めること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

読
む
こ
と 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深

めること。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらし

た影響について理解を深めること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えること。 

イ 文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えるこ

と。 

ウ 必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色について評価すること。 

エ 作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを

読み，その内容の解釈を深め，作品の価値について考察すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出して説明すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、その内容を比較したう

えで、論拠を示しながら考え

を形成して説明することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 

 

 



(様式４)  

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 1 回   

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(1) 

累乗の表し方を理解し，簡単

な計算ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 

2A  

(2) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 文字を用いた式における乗法と除法の表し方を知ること。 

■知識理解(2) 

与えられた文章を文字を用

いた簡単な式で表すことが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 

2A  

(2) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを理

解し，式を用いて表したり読み取ったりすること。 

■知識理解(3) 

展開の公式を用いて簡単な

多項式の展開ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2A (2)  

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開や因

数分解をすること。 

(a＋b)^2＝a^2＋2ab＋b^2 

(a－b)^2＝a^2－2ab＋b^2 

(a＋b)(a－b)＝a^2－b^2 

(x＋a)(x＋b)＝x^2＋(a＋b)x＋ab 



 

 
 

■知識理解(4) 

平方根について理解し，簡単

な計算ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2A 

(1) 正の数の平方根について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。 

■知識理解(5) 

二元一次方程式の解の意味

を理解することができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A 
(2) 連立二元一次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 二元一次方程式とその解の意味を理解すること。 

■知識理解(6) 

簡単な連立方程式を解くこ

とができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A 

(2) 連立二元一次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 簡単な連立二元一次方程式を解くこと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 連立二元一次方程式を具体的な場面で活用すること。 

■知識理解(7) 

因数分解を利用して二次方

程式を解くことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2A 

(3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこと。 



 

 
 

■知識理解(8) 

解の公式を利用して二次方

程式を解くことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2A  

(3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 解の公式を知り，それを用いて二次方程式を解くこと。 

■知識理解(9) 

反比例の性質を理解できて

いる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 

2C  

(1) 比例，反比例について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 比例，反比例について理解すること。 

■知識理解(10) 

二つの点を通る直線の切片

を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2C  

(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴を

見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

■知識理解(11) 

関数 y=ax2 の特徴について

理解できている。 
 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C  

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特

徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

■知識理解(12) 

関数 y=ax2 の変化の割合に

ついて理解できている。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 



 

 
 

■知識理解(13) 

球の体積を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 

2B  

(1) 平面図形について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 扇形の弧の長さと面積，基本的な柱体や体，球の表面積と体積を求める

こと。 

■知識理解(14) 

平行線の錯角や同位角につ

いて理解し，具体的な角度を

求めることができる。 
 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2B  

(1) 基本的な平面図形の性質について，数学的活動を通して，次の事項を身

に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平行線や角の性質を理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線や角の性質を基にしてそ

れらを確かめ説明すること。 

■知識理解(15) 

合同や相似な三角形となる

ための条件を理解すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B  

(1) 図形の相似について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確か

めること。 

■知識理解(16) 

三平方の定理を用いて線分

の長さを求めることができ

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B  

(3) 三平方の定理について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 三平方の定理を具体的な場面で活用すること。 



 

 
 

■知識理解(17) 

二つのさいころを用いて，確

率を求めることができる。 
 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2D  

(2) 不確定な事象の起こりやすさについて，数学的活動を通して，次の事項

を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 多数回の試行によって得られる確率と関連付けて，場合の数を基にし

て得られる確率の必要性と意味を理解すること。 

(ｲ) 簡単な場合について確率を求めること。 

■知識理解(18) 

三つの事象が起こる確率に

ついて比較ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2D  
(2) 不確定な事象の起こりやすさについて，数学的活動を通して，次の事項
を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現すること。 

■知識理解(19) 

箱ひげ図を読みとることが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 

2D 
(1) データの分布について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ
とができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｱ) ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解すること。 

■知識利用(1) 

やや複雑な文字式の計算(乗
除)ができる。 
 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A  
(1) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける
ことができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｱ) 簡単な整式の加法と減法及び単項式の乗法と除法の計算をすること。 



 

 
 

■知識利用(2) 

式を展開し，因数分解を行う

ことができる。 
 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2A  
(2) 簡単な多項式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開や因

数分解をすること。 
(a＋b)^2＝a^2＋2ab＋b^2 
(a－b)^2＝a^2－2ab＋b^2 
(a＋b)(a－b)＝a^2－b^2 
(x＋a)(x＋b)＝x^2＋(a＋b)x＋ab 

■知識利用(3) 

平方根を含む式で加減乗除

の計算ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 
2A   
(1) 正の数の平方根について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける
ことができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。 

■知識利用(4) 

与えられた文章をもとに一

次方程式を立式し，解くこと

ができる。 
 
 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 
2A 
(3) 一元一次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける
ことができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 簡単な一元一次方程式を解くこと。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 一元一次方程式を具体的な場面で活用すること。 



 

 
 

■知識利用(5) 

与えられた文章をもとに連

立方程式を立式し，解くこと

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A  
(2) 連立二元一次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付
けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｳ) 簡単な連立二元一次方程式を解くこと。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 連立二元一次方程式を具体的な場面で活用すること。 

■知識利用(6) 

与えられた文章をもとに二

次方程式を立式することが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 
2A 
(3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること
ができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 二次方程式を具体的な場面で活用すること。 

■知識利用(7) 

与えられた文章をもとに一

次関数を立式することがで

きる。 
 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 
2C  
(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが
できるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

■知識利用(8) 

二つの直線の交点から一次

関数が決定できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 
2C  
(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが
できるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｳ) 二元一次方程式を関数を表す式とみること。 



 

 
 

■知識利用(9) 

関数 y=ax2 において x の変

域が変化するときの y の変

域を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C  

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特

徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

■知識利用(10) 

平行な直線から相似な三角

形を見出し，線分の比を求め

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B  

(1) 図形の相似について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確か

めること。 

(ｲ) 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめること。 

■知識利用(11) 

与えられた図で円周角の定

理を用い，角度を求めること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B  

(2) 円周角と中心角の関係について，数学的活動を通して，次の事項を身に

付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用すること。 

■知識利用(12) 

図形の相似比と体積比を理

解し，与えられた図形の体積

を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B  

(1) 図形の相似について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 基本的な立体の相似の意味及び相似な図形の相似比と面積比や体積比

との関係について理解すること。 



 

 
 

■知識利用(13) 

数の書かれたカードを用い

て，条件を満たす数となる場

合の確率を求めることがで

きる。 
 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2D 

(2) 不確定な事象の起こりやすさについて，数学的活動を通して，次の事

項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現すること。 

■知識利用(14) 

標本調査について理解し，袋

の中の玉の個数を推定する

ことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2D  

(1) 標本調査について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 簡単な場合について標本調査を行い，母集団の傾向を推定し判断する

こと。 

■応用力〔1〕(1) 

与えられた条件から放物線

の方程式を決定することが

できる。 
また，求めた点を通る直線の

方程式を求めることができ

る。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C  

 (1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特

徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2C  

(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴を

見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 



 

 
 

■応用力〔1〕(2) 

与えられた条件を満たす三

角形となるときの点の座標

を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C 

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特

徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

(ｲ) 関数 y＝ax^2 を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

■応用力〔1〕(3) 

与えられた条件を満たす三

角形となるときの点の座標

を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

■応用力〔2〕(1) 

与えられた図と条件から相

似な図形を探し，その比から

線分の長さを求めることが

できる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B  

 (1) 図形の相似について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめること。 

(ｳ) 相似な図形の性質を具体的な場面で活用すること。 

(3) 三平方の定理について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 三平方の定理を具体的な場面で活用すること。 

■応用力〔2〕(2) 

与えられた図に相似条件や

三平方の定理を適用し，面積

や線分の長さを求めること

ができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

 

■数学的表現 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，適切

な数式を表すことができる。 

【設問数】３問 

【出題形式】短答式 

 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A 

(1) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 



 

 
 

■数学的表現 

数学的事象において，条件か

ら文字を含む関係式をつく

り予想したり，それを他の条

件の場合でも成り立つかど

うかを確かめたりすること

を通して，考察の対象を明確

に捉えることができるよう

にする。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

 

 

(ｳ) 文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明できることを理解す

ること。 

(ｴ) 目的に応じて，簡単な式を変形すること。 



 

 
 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(1) 

指数法則を用いて，単項式の

式の積の計算ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(1) 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 (ｳ) 二次の乗法公式及び

因数分解の公式の理解を深めること。 

■知識理解(2) 

因数分解の公式を用いて，簡

単な式の因数分解ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(2) 

■知識理解(3) 

根号を含む式の計算公式を

用いて，簡単な根号を含む式

の計算ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(3) 数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

■知識理解(4) 

絶対値の性質を用いて，簡単

な絶対値を含む式の計算が

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(4) 

■知識理解(5) 

根号を含む式の計算公式を

用いて，分母の有理化ができ

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

■知識理解(6) 

不等式の性質を利用して，簡

単な一次不等式が解くこと

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

■知識理解(7) 

不等式の性質を利用して，簡

単な連立不等式が解くこと

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 



 

■知識理解(8) 

絶対値を含む簡単な方程式

を解くことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■知識理解(9) 

集合とその表し方を理解し

て，簡単な和集合や共通部分

を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

■知識理解(10) 

与えられた簡単な命題の真

偽を判断できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

■知識理解(11) 

和の法則を用いて，場合の数

を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則などの

数え上げの原則について理解すること。 

■知識理解(12) 

積の法則を用いて，場合の数

を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 



 

■知識理解(13) 

順列の考え方を用いて，簡単

な場合の数を求めることが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 
場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組合

せの総数を求めること。 

■知識理解(14) 

円順列の考え方を用いて，場

合の数を求めることができ

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

■知識理解(15) 

重複順列の考え方を用いて，

場合の数を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 
場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組合

せの総数を求めること。 

■知識理解(16) 

組合せの考え方を用いて，簡

単な場合の数を求めること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

■知識利用(1) 

因数分解の公式を用いて，二

つの文字を含む多項式の因

数分解ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面

的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■知識利用(2) 

展開公式や根号を含む式の

計算公式を用いて，根号を含

む多項式の計算ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

■知識利用(3) 

展開公式や根号を含む式の

計算公式を用い，式の展開の

工夫をして根号を含む多項

式の計算ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 



 

■知識利用(4) 

与えられた文章から一次不

等式を立式し，条件を満たす

値を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｳ) 不等式の性質を基に一次不等式を解く方法を考察すること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決

に活用すること。 

■知識利用(5) 

絶対値を含む不等式を解き，

条件を満たす値を求めるこ

とができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

■知識利用(6) 

与えられた条件を満たす集

合を求め，その条件に関する

命題の真偽を判断すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

■知識利用(7) 

積の法則を用いて，条件を満

たす整数をつくることがで

きる場合の数を求めること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 
場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則などの

数え上げの原則について理解すること。 



 

■知識利用(8) 

順列の考え方を用いて，条件

を満たす男女の並び方を求

めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組

合せの総数を求めること。 

■知識利用(9) 

組合せの考え方を用いて，6

人を３つの組に分ける場合

の数を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

■知識利用(10) 

同じものを含む順列の考え

方を用いて，アルファベット

の並べ方を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

■応用力〔1〕(1) 

文字定数を含む等式に与え

られた値を代入し，根号を含

む式として計算できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面

的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

 



 

■応用力〔1〕(2) 

与えられた定数をもとに連

立一次不等式を解き，求める

値の範囲を適切に表現する

ことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決

に活用すること。 

■応用力〔1〕(3) 

与えられた定数の値の範囲

をもとに一次不等式を解き，

求める値の範囲を適切に表

現することができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

■応用力〔1〕(4) 

場合分けを行いながら連立

一次不等式を解き，条件を満

たす x の値が得られるとき

の定数の範囲を数直線等を

用いて考察し，求めることが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決

に活用すること。 

■応用力〔2〕(1)(2) 

条件に合わせて取り出す球

を特定し，順列・組合せの考

え方を用いて場合の数を求

めることができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合

の
数
と
確
率 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 



 

■応用力〔2〕(3) 

条件を満たす場合を考え，順

列・組合せの考え方を用いて

場合の数を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組

合せの総数を求めること。 

■応用力〔2〕(4) 

条件を満たすときを場合に

分けて考察し，順列・組合せ

の考え方を用いて場合の数

をもれなく求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

■数学的表現 

数学的事象において，与えら

れた状況を読み取り，条件に

あてはまる 2 次方程式の解

を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】短答式 

サンプル問題 2 問 1 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。" 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■数学的表現 

問題文で与えられた会話を

もとに，解法の方針を立て，

式の展開やなどを利用して，

無理数を 3 乗した値を求め

ることができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 

問 2 問 3 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。" 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする



 

こと。 

 (ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■数学的表現 

問題文で与えられた会話を

もとに，複数の条件から新た

な数式をつくり，思考プロセ

スを説明し課題を解決する

ことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 問 4 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

〔課題学習〕 

(1)から(4)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付

けたり発展させたりするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促し，

数学のよさを認識させ，学習意欲を含めた数学的に考える資質・能力を高め

るようにする。 



 

■数学的表現 

前設問までの思考のプロセ

スを理解し，異なる条件の 

場合にも適用させることが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 問 5 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 



 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(1) 

根号を含む式の計算公式を

用いて，分母の有理化がで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

■知識理解(2) 

不等式の性質を利用して，

簡単な一次不等式を解くこ

とができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

■知識理解(3) 

与えられた簡単な命題の真

偽を判断できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(4) 

二次関数のグラフが x 軸方

向，y 軸方向にどのように移

動したかを求めることがで

きている。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識理解(5) 

平方完成を利用して，二次

関数の最大値と最小値を求

めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 二次関数の最大値や最小値を求めること。 

■知識理解(6) 

因数分解を利用して二次不

等式の解を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解すること。

また，二次不等式の解と二次関数のグラフとの関係について理解し，二次

関数のグラフを用いて二次不等式の解を求めること。 

■知識理解(7) 

正弦定理を利用して，三角

形の辺の長さを求めること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連

付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 

■知識理解(8) 

余弦定理を利用して，三角

形の辺の長さを求めること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(9) 

三角比を利用して三角形の

面積を求めることができ

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現するとともに，定理や

公式として導くこと。 

■知識理解(10) 

分散を求めることができ

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
４
） 

デ
ー
タ
の
分
析 

数学Ⅰ 

(4) データの分析 

データの分析について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 分散，標準偏差，散布図及び相関係数の意味やその用い方を理解する

こと。 

■知識理解(11) 

ヒストグラムや箱ひげ図の

表し方を理解できている。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

(4) データの分析 

データの分析について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) コンピュータなどの情報機器を用いるなどして，データを表やグラフ

に整理したり，分散や標準偏差などの基本的な統計量を求めたりするこ

と。 

■知識理解(12) 

順列について理解し，簡単

な場合の数を求めることが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学 A  

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組

合せの総数を求めること。 

■知識理解(13) 

組合せについて理解し，簡

単な場合の数を求めること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(14) 

簡単な事象の確率を求める

ことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学 A 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，それらを用いて事

象の確率や期待値を求めること。 

■知識理解(15) 

角の二等分線と比の定理を

利用して線分の長さを求め

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

図
形
の
性
質 

数学 A 

(1) 図形の性質 

図形の性質について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 三角形に関する基本的な性質について理解すること。 

■知識理解(16) 

円の接線と弦の作る角の定

理を利用して角の大きさを

求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学 A 

(1) 図形の性質 

図形の性質について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 円に関する基本的な性質について理解すること。 

■知識利用(1) 

有理化や展開の公式を利用

して，根号を含む多項式の

計算ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ  

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識利用(2) 

与えられた条件を満たす集

合を求め，その条件に関す

る命題の真偽を判断するこ

とができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

■知識利用(3) 

文字定数を含む二次関数に

ついて，グラフの頂点の条

件から関数を決定すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識利用(4) 

商品の値上げ額を変化させ

たときの利益の最大値を求

めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 二つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に

捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や

他の事象との関係を考察したりすること。 

■知識利用(5) 

正弦定理を利用して，船の

位置を求める式を立てるこ

とができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 図形の構成要素間の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数

学的に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な

特徴や他の事象との関係を考察したりすること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識利用(6) 

余弦定理と三角形の性質を

利用して辺の長さを求める

ことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連

付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 

■知識利用(7) 

順列の考え方を利用して，

やや複雑な並び方の総数を

求めることができる 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学 A 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 事象の構造などに着目し，場合の数を求める方法を多面的に考察する

こと。 

■知識利用(8) 

和事象と積事象の違いを理

解し，事象の確率をもれな

く求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学 A 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 確率の性質や法則に着目し，確率を求める方法を多面的に考察するこ

と。 

■知識利用(9) 

接線と弦の作る角の定理を

利用して，角の大きさを求

めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

図
形
の
性
質 

数学 A 

(1) 図形の性質 

図形の性質について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 円に関する基本的な性質について理解すること。 

■知識利用(10) 

方べきの定理を利用して，

線分の長さを求めることが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■応用力〔1〕(1) 

文字定数を含む二次関数に

ついて平方完成を行い，グ

ラフの頂点を求めることが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■応用力〔1〕(2) 

二次関数のグラフが x 軸と

共有点をもつ条件を，文字

を用いて立式し，解くこと

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解すること。

また，二次不等式の解と二次関数のグラフとの関係について理解し，二次

関数のグラフを用いて二次不等式の解を求めること。 

■応用力〔1〕(3) 

二次関数の定義域内での最

大値と最小値の条件から文

字定数の値を決定すること

ができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 二次関数の式とグラフとの関係について，コンピュータなどの情報機

器を用いてグラフをかくなどして多面的に考察すること。 

■応用力〔2〕(1) 

余弦定理や三角形の面積の

公式を利用して，辺の長さ

や三角形の面積を求めるこ

とができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連

付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■応用力〔2〕(2) 

正弦定理や三角形の面積を

利用して，辺の長さや 2 つ

の三角形の面積比を求める

ことができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現するとともに，定理や

公式として導くこと。 

■知識理解(1) 

二次方程式の解と係数の関

係が理解できている。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ
な
式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について理解するこ

と。 

■知識理解(2) 

剰余の定理について理解で

きている。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｵ) 因数定理について理解し，簡単な高次方程式について因数定理などを

用いてその解を求めること。 

■知識理解(3) 

点と直線の距離の求め方を

理解することができてい

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式

を用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(4) 

不等式の表す領域について

理解できている。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 簡単な場合について，不等式の表す領域を求めたり領域を不等式で表

したりすること。 

■知識理解(5) 

三角関数を含む簡単な方程

式を解くことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
４
） 

三
角
関
数 

数学Ⅱ 

(4) 三角関数 

三角関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 三角関数の加法定理や２倍角の公式，三角関数の合成について理解す

ること。 

■知識理解(6) 

三角関数を合成することが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

■知識理解(7) 

指数関数の表すグラフにつ

いて理解できている。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

指
数
関
数
・
対
数
関
数 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識

するとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 指数関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識理解(8) 

簡単な対数の計算ができ

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識

するとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 対数の意味とその基本的な性質について理解し，簡単な対数の計算を

すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(9) 

導関数と極値について理解

できている。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
５
） 

微
分
・
積
分
の
考
え 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識する

とともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を調べ，グラフの概形を

かく方法を理解すること。 

■知識理解(10) 

関数と不定積分について理

解できている。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識する

とともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 不定積分及び定積分の意味について理解し，関数の定数倍，和及び差

の不定積分や定積分の値を求めること。 

■知識理解(11) 

等差数列の和を求めること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
列 

数学 B 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次

の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 等差数列と等比数列について理解し，それらの一般項や和を求めるこ

と。 

■知識理解(12) 

等比数列の定義を理解する

ことができでいる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

■知識理解(13) 

いろいろな数列の和を求め

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 
数学 B 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次

の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) いろいろな数列の一般項や和を求める方法について理解すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(14) 

ベクトルの内積の値を求め

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
１
） 

ベ
ク
ト
ル 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) ベクトルの内積及びその基本的な性質について理解すること。 

■知識理解(15) 

二つの垂直なベクトルと内

積の関係が理解できてい

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

■知識理解(16) 

内分点の位置ベクトルの表

し方が理解できている。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベ

クトルの成分表示について理解すること。 

■知識利用(1) 

因数定理を利用して，三次

方程式の解を求めることが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ
な
式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｵ) 因数定理について理解し，簡単な高次方程式について因数定理などを

用いてその解を求めること。 

■知識利用(2) 

与えられた条件を満たす点

の軌跡を求めることができ

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式

を用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識利用(3) 

三角関数のとり得る値の範

囲を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択 

 

（
４
） 

三
角
関
数 

数学Ⅱ 

(4) 三角関数 

三角関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 三角関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識利用(4) 

指数関数を含む方程式の解

を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

指
数
関
数
・
対
数
関
数 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識

するとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 指数関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識利用(5) 

対数を利用して，星の明る

さについての関係式を立て

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識

するとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｳ) 二つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に

捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や

他の事象との関係を考察したりすること。 

■知識利用(6) 

2 つの放物線で囲まれる図

形の面積を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
５
） 

微
分
・
積
分
の
考
え 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識する

とともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｳ) 微分と積分の関係に着目し，積分の考えを用いて直線や関数のグラフ

で囲まれた図形の面積を求める方法について考察すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識利用(7) 

公差が負である等差数列に

おいて和の最大を求めるこ

とができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
列 

数学 B 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次

の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を数学的に

表現し考察すること。 

■知識利用(8) 

数列の和の式から数列の一

般項を求めることができ

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

■知識利用(9) 

ベクトルの内積の条件など

をもとにベクトルの大きさ

を求める計算ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

ベ
ク
ト
ル 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 実数などの演算の法則と関連付けて，ベクトルの演算法則を考察する

こと。 

■知識利用(10) 

内分点の位置ベクトルの公

式を利用してやや複雑なベ

クトルを求めることができ

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベ

クトルの成分表示について理解すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■応用力〔1〕(1) 

平方完成を行い，円の中心

の座標と半径を求めること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 座標平面上の直線や円を方程式で表すこと。 

■応用力〔1〕(2) 

三角形の重心の軌跡を求め

ることができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 
数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式

を用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察すること。 

■応用力〔1〕(3) 

円上を動く点を含む三角形

の面積の最大値を求めるこ

とができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

■応用力〔2〕 

与えられた 2 次関数のグラ

フの接線の方程式を求め，

接線や放物線で囲まれた図

形の面積を求めることがで

きる。 

【設問数】4問 

【出題形式】選択式 

 

（
５
） 

微
分
・
積
分
の
考
え 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識する

とともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｳ) 微分と積分の関係に着目し，積分の考えを用いて直線や関数のグラフ

で囲まれた図形の面積を求める方法について考察すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■数学的表現 

実数解をもつような文字定

数の範囲を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】短答式 

 

（
１
） 

数
と
式 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ
な
式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について理解するこ

と。 

 

■数学的表現 

解と係数の関係を利用する

ことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

■数学的表現 

解の個数に関する条件をみ

たすときの文字定数の値の

範囲を求めることができ

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】短答式 

 

■数学的表現 

命題の真偽を判断すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 

■数学的表現 

他者の考えの方針を理解し

て，解答を記述することが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 実数の性質や等式の性質，不等式の性質などを基に，等式や不等式が

成り立つことを論理的に考察し，証明すること。 

〔課題学習〕 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

(1)から(5)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付

けたり発展させたりするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促

し，数学のよさを認識させ，学習意欲を含めた数学的に考える資質・能力

を高めるようにする。 

 



（様式４） 

 
測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し，英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 

 

【設問数】10問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 10 問 

【CEFR】A1程度 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 

① カ 書くこと 

(ｳ) 日常的な話題について，簡単な語句や文を用いて，出来事などを説明す

るまとまりのある文章を書く活動。 

 

・文レベルで英文内容を理解

し，文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】12問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 12 問 

【CEFR】A1程度 

・文レベルの英文を，正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式（整序） 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

【CEFR】A1程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 書かれた内容や文章の構成を考えながら黙読したり，その内容を表現す

るよう音読したりする活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりのある英文を

読んで，文と文のつながりや文

脈に合わせた語彙・文法を活用

することができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

【CEFR】A1程度 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 

① カ 書くこと 

(ｳ) 日常的な話題について，簡単な語句や文を用いて，出来事などを説明す

るまとまりのある文章を書く活動。 

 

・短めのまとまりの説明文や会

話文などを読んで，テーマや概

要をとらえることができる。 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

【CEFR】A1程度 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 書かれた内容や文章の構成を考えながら黙読したり，その内容を表現す

るよう音読したりする活動。 

(ｲ) 日常的な話題について，簡単な表現が用いられている広告やパンフレッ

ト，予定表，手紙，電子メール，短い文章などから，自分が必要とする情

報を読み取る活動。 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 

(ｴ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読んで，イ

ラストや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握する活動。また，

その内容に対する賛否や自分の考えを述べる活動。 

・短めのまとまりの説明文，会

話文，電子メール，パンフレッ

トなどから概要や要点を読み取

り，書き手の意図を把握した

り，必要とする情報を推測した

りすることができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

【CEFR】A1程度 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある説明文，会話

文，電子メール，物語などか

ら概要や要点に加え，必要な

細部の情報を把握することが

できる。 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

【CEFR】A1程度 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 書かれた内容や文章の構成を考えながら黙読したり，その内容を表現す

るよう音読したりする活動。 

(ｲ) 日常的な話題について，簡単な表現が用いられている広告やパンフレッ

ト，予定表，手紙，電子メール，短い文章などから，自分が必要とする情

報を読み取る活動。 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 

(ｴ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読んで，イ

ラストや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握する活動。また，

その内容に対する賛否や自分の考えを述べる活動。 

・短い会話文の内容を読み取

り，会話の流れや展開を考え

て再構築できる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

【CEFR】A1程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた図表などの情報を

正しく読み取り，英語で描写す

ることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1 問 

【CEFR】A1程度 

書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① カ 書くこと 

(ｱ) 趣味や好き嫌いなど，自分に関する基本的な情報を語句や文で書く活動。 

(ｲ) 簡単な手紙や電子メールの形で自分の近況などを伝える活動。 

(ｳ) 日常的な話題について，簡単な語句や文を用いて，出来事などを説明す

るまとまりのある文章を書く活動。 

(ｴ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内容に基

づき，自分の考えや気持ち，その理由などを書く活動。 

・与えられた状況・情報を正し

く読み取り，自分の意見を簡潔

に英語で表現することができ

る。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1 問 

【CEFR】A1程度 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて，話の

概要や要点を聞き取ることがで

きる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

【CEFR】A1程度 

聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，自然な口調で話される英語を聞いて，話し手

の意向を正確に把握する活動。 

(ｲ) 店や公共交通機関などで用いられる簡単なアナウンスなどから，自分

が必要とする情報を聞き取る活動。 

(ｳ) 友達からの招待など，身近な事柄に関する簡単なメッセージを聞い

て，その内容を把握し，適切に応答する活動。 

(ｴ) 友達や家族，学校生活などの日常的な話題や社会的な話題に関する会

話や説明などを聞いて，概要や要点を把握する活動。また，その内容を

英語で説明する活動。 

・与えられた状況・情報を正し

く聞き取り，書き手の意図を把

握したり，必要とする情報を推

測したりすることができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

【CEFR】A1程度 

・まとまりのある文章を聞い

て，概要や要点に加え，必要

な細部の情報を把握すること

ができる。 

 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 2 問 

【CEFR】A1程度 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・身近な話題に関する問いに即

座に応じて，「やり取り」するこ

とができる 

 

【設問数】4問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 4 問 
【CEFR】A1程度 
※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

 ① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 関心のある事柄について，相手からの質問に対し，その場で適

切に応答したり，関連する質問をしたりして，互いに会話を継続す

る活動。 

(ｲ) 日常的な話題について，伝えようとする内容を整理し，自分で

作成したメモなどを活用しながら相手と口頭で伝え合う活動。 

(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握し

た内容に基づき，読み取ったことや感じたこと，考えたことなどを

伝えた上で，相手からの質問に対して適切に応答したり自ら質問

し返したりする活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 関心のある事柄について，その場で考えを整理して口頭で説

明する活動。 

(ｲ) 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどをまと

め，簡単なスピーチをする活動。 

(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握し

た内容に基づき，自分で作成したメモなどを活用しながら口頭

で要約したり，自分の考えや気持ちなどを話したりする活動。 

・身近な話題に関する英文を，

発音や抑揚に注意して読みあ

げ，聞き手に伝わるように「発

表」することができる 

【設問数】1問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 1 問 
【CEFR】A1程度 
※スピーキング試験は実施せず 

・図や表について，聞き手にそ

の内容が伝わるように「発表」

することができる 

 

【設問数】1問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 1 問 
【CEFR】A1程度 
※スピーキング試験は実施せず 

・図や表に関する問いに即座に

応じて，「やり取り」することが

できる 

【設問数】1問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 1 問 
【CEFR】A1～2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

 



（様式４） 

 
測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し，英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 

 

【設問数】10問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 7 問 

【CEFR】A1程度 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 

① カ 書くこと 

(ｳ) 日常的な話題について，簡単な語句や文を用いて，出来事などを説明す

るまとまりのある文章を書く活動。 

 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

・文レベルで英文内容を理解

し，文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】12問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 9 問 

【CEFR】A1～A2 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルの英文を，正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式（整序） 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1 問 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 2 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 書かれた内容や文章の構成を考えながら黙読したり，その内容を表現す

るよう音読したりする活動。 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 

① カ 書くこと 

(ｳ) 日常的な話題について，簡単な語句や文を用いて，出来事などを説明す

るまとまりのある文章を書く活動。 

 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

・短めのまとまりのある英文を

読んで，文と文のつながりや文

脈に合わせた語彙・文法を活用

することができる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1 問 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問 

【CEFR】A1～A2 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりの説明文や会

話文などを読んで，テーマや概

要をとらえることができる。 

 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

サンプル問題 1-(1) 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

読
む
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 (ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 
・短めのまとまりの説明文，会

話文，電子メール，パンフレッ

トなどから概要や要点を読み取

り，書き手の意図を把握した

り，必要とする情報を推測した

りすることができる。 

 

 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

サンプル問題 1-(2) 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問 

【CEFR】A1～A2 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある説明文，会話

文，電子メール，物語などから

概要や要点に加え，必要な細部

の情報を把握することができ

る。 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

サンプル問題 1-(3) 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問 

【CEFR】A1～A2 程度 



（様式４） 

 

 

・短い会話文や文章の内容を読

み取り，会話や文章の流れや

展開を考えて再構築できる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

サンプル問題 1-(4) 

 

【出題数の割合】 

１年２回：義務教育範

囲 3 問 

２年１回：英語コミュ

ニケーションⅠ 3 問 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 書かれた内容や文章の構成を考えながら黙読したり，その内容を表現す

るよう音読したりする活動。 

(ｲ) 日常的な話題について，簡単な表現が用いられている広告やパンフレッ

ト，予定表，手紙，電子メール，短い文章などから，自分が必要とする情

報を読み取る活動。 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 

(ｴ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読んで，イ

ラストや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握する活動。また，そ

の内容に対する賛否や自分の考えを述べる活動。 

 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた図表などの情報を

正しく読み取り，英語で描写す

ることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，文章例が十分に示されたり，

準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明などを聞い

たり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書

いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や

感想を伝え合ったりする活動。 

・与えられた状況・情報を正し

く読み取り，自分の意見を簡潔

に英語で表現することができ

る。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

サンプル問題 2 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又は
事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて，話の

概要や要点を聞き取ることが

できる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

サンプル問題 3-(1) 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーションⅠ 

3 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

聞
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的

な語句や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や放送な

どから必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握する活動。ま

た，聞き取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的

な語句や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や説明な

どから必要な情報を聞き取り，概要や要点を把握する活動。また，

聞き取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 ・与えられた状況・情報を正し

く聞き取り，書き手の意図を把

握したり，必要とする情報を推

測したりすることができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

 

サンプル問題 3-(2) 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーションⅠ 

3 問 

【CEFR】A1～A2 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又は
事項 科目名及び内容 

・まとまりのある文章を聞い

て，概要や要点に加え，必要な

細部の情報を把握することが

できる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

 

サンプル問題 3-(3) 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーションⅠ 

2 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

・身近な話題に関する問いに

即座に応じて，「やり取り」す

ることができる 

 

【設問数】4問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 4 問 
【CEFR】A1程度 
※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

 ① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 関心のある事柄について，相手からの質問に対し，その場で適

切に応答したり，関連する質問をしたりして，互いに会話を継続す

る活動。 

(ｲ) 日常的な話題について，伝えようとする内容を整理し，自分で

作成したメモなどを活用しながら相手と口頭で伝え合う活動。 

(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した

・身近な話題に関する英文を，

発音や抑揚に注意して読みあ

げ，聞き手に伝わるように「発

表」することができる 

【設問数】1問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 1 問 
【CEFR】A1程度 
※スピーキング試験は実施せず 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又は
事項 科目名及び内容 

・図や表について，聞き手にそ

の内容が伝わるように「発表」

することができる 

 

【設問数】1問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
 
サンプル問題 4 
 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅠ 
1 問 

【CEFR】A1～2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

内容に基づき，読み取ったことや感じたこと，考えたことなどを伝

えた上で，相手からの質問に対して適切に応答したり自ら質問し返

したりする活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 関心のある事柄について，その場で考えを整理して口頭で説明

する活動。 

(ｲ) 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどをまと



（様式４） 

 

 

・図や表に関する問いに即座

に応じて，「やり取り」するこ

とができる 

【設問数】1問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅠ 
1 問 

【CEFR】A1～2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

め，簡単なスピーチをする活動。 

(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した

内容に基づき，自分で作成したメモなどを活用しながら口頭で要約

したり，自分の考えや気持ちなどを話したりする活動。 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用す

る語句や文，やり取りの具体的な進め方が十分に示される状況で，

情報や考え，気持ちなどを即興で話して伝え合う活動。また，やり

取りした内容を整理して発表したり，文章を書いたりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，やり取りの具体的

な進め方が十分に示される状況で，対話や説明などを聞いたり読ん

だりして，賛成や反対の立場から，情報や考え，気持ちなどを理由

や根拠とともに話して伝え合う活動。また，やり取りした内容を踏

まえて，自分自身の考えなどを整理して発表したり，文章を書いた

りする活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用す

る語句や文，発話例が十分に示されたり，準備のための多くの時間

が確保されたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠

とともに話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，発話例が十分に示

されたり，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対

話や説明などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを

理由や根拠とともに話して伝える活動。また，発表した内容につい

て，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 



（様式４） 

 

 

 



（様式４） 

 
測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し，英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 

 

【設問数】10問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 6 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 4 問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，書

かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新聞

記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を把



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し，文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】12問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 7 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 5 問程度 

 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたり

して伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルの英文を，正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式（整序） 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 2 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ １問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新

聞記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を

把握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いた

りして伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりのある英文を

読んで，文と文のつながりや文

脈に合わせた語彙・文法を活用

することができる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ ２問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ ２問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりの説明文や会

話文などを読んで，テーマや概

要をとらえることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ ２問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ １問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

読
む
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 (ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新

聞記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を

把握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いた

りして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，論

証文や報告文などから必要な情報を読み取り，概要や要点，詳細を把握する



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりの説明文，会

話文，電子メール，パンフレッ

トなどから概要や要点を読み取

り，書き手の意図を把握した

り，必要とする情報を推測した

りすることができる。 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ ２問程度 

英語コミュニケーシ

ョ ン Ⅱ  １ 問 程 度

【CEFR】A1～A2 程度 

 

活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたりして伝

え合う活動。 

・まとまりのある説明文，会話

文，電子メール，物語などから

概要や要点に加え，必要な細部

の情報を把握することができ

る。 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ ２問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ １問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短い文章の内容を読み取り，

文章の流れや展開を考えて再構

築できる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ ２問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ １問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 

 

 

 

 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた図表などの情報を

正しく読み取り，英語で描写す

ることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，文章例が十分に示されたり，

準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明などを聞い

たり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書

いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や

感想を伝え合ったりする活動。 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた状況・情報を正し

く読み取り，自分の意見を簡潔

に英語で表現することができ

る。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，文章例が示

されたり，準備のための一定の時間が確保されたりする状況で，説明や討論

などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠ととも

に複数の段落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合

い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又は
事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて，話の

概要や要点を聞き取ることが

できる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーションⅠ 

3 問程度 

英語コミュニケーションⅡ 

2 問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

聞
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的

な語句や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や放送な

どから必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握する活動。ま

た，聞き取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的

な語句や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や説明な

どから必要な情報を聞き取り，概要や要点を把握する活動。また，



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又は
事項 科目名及び内容 

・与えられた状況・情報を正し

く聞き取り，書き手の意図を把

握したり，必要とする情報を推

測したりすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーションⅠ 

3 問程度 

英語コミュニケーションⅡ 

2 問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

聞き取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，話される速さが調整さ

れたり，別の語句や文での言い換えを聞いたりしながら，対話やス

ピーチなどから必要な情報を聞き取り，話の展開や話し手の意図を

把握する活動。また，聞き取った内容を基に考えをまとめ，話した

り書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，話される速さが調整さ

れたり，別の語句や文での言い換えを聞いたりしながら，説明や討

論などから必要な情報を聞き取り，概要や要点，詳細を把握する活

動。また，聞き取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたり

して伝え合う活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又は
事項 科目名及び内容 

・まとまりのある文章を聞い

て，概要や要点に加え，必要な

細部の情報を把握することが

できる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーションⅠ 

３問程度 

英語コミュニケーションⅡ 

２問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

・身近な話題に関する問いに

即座に応じて，「やり取り」す

ることができる 

 

【設問数】4問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 

英語コミュニケーションⅠ 

２問程度 
英語コミュニケーションⅡ 
２問程度 
【CEFR】 
A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用す

る語句や文，やり取りの具体的な進め方が十分に示される状況で，

情報や考え，気持ちなどを即興で話して伝え合う活動。また，やり

取りした内容を整理して発表したり，文章を書いたりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，やり取りの具体的

な進め方が十分に示される状況で，対話や説明などを聞いたり読ん

だりして，賛成や反対の立場から，情報や考え，気持ちなどを理由

や根拠とともに話して伝え合う活動。また，やり取りした内容を踏

まえて，自分自身の考えなどを整理して発表したり，文章を書いた

りする活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

・身近な話題に関する英文を，

発音や抑揚に注意して読みあ

げ，聞き手に伝わるように「発

表」することができる 

【設問数】1問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅠ 
1 問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 



（様式４） 

 

 

・図や表について，聞き手にそ

の内容が伝わるように「発表」

することができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問数】1問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
 
 
 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅠ 
1 問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用す

る語句や文，発話例が十分に示されたり，準備のための多くの時間

が確保されたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠

とともに話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，発話例が十分に示

されたり，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対

話や説明などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを

理由や根拠とともに話して伝える活動。また，発表した内容につい

て，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要

に応じて，使用する語句や文，やり取りの具体的な進め方が示され

る状況で，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合う活動。

また，やり取りした内容を整理して発表したり，文章を書いたりす

る活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，や

り取りの具体的な進め方が示される状況で，説明や討論などを聞い

たり読んだりして，賛成や反対の立場から，情報や考え，気持ちな

どを理由や根拠とともに詳しく話して伝え合う活動。また，やり取

りした内容を踏まえて，自分自身の考えなどを整理して発表したり，

文章を書いたりする活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要

に応じて，使用する語句や文，発話例が示されたり，準備のための

一定の時間が確保されたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを

理由や根拠とともに詳しく話して伝える活動。また，発表した内容

について，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又は
事項 科目名及び内容 

・図や表に関する問いに即座

に応じて，「やり取り」するこ

とができる 

【設問数】1問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅡ 
1 問程度 
 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，発

話例が示されたり，準備のための一定の時間が確保されたりする状

況で，説明や討論などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持

ちなどを理由や根拠とともに詳しく話して伝える活動。また，発表

した内容について，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったり

する活動。 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート β タイプ 1 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、情報

の扱い方を理解し、適切に使う

ことができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔知識及び技能〕 

 (2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容や構成、論理展開を的確に

読み取ることができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｃ 読むこと 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方

について考えること。 
ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 

論理的な文章について、筆者の

主張やその主張の根拠をとら

えることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｃ 読むこと 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えること。 
イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方

について考えること。 
ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 

論理的な文章について、目的や

視点に応じて、複数の情報を比

較・統合したり、読み取った情

報を関連付け・組み合わせたり

するなどして文章の主題をよ

り深くとらえることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｃ 読むこと 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えること。 
イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方

について考えること。 
ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｃ 読むこと 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えること。 
イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方

について考えること。 
ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】11 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔知識及び技能〕 

(3) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ア 歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界に親

しむこと。 

イ 長く親しまれている言葉や古典の一節を引用するなどして使うこ

と。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いについて理解

すること。 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取ることができる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔知識及び技能〕 

(3) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ア 歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界に親

しむこと。 

イ 長く親しまれている言葉や古典の一節を引用するなどして使うこ

と。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いについて理解

すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出して説明すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の展

開などを考えて，文章の構成を工夫すること。 

ウ 表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど，自分の

考えが分かりやすく伝わる文章になるように工夫すること。 

エ 目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章全

体を整えること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えるこ

と。 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え

方について考えること。 

ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えるこ

と。 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え

方について考えること。 

ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、その内容を比較したう

えで、論拠を示しながら考え

を形成して説明することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の展

開などを考えて，文章の構成を工夫すること。 

ウ 表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど，自分の

考えが分かりやすく伝わる文章になるように工夫すること。 

エ 目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章全

体を整えること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えるこ

と。 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え

方について考えること。 

ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 

 



（様式 4） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、情報

の扱い方を理解し、適切に使う

ことができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

現代の国語 

〔知識及び技能〕 
(2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

ウ 推論の仕方を理解し使うこと。 
エ 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこ

と。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

構成や論理展開を的確に把握

することができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙

述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

論理的な文章について、文章の

内容を正確に把握することが

できる。また、筆者の主張やそ

の主張の根拠をとらえること

ができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙

述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、目的や

視点に応じて、複数の情報を比

較・統合したり、読み取った情

報を関連付け・組み合わせたり

するなどして文章の主題をよ

り深くとらえることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙

述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 
イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 
 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基

に的確に捉えること。 
イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内

容を解釈すること。 
ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 
エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内

容の解釈を深めること。 
 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 
ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 
エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化に

ついて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについ

て理解すること。 

  



 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につ

いて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理

解すること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容

を解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 

エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内

容の解釈を深めること。 

 



 

 

 
 
 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります。 

【設問数】14 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまり

や訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につい

て理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解す

ること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につ

いて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理

解すること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容

を解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 

エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内

容の解釈を深めること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出して説明すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、その内容を比較したう

えで、論拠を示しながら考え

を形成して説明することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 

 

 



（様式 4） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート β タイプ 2 年 2 回‐3 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、情報

の扱い方を理解し、適切に使う

ことができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

現代の国語 

〔知識及び技能〕 
(2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 
ウ 推論の仕方を理解し使うこと。 
エ 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこ

と。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

構成や論理展開を的確に把握

することができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

論理的な文章について、文章の

内容を正確に把握することが

できる。また、筆者の主張やそ

の主張の根拠をとらえること

ができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙

述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、目的や

視点に応じて、複数の情報を比

較・統合したり、読み取った情

報を関連付け・組み合わせたり

するなどして文章の主題をよ

り深くとらえることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙

述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 
イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 
 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基

に的確に捉えること。 
イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内

容を解釈すること。 
ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 
エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内

容の解釈を深めること。 
 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 
エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化に

ついて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについ

て理解すること。 

  



 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

読
む
こ
と 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深

めること。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらし

た影響について理解を深めること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えること。 

イ 文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えるこ

と。 

ウ 必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色について評価すること。 

エ 作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを

読み，その内容の解釈を深め，作品の価値について考察すること。 



 

 

 
 
 
 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

【設問数】14 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むため

に必要な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにする

こと。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解

を深めること。 
ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにも

たらした影響について理解を深めること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

読
む
こ
と 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深

めること。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらし

た影響について理解を深めること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えること。 

イ 文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えるこ

と。 

ウ 必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色について評価すること。 

エ 作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを

読み，その内容の解釈を深め，作品の価値について考察すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出して説明すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、その内容を比較したう

えで、論拠を示しながら考え

を形成して説明することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 

 

 



（様式４）  

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 1 回 

対象教科：数学  

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識利用（1） 

やや複雑な文字式の計算（乗

除）ができる。 

 

【出題形式】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A  
(1) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける
ことができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｱ) 簡単な整式の加法と減法及び単項式の乗法と除法の計算をすること。 

■知識利用（2） 

式を展開し，因数分解を行う

ことができる。 

 

【出題形式】1 問 

【出題形式】選択式 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2A  
(2) 簡単な多項式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開や因

数分解をすること。 
(a＋b)^2＝a^2＋2ab＋b^2 
(a－b)^2＝a^2－2ab＋b^2 
(a＋b)(a－b)＝a^2－b^2 
(x＋a)(x＋b)＝x^2＋(a＋b)x＋ab 

■知識利用（3） 

平方根を含む式で加減乗除

の計算ができる。 

【出題形式】1 問 

【出題形式】選択式 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 
2A (  
(1) 正の数の平方根について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける
ことができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。 



 

 
 

■知識利用（4） 

与えられた文章をもとに一

次方程式を立式し，解くこと

ができる。 

 

 

【出題形式】1 問 

【出題形式】選択式 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 
2A 
(3) 一元一次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける
ことができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 簡単な一元一次方程式を解くこと。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 一元一次方程式を具体的な場面で活用すること。 

■知識利用（5） 

与えられた文章をもとに連

立方程式を立式し，解くこと

ができる。 

【出題形式】1 問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A  
(2) 連立二元一次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付
けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｳ) 簡単な連立二元一次方程式を解くこと。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 連立二元一次方程式を具体的な場面で活用すること。 

■知識利用（6） 

与えられた文章をもとに二

次方程式を立式することが

できる。 

【出題形式】1 問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 
2A 
(3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること
ができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 二次方程式を具体的な場面で活用すること。 

■知識利用（7） 

与えられた文章をもとに一

次関数を立式することがで

きる。 

 

【出題形式】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 
2C  
(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが
できるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

■知識利用（8） 

二つの直線の交点から一次

関数を決定することができ

る。 

【出題形式】1 問 

【出題形式】選択式 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 
2C  
(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが
できるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｳ) 二元一次方程式を関数を表す式とみること。 



 

 
 

■知識利用（9） 

関数 y=ax2において xの変域

が変化するときの y の変域

を求めることができる。 

【出題形式】1 問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C  

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特

徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

■知識利用（10） 

平行な直線から相似な三角

形を見出し，線分の比を求め

ることができる。 

【出題形式】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B  

(1) 図形の相似について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確か

めること。 

(ｲ) 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめること。 

■知識利用（11） 

円周角の定理を用い，角度を

求めることができる。 

【出題形式】1 問 

【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B  

(2) 円周角と中心角の関係について，数学的活動を通して，次の事項を身に

付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用すること。 

■知識利用（12） 

図形の相似比と体積比を理

解し，図形の体積を求めるこ

とができる。 

【出題形式】1 問 

【出題形式】選択式 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B  

(1) 図形の相似について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 基本的な立体の相似の意味及び相似な図形の相似比と面積比や体積比

との関係について理解すること。 



 

 
 

■知識利用（13） 

数の書かれたカードを用い

て，条件を満たす場合の確率

を求めることができる。 

 

【出題形式】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2D 

(2) 不確定な事象の起こりやすさについて，数学的活動を通して，次の事

項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現すること。 

■知識利用（14） 

標本調査について理解し，袋

の中の玉の個数を推定する

ことができる。 

【出題形式】1 問 

【出題形式】選択式 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2D  

(1) 標本調査について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 簡単な場合について標本調査を行い，母集団の傾向を推定し判断する

こと。 

■応用力〔1〕（1） 

与えられた条件を満たすグ

ラフを表す関数を求めるこ

とができる。 

また，求めた点を通る直線を

表す関数を求めることがで

きる。 

【出題形式】2 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C  

 (1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特

徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2C  

(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴を

見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 



 

 
 

■応用力〔1〕（2） 

座標平面上における与えら

れた条件を満たす三角形の

頂点の座標を求めることが

できる。 

【出題形式】1 問 

【出題形式】選択式 

 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C 

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特

徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

(ｲ) 関数 y＝ax^2 を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

■応用力〔1〕（3） 

座標平面上における与えら

れた条件を満たす三角形の

頂点の座標を求めることが

できる。 

【出題形式】1 問 

【出題形式】選択式 

 

■応用力〔2〕（1） 

与えられた図と条件から相

似な図形を探し，その比から

線分の長さを求めることが

できる。 

【出題形式】2 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B  

 (1) 図形の相似について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめること。 

(ｳ) 相似な図形の性質を具体的な場面で活用すること。 

(3) 三平方の定理について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 三平方の定理を具体的な場面で活用すること。 

■応用力〔2〕（2） 

与えられた図に相似条件や

三平方の定理を適用し，面積

や線分の長さを求めること

ができる。 

【出題形式】2 問 

【出題形式】選択式 

 



 

 
 

■総合力（1） 

座標平面上において与えら

れた条件をもとに，関数

y=ax2 や三平方の定理の知識

を利用して座標やグラフを

表す関数を求めることがで

きる。 

【出題形式】3 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

Ｂ 

図
形 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C  

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特

徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B  

(3) 三平方の定理について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 三平方の定理を具体的な場面で活用すること。 



 

 
 

■総合力（2） 

直線上の点を文字を用いて

表し，二次方程式の解とみな

して求めることができる。 

また，平行線の性質を利用し

て図形の面積比を求めるこ

とができる。 

【出題形式】3 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

Ｂ 

図
形 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C  

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特

徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2A  

 (3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 二次方程式を具体的な場面で活用すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2B  

(1) 基本的な平面図形の性質について，数学的活動を通して，次の事項を

身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平行線や角の性質を理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線や角の性質を基にしてそ

れらを確かめ説明すること。 



 

 
 

■総合力（3） 

座標平面上において三角形

の面積比と線分の比をもと

に，点の座標を求めることが

できる。 

また，平行な直線によって分

けられる図形の面積を，座標

や線分の長さをもとに求め

ることができる。 

【出題形式】2 問 

【出題形式】選択式 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2C  

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特

徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2B  

(1) 図形の相似について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 基本的な立体の相似の意味及び相似な図形の相似比と面積比や体積比

との関係について理解すること。 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2B  

(1) 基本的な平面図形の性質について，数学的活動を通して，次の事項を身

に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平行線や角の性質を理解すること。 

 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線や角の性質を基にしてそ

れらを確かめ説明すること。 



 

 
 

■数学的表現 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，適切

な数式を表すことができる。 

【設問数】３問 

【出題形式】短答式 

 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A 

(1) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明できることを理解す

ること。 

(ｴ) 目的に応じて，簡単な式を変形すること。 

■数学的表現 

数学的事象において，条件か

ら文字を含む関係式をつく

り予想したり，それを他の条

件の場合でも成り立つかど

うかを確かめたりすること

を通して，考察の対象を明確

に捉えることができるよう

にする。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

 

 



 

 
 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識利用(1) 

因数分解の公式を用いて，二

つの文字を含む多項式の因

数分解ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(1) 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面

的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■知識利用(2) 

展開公式や根号を含む式の

計算公式を用いて，根号を含

む多項式の計算ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(2) 

■知識利用(3) 

展開公式や根号を含む式の

計算公式を用い，式の展開の

工夫をして根号を含む多項

式の計算ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(3) 

■知識利用(4) 

与えられた文章から一次不

等式を立式し，条件を満たす

値を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(4) 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｳ) 不等式の性質を基に一次不等式を解く方法を考察すること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決

に活用すること。 

■知識利用(5) 

絶対値を含む不等式を解き，

条件を満たす値を求めるこ

とができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 



 

 
 

■知識利用(6) 

与えられた条件を満たす集

合を求め，その条件に関する

命題の真偽を判断すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 
数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

■知識利用(7) 

積の法則を用いて，条件を満

たす整数をつくることがで

きる場合の数を求めること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則などの

数え上げの原則について理解すること。 

■知識利用(8) 

順列の考え方を用いて，条件

を満たす男女の並び方を求

めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 
数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組

合せの総数を求めること。 

■知識利用(9) 

組合せの考え方を用いて，6

人を３つの組に分ける場合

の数を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 



 

 
 

■知識利用(10) 

同じものを含む順列の考え

方を用いて，アルファベット

の並べ方を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

 

■応用力〔1〕(1) 

文字定数を含む等式に与え

られた値を代入し，根号を含

む式として計算できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面

的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

 

■応用力〔1〕(2) 

与えられた定数をもとに連

立一次不等式を解き，求める

値の範囲を適切に表現する

ことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 



 

 
 

■応用力〔1〕(3) 

与えられた定数の値の範囲

をもとに一次不等式を解き，

求める値の範囲を適切に表

現することができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決

に活用すること。 

■応用力〔1〕(4) 

場合分けを行いながら連立

一次不等式を解き，条件を満

たす x の値が得られるとき

の定数の範囲を数直線等を

用いて考察し，求めることが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決

に活用すること。 

■応用力〔2〕(1)(2) 

条件に合わせて取り出す球

を特定し，順列・組合せの考

え方を用いて場合の数を求

めることができる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組

合せの総数を求めること。 

■応用力〔2〕(3) 

条件を満たす場合を考え，順

列・組合せの考え方を用いて

場合の数を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 



 

 
 

■応用力〔2〕(4) 

条件を満たすときを場合に

分けて考察し，順列・組合せ

の考え方を用いて場合の数

をもれなく求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

■総合力(1) 
二つの動点の動きを把握し，

特定の時間において動点か

らつくられる図形の面積を

求めることができる。 
 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 

（
１
） 

数
と
式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 
数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をするこ

と。 
(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を求

めること。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決に

活用すること。 
(3) 二次関数 
二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 
(ｲ) 二次関数の最大値や最小値を求めること。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 二次関数の式とグラフとの関係について，コンピュータなどの情報機器

を用いてグラフをかくなどして多面的に考察すること。 

■総合力(2) 
与えられた時間の範囲にお

いて，二つの動点からつくら

れる図形の面積と時間の関

係を，一次関数や二次関数の

式で表すことができる。 

【設問数】3 問 
【出題形式】選択式 
 

■総合力(3) 
与えられた複数の条件が，動

点のつくる図形の条件を満

たしているかどうかをもれ

なく検討する。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

■総合力(4) 
導いた関数をもとに与えら

れた条件を満たす時間を求

める。さらに，連立一次不等

式を満たす数を求めること

ができる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 



 

 
 

■数学的表現 

数学的事象において，与えら

れた状況を読み取り，条件に

あてはまる 2 次方程式の解

を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】短答式 

サンプル問題 2 問 1 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。" 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■数学的表現 

問題文で与えられた会話を

もとに，解法の方針を立て，

式の展開やなどを利用して，

無理数を 3 乗した値を求め

ることができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 

問 2 問 3 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。" 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

 (ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■数学的表現 

問題文で与えられた会話を

もとに，複数の条件から新た

な数式をつくり，思考プロセ

スを説明し課題を解決する

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 問 4 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。" 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 



 

 
 

ことができる。 (ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

〔課題学習〕 

(1)から(4)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付

けたり発展させたりするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促し，

数学のよさを認識させ，学習意欲を含めた数学的に考える資質・能力を高め

るようにする。 

■数学的表現 

前設問までの思考のプロセ

スを理解し，異なる条件の 

場合にも適用させることが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 問 5 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 



 

 
 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 2 年 2 回 - 3 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識利用(1) 

有理化や展開の公式を利用

して，根号を含む多項式の計

算ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ  
(1) 数と式 
数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる
よう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面
的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■知識利用(2) 

与えられた条件を満たす集

合を求め，その条件に関する

命題の真偽を判断すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 
(1) 数と式 
数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる
よう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

■知識利用(3) 

文字定数を含む二次関数に

ついて，グラフの頂点の条件

から関数を決定することが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 
(3) 二次関数 
二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，
次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識利用(4) 

商品の値上げ額を変化させ

たときの利益の最大値を求

めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 
(3) 二次関数 
二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，
次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 二つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉

え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の

事象との関係を考察したりすること。 



 

 
 

■知識利用(5) 

正弦定理を利用して，船の位

置を求める式を立てること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 
(2) 図形と計量 
図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，
次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 図形の構成要素間の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学
的に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴
や他の事象との関係を考察したりすること。 

■知識利用(6) 

余弦定理と三角形の性質を

利用して辺の長さを求める

ことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 
(2) 図形と計量 
図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，
次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連
付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 

■知識利用(7) 

順列の考え方を利用して，や

や複雑な並び方の総数を求

めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学 A 
(2) 場合の数と確率 
場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと
もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 事象の構造などに着目し，場合の数を求める方法を多面的に考察するこ
と。 

■知識利用(8) 

和事象と積事象の違いを理

解し，事象の確率をもれなく

求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学 A 
(2) 場合の数と確率 
場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと
もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 確率の性質や法則に着目し，確率を求める方法を多面的に考察するこ
と。 

■知識利用(9) 

接線と弦の作る角の定理を

利用して，角の大きさを求め

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

図

形
の
性
質 

数学 A 

(1) 図形の性質 

図形の性質について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 



 

 
 

■知識利用(10) 

方べきの定理を利用して，線

分の長さを求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 円に関する基本的な性質について理解すること。 

■知識利用(1) 

因数定理を利用して，三次方

程式の解を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ

な
式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｵ) 因数定理について理解し，簡単な高次方程式について因数定理などを用
いてその解を求めること。 

■知識利用(2) 

与えられた条件を満たす点

の軌跡を求めることができ

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
方

程
式 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式を
用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察すること。 

■知識利用(3) 

三角関数のとり得る値の範

囲を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択 

 

（
４
） 

三
角
関

数 数学Ⅱ 

(4) 三角関数 

三角関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 三角関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識利用(4) 

指数関数を含む方程式の解

を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

指
数
関

数
・
対
数
関
数 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識す

るとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 指数関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 



 

 
 

■知識利用(5) 

対数を利用して，星の明るさ

についての関係式を立てる

ことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識す

るとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｳ) 二つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の
事象との関係を考察したりすること。 

■知識利用(6) 

二つの放物線で囲まれる図

形の面積を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
５
） 

微
分
・
積

分
の
考
え 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｳ) 微分と積分の関係に着目し，積分の考えを用いて直線や関数のグラフで
囲まれた図形の面積を求める方法について考察すること。 

■知識利用(7) 

公差が負である等差数列に

おいて和の最大を求めるこ

とができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
列 

数学 B 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次の

事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を数学的に表
現し考察すること。 

■知識利用(8) 

数列の和の式から数列の一

般項を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

■知識利用(9) 

ベクトルの内積の条件など

をもとにベクトルの大きさ

を求める計算ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

ベ
ク
ト
ル 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 実数などの演算の法則と関連付けて，ベクトルの演算法則を考察するこ

と。 



 

 
 

■知識利用(10) 

内分点の位置ベクトルの公

式を利用してやや複雑なベ

クトルを求めることができ

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベク

トルの成分表示について理解すること。 

■応用力〔1〕(1) 
余弦定理や三角形の面積の

公式を利用して，辺の長さや

三角形の面積を求めること

ができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 
（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連

付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現するとともに，定理や公
式として導くこと。 

■応用力〔1〕(2) 
正弦定理や三角形の面積を

利用して，辺の長さや 2つの

三角形の面積比を求めるこ

とができる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 

■応用力〔2〕(1) 
カードを用いる組合せの確

率を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学 A 
(2) 場合の数と確率 
場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと
もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 確率の性質や法則に着目し，確率を求める方法を多面的に考察するこ

と。 

■応用力〔2〕(2) 
カードを用いる組合せの確

率を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

■応用力〔2〕(3) 
与えられた条件を満たす組

合せの確率を求めることが

できる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 



 

 
 

■応用力〔1〕 
与えられた 2 次関数のグラ

フの接線の方程式を求め，接

線や放物線で囲まれた図形

の面積を求めることができ

る。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 
 

（
５
） 

微
分
・
積

分
の
考
え 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｳ) 微分と積分の関係に着目し，積分の考えを用いて直線や関数のグラフで
囲まれた図形の面積を求める方法について考察すること。 

■応用力〔2〕(1) 
与えられた条件から等比数

列の一般項や等差数列の公

差求めることができる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 

（
１
） 

数
列 

数学 B 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次の

事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 等差数列と等比数列について理解し，それらの一般項や和を求めるこ

と。 
■応用力〔2〕(2) 
等差数列や等比数列を組み

合わせてできる新たな数列

の和を求めることができる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 

数学 B 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次の

事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を数学的に表

現し考察すること。 
  



 

 
 

■総合力 
2 倍角の公式を利用して三

角関数を 2 次関数に変形し，

最大値や最小値を求めるこ

とができる。 

【設問数】3 問 
【出題形式】選択式 
 

（
４
） 

三
角
関
数 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 
(3) 二次関数 
二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，
次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解すること。ま

た，二次不等式の解と二次関数のグラフとの関係について理解し，二次関数

のグラフを用いて二次不等式の解を求めること。 
 
数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式を

用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察すること。 
 
数学Ⅱ 

(4) 三角関数 

三角関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 三角関数の式とグラフの関係について多面的に考察すること。 

■総合力(1) 
三角関数と x 軸に平行な直

線の共有点の個数や，それら

の和を求めることができる。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 
 

■総合力(2) 
三角関数と傾きのある直線

の共有点の個数を求めるこ

とができる。 
 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

  



 

 
 

■総合力(1) 
与えられた円の方程式の中

心の座標と半径と求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
３
） 

二
次
関
数 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ
な
式 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

数学Ⅰ 
(3) 二次関数 
二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，
次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 二次関数の最大値や最小値を求めること。 
 
数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 実数の性質や等式の性質，不等式の性質などを基に，等式や不等式が成

り立つことを論理的に考察し，証明すること。 
 
数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 座標平面上の直線や円を方程式で表すこと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式を

用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察すること。 
 

■総合力(2) 
円の半径を，a の 2 次関数と

して捉え，半径の最小値とそ

のときの a の値を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

■総合力(3) 
求めた a を含む円の方程式

を a について整理し，この円

がつねに通る点を求めるこ

とができる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 

■総合力(4)(5) 
円の通過する領域を図示し，

与えられた点を通るかを調

べることができる。またその

領域の面積を求めることが

できる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 

■総合力(6) 
領域内を動く点とその他 2
点で表される線分の大きさ

の最小値と最大値を求める

ことができる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 



 

 
 

■数学的表現 

実数解をもつような文字定

数の範囲を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】短答式 

 

（
１
） 

数
と
式 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ
な
式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について理解するこ

と。 
■数学的表現 

解と係数の関係を利用する

ことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

■数学的表現 

解の個数に関する条件をみ

たすときの文字定数の値の

範囲を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】短答式 

 

■数学的表現 

命題の真偽を判断すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 



 

 
 

■数学的表現 

他者の考えの方針を理解し

て，解答を記述することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

 

 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 実数の性質や等式の性質，不等式の性質などを基に，等式や不等式が成

り立つことを論理的に考察し，証明すること。 

〔課題学習〕 

(1)から(5)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付

けたり発展させたりするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促し，

数学のよさを認識させ，学習意欲を含めた数学的に考える資質・能力を高め

るようにする。 



 

 
 

 



（様式４） 

 
測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し，英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 

 

【設問数】10問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 10 問 

【CEFR】A1程度 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 

① カ 書くこと 

(ｳ) 日常的な話題について，簡単な語句や文を用いて，出来事などを説明す

るまとまりのある文章を書く活動。 

 

・文レベルで英文内容を理解

し，文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】12問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 12 問 

【CEFR】A1程度 

・文レベルの英文を，正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式（整序） 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

【CEFR】A1程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 書かれた内容や文章の構成を考えながら黙読したり，その内容を表現す

るよう音読したりする活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりのある英文を

読んで，文と文のつながりや文

脈に合わせた語彙・文法を活用

することができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

【CEFR】A1程度 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 

① カ 書くこと 

(ｳ) 日常的な話題について，簡単な語句や文を用いて，出来事などを説明す

るまとまりのある文章を書く活動。 

 

・短めのまとまりの説明文や会

話文などを読んで，テーマや概

要をとらえることができる。 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

【CEFR】A1程度 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 書かれた内容や文章の構成を考えながら黙読したり，その内容を表現す

るよう音読したりする活動。 

(ｲ) 日常的な話題について，簡単な表現が用いられている広告やパンフレッ

ト，予定表，手紙，電子メール，短い文章などから，自分が必要とする情

報を読み取る活動。 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 

(ｴ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読んで，イ

ラストや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握する活動。また，

その内容に対する賛否や自分の考えを述べる活動。 

・短めのまとまりの説明文，会

話文，電子メール，パンフレッ

トなどから概要や要点を読み取

り，書き手の意図を把握した

り，必要とする情報を推測した

りすることができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

【CEFR】A1程度 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある説明文，会話

文，電子メール，物語などか

ら概要や要点に加え，必要な

細部の情報を把握することが

できる。 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

【CEFR】A1程度 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 書かれた内容や文章の構成を考えながら黙読したり，その内容を表現す

るよう音読したりする活動。 

(ｲ) 日常的な話題について，簡単な表現が用いられている広告やパンフレッ

ト，予定表，手紙，電子メール，短い文章などから，自分が必要とする情

報を読み取る活動。 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 

(ｴ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読んで，イ

ラストや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握する活動。また，

その内容に対する賛否や自分の考えを述べる活動。 

・短い会話文の内容を読み取

り，会話の流れや展開を考え

て再構築できる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

【CEFR】A1程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた図表などの情報を

正しく読み取り，英語で描写す

ることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1 問 

【CEFR】A1程度 

書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① カ 書くこと 

(ｱ) 趣味や好き嫌いなど，自分に関する基本的な情報を語句や文で書く活動。 

(ｲ) 簡単な手紙や電子メールの形で自分の近況などを伝える活動。 

(ｳ) 日常的な話題について，簡単な語句や文を用いて，出来事などを説明す

るまとまりのある文章を書く活動。 

(ｴ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内容に基

づき，自分の考えや気持ち，その理由などを書く活動。 

・与えられた状況・情報を正し

く読み取り，自分の意見を簡潔

に英語で表現することができ

る。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1 問 

【CEFR】A1程度 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて，話の

概要や要点を聞き取ることがで

きる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

【CEFR】A1程度 

聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，自然な口調で話される英語を聞いて，話し手

の意向を正確に把握する活動。 

(ｲ) 店や公共交通機関などで用いられる簡単なアナウンスなどから，自分

が必要とする情報を聞き取る活動。 

(ｳ) 友達からの招待など，身近な事柄に関する簡単なメッセージを聞い

て，その内容を把握し，適切に応答する活動。 

(ｴ) 友達や家族，学校生活などの日常的な話題や社会的な話題に関する会

話や説明などを聞いて，概要や要点を把握する活動。また，その内容を

英語で説明する活動。 

・与えられた状況・情報を正し

く聞き取り，書き手の意図を把

握したり，必要とする情報を推

測したりすることができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

【CEFR】A1程度 

・まとまりのある文章を聞い

て，概要や要点に加え，必要

な細部の情報を把握すること

ができる。 

 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 2 問 

【CEFR】A1程度 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・身近な話題に関する問いに即

座に応じて，「やり取り」するこ

とができる 

 

【設問数】4問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 4 問 
【CEFR】A1程度 
※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

 ① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 関心のある事柄について，相手からの質問に対し，その場で適

切に応答したり，関連する質問をしたりして，互いに会話を継続す

る活動。 

(ｲ) 日常的な話題について，伝えようとする内容を整理し，自分で

作成したメモなどを活用しながら相手と口頭で伝え合う活動。 

(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握し

た内容に基づき，読み取ったことや感じたこと，考えたことなどを

伝えた上で，相手からの質問に対して適切に応答したり自ら質問

し返したりする活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 関心のある事柄について，その場で考えを整理して口頭で説

明する活動。 

(ｲ) 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどをまと

め，簡単なスピーチをする活動。 

(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握し

た内容に基づき，自分で作成したメモなどを活用しながら口頭

で要約したり，自分の考えや気持ちなどを話したりする活動。 

・身近な話題に関する英文を，

発音や抑揚に注意して読みあ

げ，聞き手に伝わるように「発

表」することができる 

【設問数】1問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 1 問 
【CEFR】A1程度 
※スピーキング試験は実施せず 

・図や表について，聞き手にそ

の内容が伝わるように「発表」

することができる 

 

【設問数】1問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 1 問 
【CEFR】A1程度 
※スピーキング試験は実施せず 

・図や表に関する問いに即座に

応じて，「やり取り」することが

できる 

【設問数】1問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 1 問 
【CEFR】A1～2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

 



（様式４） 

 
測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し，英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 

 

【設問数】10問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 7 問 

【CEFR】A1程度 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 

① カ 書くこと 

(ｳ) 日常的な話題について，簡単な語句や文を用いて，出来事などを説明す

るまとまりのある文章を書く活動。 

 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 

・文レベルで英文内容を理解

し，文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】12問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3 問 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 9 問 

【CEFR】A1～A2 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルの英文を，正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式（整序） 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1 問 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 2 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 書かれた内容や文章の構成を考えながら黙読したり，その内容を表現す

るよう音読したりする活動。 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 

① カ 書くこと 

(ｳ) 日常的な話題について，簡単な語句や文を用いて，出来事などを説明す

るまとまりのある文章を書く活動。 

 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

・短めのまとまりのある英文を

読んで，文と文のつながりや文

脈に合わせた語彙・文法を活用

することができる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1 問 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問 

【CEFR】A1～A2 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりの説明文や会

話文などを読んで，テーマや概

要をとらえることができる。 

 

 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

サンプル問題 1-(1) 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 4 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

読
む
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 (ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 
・短めのまとまりの説明文，会

話文，電子メール，パンフレッ

トなどから概要や要点を読み取

り，書き手の意図を把握した

り，必要とする情報を推測した

りすることができる。 

 

 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

サンプル問題 1-(2) 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問 

【CEFR】A1～A2 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある説明文，会話

文，電子メール，物語などから

概要や要点に加え，必要な細部

の情報を把握することができ

る。 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

サンプル問題 1-(3) 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

 



（様式４） 

 

 

・短い会話文や文章の内容を読

み取り，会話や文章の流れや

展開を考えて再構築できる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

サンプル問題 1-(4) 

 

【出題数の割合】 

１年２回：義務教育範

囲 3 問 

２年１回：英語コミュ

ニケーションⅠ 3 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 書かれた内容や文章の構成を考えながら黙読したり，その内容を表現す

るよう音読したりする活動。 

(ｲ) 日常的な話題について，簡単な表現が用いられている広告やパンフレッ

ト，予定表，手紙，電子メール，短い文章などから，自分が必要とする情

報を読み取る活動。 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 

(ｴ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読んで，イ

ラストや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握する活動。また，そ

の内容に対する賛否や自分の考えを述べる活動。 

 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた図表などの情報を

正しく読み取り，英語で描写す

ることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，文章例が十分に示されたり，

準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明などを聞い

たり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書

いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や

感想を伝え合ったりする活動。 

・与えられた状況・情報を正し

く読み取り，自分の意見を簡潔

に英語で表現することができ

る。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

 

サンプル問題 2 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又は
事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて，話の

概要や要点を聞き取ることが

できる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

サンプル問題 3-(1) 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーション

Ⅰ 3 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

聞
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的

な語句や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や放送な

どから必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握する活動。ま

た，聞き取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的

な語句や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や説明な

どから必要な情報を聞き取り，概要や要点を把握する活動。また，

聞き取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 ・与えられた状況・情報を正し

く聞き取り，書き手の意図を把

握したり，必要とする情報を推

測したりすることができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

サンプル問題 3-(2) 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーション

Ⅰ 3 問 

【CEFR】A1～A2 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又は
事項 科目名及び内容 

・まとまりのある文章を聞い

て，概要や要点に加え，必要な

細部の情報を把握することが

できる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

サンプル問題 3-(3) 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーション

Ⅰ 2 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

・身近な話題に関する問いに

即座に応じて，「やり取り」す

ることができる 

 

【設問数】4問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 4 問 
【CEFR】A1程度 
※スピーキング試験は実施せ

ず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

 ① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 関心のある事柄について，相手からの質問に対し，その場で適

切に応答したり，関連する質問をしたりして，互いに会話を継続

する活動。 

(ｲ) 日常的な話題について，伝えようとする内容を整理し，自分で

作成したメモなどを活用しながら相手と口頭で伝え合う活動。 

(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した

内容に基づき，読み取ったことや感じたこと，考えたことなどを

伝えた上で，相手からの質問に対して適切に応答したり自ら質問

・身近な話題に関する英文を，

発音や抑揚に注意して読みあ

げ，聞き手に伝わるように「発

表」することができる 

【設問数】1問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 1 問 
【CEFR】A1程度 
※スピーキング試験は実施せ

ず 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又は
事項 科目名及び内容 

・図や表について，聞き手にそ

の内容が伝わるように「発表」

することができる 

 

【設問数】1問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
 
サンプル問題 4 
 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーション
Ⅰ 1 問 
【CEFR】A1～2 程度 
※スピーキング試験は実施せ

ず 

し返したりする活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 関心のある事柄について，その場で考えを整理して口頭で説明

する活動。 

(ｲ) 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどをまと

め，簡単なスピーチをする活動。 

(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した

内容に基づき，自分で作成したメモなどを活用しながら口頭で要

約したり，自分の考えや気持ちなどを話したりする活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又は
事項 科目名及び内容 

・図や表に関する問いに即座

に応じて，「やり取り」するこ

とができる 

【設問数】1問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーション

Ⅰ 1 問 
【CEFR】A1～2 程度 
※スピーキング試験は実施せ

ず 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用す

る語句や文，やり取りの具体的な進め方が十分に示される状況

で，情報や考え，気持ちなどを即興で話して伝え合う活動。ま

た，やり取りした内容を整理して発表したり，文章を書いたりす

る活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，やり取りの具体的

な進め方が十分に示される状況で，対話や説明などを聞いたり読

んだりして，賛成や反対の立場から，情報や考え，気持ちなどを

理由や根拠とともに話して伝え合う活動。また，やり取りした内

容を踏まえて，自分自身の考えなどを整理して発表したり，文章

を書いたりする活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用す

る語句や文，発話例が十分に示されたり，準備のための多くの時

間が確保されたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や

根拠とともに話して伝える活動。また，発表した内容について，

質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，発話例が十分に示

されたり，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，

対話や説明などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちな

どを理由や根拠とともに話して伝える活動。また，発表した内容

について，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活

動。 



（様式４） 

 

 

 



（様式４） 

 
測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート  βタイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 
 

【設問数】10 問(程度) 
【出題形式】 

 選択式 
 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 6 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 4 問程 

【CEFR】A1～A2 程度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，書

かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新聞



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】12問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 7 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 5 問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を把

握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたり

して伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

 



（様式４） 

 

 

・文レベルの英文を，正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式（整序） 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 2 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ １問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新

聞記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を

把握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いた

りして伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりのある英文を

読んで，文と文のつながりや文

脈に合わせた語彙・文法を活用

することができる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ ２問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ ２問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりの説明文や会

話文などを読んで，テーマや概

要をとらえることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 2 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

読
む
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 (ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新

聞記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を

把握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いた

りして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，論

証文や報告文などから必要な情報を読み取り，概要や要点，詳細を把握する



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりの説明文，会

話文，電子メール，パンフレッ

トなどから概要や要点を読み取

り，書き手の意図を把握した

り，必要とする情報を推測した

りすることができる。 

 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 2 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ １問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたりして伝

え合う活動。 

・まとまりのある説明文，会話

文，電子メール，物語などから

概要や要点に加え，必要な細部

の情報を把握することができ

る。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 2 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短い文章の内容を読み取り，

文章の流れや展開を考えて再構

築できる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ ２問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ ２問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた図表などの情報を

正しく読み取り、英語で描写す

ることができる。 
 

【設問数】1問(程度) 
【出題形式】 

 記述式 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，文章例が十分に示されたり，

準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明などを聞い

たり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書

いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や

感想を伝え合ったりする活動。 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた状況・情報を正し

く読み取り、自分の意見を簡潔

に英語で表現することができ

る。 

【設問数】1問(程度) 
【出題形式】 
 記述式 

 
【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，文章例が示

されたり，準備のための一定の時間が確保されたりする状況で，説明や討論

などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠ととも

に複数の段落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合

い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて，話の

概要や要点を聞き取ることがで

きる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 2 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

聞
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句

や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や放送などから必要な

情報を聞き取り，話し手の意図を把握する活動。また，聞き取った内容を

話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句

や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や説明などから必要な

情報を聞き取り，概要や要点を把握する活動。また，聞き取った内容を話

したり書いたりして伝え合う活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，話される速さが調整されたり，

別の語句や文での言い換えを聞いたりしながら，対話やスピーチなどから

必要な情報を聞き取り，話の展開や話し手の意図を把握する活動。また，聞

き取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，話される速さが調整されたり，

別の語句や文での言い換えを聞いたりしながら，説明や討論などから必要

な情報を聞き取り，概要や要点，詳細を把握する活動。また，聞き取った内

容を基に考えをまとめ，話したり書いたりして伝え合う活動。 

 

・与えられた状況・情報を正し

く聞き取り，書き手の意図を把

握したり，必要とする情報を推

測したりすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 2 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある文章を聞い

て，概要や要点に加え，必要な

細部の情報を把握することがで

きる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ ３問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ ２問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 
  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域
又は
事項 

科目名及び内容 

・身近な話題に関する問いに即

座に応じて、「やり取り」するこ

とができる 
 

【設問数】4問(程度) 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーショ

ンⅠ ２問程度 
英語コミュニケーショ
ンⅡ ２問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施

せず 

話
す
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語

句や文，やり取りの具体的な進め方が十分に示される状況で，情報や考え，

気持ちなどを即興で話して伝え合う活動。また，やり取りした内容を整理

して発表したり，文章を書いたりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，やり取りの具体的な進め

方が十分に示される状況で，対話や説明などを聞いたり読んだりして，賛

成や反対の立場から，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに話し

て伝え合う活動。また，やり取りした内容を踏まえて，自分自身の考えな

どを整理して発表したり，文章を書いたりする活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句

や文，発話例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保された

りする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに話して伝え

る活動。また，発表した内容について，質疑応答をしたり，意見や感想を

伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，発話例が十分に示された

り，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明など

を聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに

話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応答をしたり，意

・身近な話題に関する英文を、

発音や抑揚に注意して読みあ

げ，聞き手に伝わるように「発

表」することができる 

【設問数】1問(程度) 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーショ
ンⅠ 1 問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施

せず 

・図や表について、聞き手にそ

の内容が伝わるように「発表」

することができる 

【設問数】1問(程度) 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーショ
ンⅠ 1 問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施

せず 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域
又は
事項 

科目名及び内容 

・図や表に関する問いに即座に

応じて、「やり取り」することが

できる 

【設問数】1問(程度) 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーショ
ンⅡ 1 問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施

せず 

見や感想を伝え合ったりする活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じ

て，使用する語句や文，やり取りの具体的な進め方が示される状況で，情

報や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合う活動。また，やり取りした

内容を整理して発表したり，文章を書いたりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，やり取り

の具体的な進め方が示される状況で，説明や討論などを聞いたり読んだり

して，賛成や反対の立場から，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とと

もに詳しく話して伝え合う活動。また，やり取りした内容を踏まえて，自

分自身の考えなどを整理して発表したり，文章を書いたりする活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じ

て，使用する語句や文，発話例が示されたり，準備のための一定の時間が

確保されたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに

詳しく話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応答をした

り，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，発話例が

示されたり，準備のための一定の時間が確保されたりする状況で，説明や

討論などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠

とともに詳しく話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

 
 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート θ タイプ 1 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、語彙

（類義語・対義語、同音異義語、

多義語、抽象語の使い方など）

及び言葉のきまり（口語文法な

ど）、情報の扱い方を理解し、適

切に使うことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

イ 理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，慣用 句

や四字熟語などについて理解を深め，話や文章の中で使うとともに，

和語，漢語，外来語などを使い分けることを通して，語感を磨き語彙を

豊かにすること。 

(2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容や構成、論理展開を的確に

読み取ることができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｃ 読むこと 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方

について考えること。 
ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 

論理的な文章について、筆者の

主張やその主張の根拠をとら

えることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｃ 読むこと 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えること。 
イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方

について考えること。 
ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｃ 読むこと 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えること。 
イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方

について考えること。 
ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】6問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔知識及び技能〕 

(3) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ア 歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界に親

しむこと。 

イ 長く親しまれている言葉や古典の一節を引用するなどして使うこ

と。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いについて理解

すること。 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に即

して読み取ることができる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔知識及び技能〕 

(3) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ア 歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界に親

しむこと。 

イ 長く親しまれている言葉や古典の一節を引用するなどして使うこ

と。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いについて理解

すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出して説明すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の展

開などを考えて，文章の構成を工夫すること。 

ウ 表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど，自分の

考えが分かりやすく伝わる文章になるように工夫すること。 

エ 目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章全

体を整えること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えるこ

と。 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え

方について考えること。 

ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えるこ

と。 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え

方について考えること。 

ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、その内容を比較したう

えで、論拠を示しながら考え

を形成して説明することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の展

開などを考えて，文章の構成を工夫すること。 

ウ 表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど，自分の

考えが分かりやすく伝わる文章になるように工夫すること。 

エ 目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章全

体を整えること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えるこ

と。 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え

方について考えること。 

ウ 文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価すること。 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回‐2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、語彙

（類義語・対義語、同音異義語、

多義語、抽象語の使い方など）

及び言葉のきまり（口語文法な

ど）、情報の扱い方を理解し、適

切に使うことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

現代の国語 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

エ 実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を

増すとともに，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記の仕方などを

理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かに

すること。 

(2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ウ 推論の仕方を理解し使うこと。 

エ 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこと。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容や構成、論理展開を的確に

読み取り、要旨を把握すること

ができる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

論理的な文章について、筆者の

主張やその主張の根拠をとら

えることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 
イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を

解釈すること。 
ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価すること。 
エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内容

の解釈を深めること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】6問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまり

や訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につい

て理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解す

ること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につ

いて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理

解すること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容

を解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります。 

【設問数】6問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまり

や訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につい

て理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解す

ること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につ

いて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理

解すること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容

を解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出して説明すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、その内容を比較したう

えで、論拠を示しながら考え

を形成して説明することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 

 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート θ タイプ 2 年 2 回‐3 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、語彙

（類義語・対義語、同音異義語、

多義語、抽象語の使い方など）

及び言葉のきまり（口語文法な

ど）、情報の扱い方を理解し、適

切に使うことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

現代の国語 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

エ 実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を

増すとともに，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記の仕方などを

理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かに

すること。 

(2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ウ 推論の仕方を理解し使うこと。 

エ 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこと。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容や構成、論理展開を的確に

読み取り、要旨を把握すること

ができる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

論理的な文章について、筆者の

主張やその主張の根拠をとら

えることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を

解釈すること。 
ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価すること。 
エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内容

の解釈を深めること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】6問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 
エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化に

ついて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについ

て理解すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

読
む
こ
と 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深

めること。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらし

た影響について理解を深めること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えること。 

イ 文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えるこ

と。 

ウ 必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色について評価すること。 

エ 作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを

読み，その内容の解釈を深め，作品の価値について考察すること。 

 



 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

【設問数】6問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むため

に必要な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにする

こと。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解

を深めること。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにも

たらした影響について理解を深めること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

読
む
こ
と 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深

めること。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらし

た影響について理解を深めること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えること。 

イ 文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えるこ

と。 

ウ 必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色について評価すること。 

エ 作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを

読み，その内容の解釈を深め，作品の価値について考察すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出して説明すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、その内容を比較したう

えで、論拠を示しながら考え

を形成して説明することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 

 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年 1 回  

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 
 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(1) 
正負の数を理解し，簡単な計

算ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 1 学年〕 
2Ａ 数と式 

(1) 正の数と負の数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 正の数と負の数の必要性と意味を理解すること。 

(ｲ) 正の数と負の数の四則計算をすること。 
■知識理解(2) 
与えられた文章について文

字を用いた簡単な式で表す

ことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

中学校学習指導要領 数学〔第 1 学年〕 
2A 数と式  
(2) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｴ) 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを理

解し，式を用いて表したり読み取ったりすること。 



 

 
 
 

■知識理解(3) 
展開の公式を用いて簡単な

多項式の展開ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2A 数と式 

(2) 簡単な多項式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開や因

数分解をすること。 

(a＋b)^2＝a^2＋2ab＋b^2 

(a－b)^2＝a^2－2ab＋b^2 

(a＋b)(a－b)＝a^2－b^2 

(x＋a)(x＋b)＝x^2＋(a＋b)x＋ab 
■知識理解(4) 
平方根について理解し，値を

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2A 数と式 

(1) 正の数の平方根について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。 

■知識理解(5) 
簡単な連立方程式を解くこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2 学年〕 
2A 数と式 
(2) 連立二元一次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｳ) 簡単な連立二元一次方程式を解くこと。 

Ａ 

数
と
式 



 

 
 
 

■知識理解(6) 
因数分解を利用して二次方

程式を解くことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2A 数と式  
(3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこと。 

■知識理解(7) 
平方の形に変形して二次方

程式を解くことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2A 数と式  
(3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこと。 

■知識理解(8) 
解の公式を利用して二次方

程式を解くことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2A 数と式 
(3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｳ) 解の公式を知り，それを用いて二次方程式を解くこと。 

■知識理解(9) 
比例の性質が理解できてい

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第 1 学年〕 
2Ｃ 関数  
(1) 比例，反比例について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 比例，反比例について理解すること。 



 

 
 
 

■知識理解(10) 
反比例の性質が理解できて

いる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 1 学年〕 
2Ｃ 関数  
(1) 比例，反比例について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 比例，反比例について理解すること。 

■知識理解(11) 
二つの座標を通る直線の切

片を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

中学校学習指導要領 数学〔第 2 学年〕 
2Ｃ 関数 
(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴を見

いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 
■知識理解(12) 
関数 y=ax2 のグラフについ

て理解できている。 
 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2Ｃ 関数  
(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特

徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 
■知識理解(13) 
球の体積を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第 1 学年〕 
2B 図形 

(2) 空間図形について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 扇形の弧の長さと面積，基本的な柱体や体，球の表面積と体積を求める

こと。 



 

 
 
 

■知識理解(14) 
平行線の錯角や同位角につ

いて理解し，角度を求めるこ

とができる。 
 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2 学年〕 
2B 図形  
(1) 基本的な平面図形の性質について，数学的活動を通して，次の事項を身

に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線や角の性質を基にしてそれ

らを確かめ説明すること。 
■知識理解(15) 
合同や相似な三角形となる

ための条件を理解すること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2B 図形  
(1) 図形の相似について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確か

めること。 
■知識理解(16) 
三平方の定理を用いて線分

の長さを求めることができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2B 図形 
(3) 三平方の定理について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 三平方の定理を具体的な場面で活用すること。 

■知識理解(17) 
二つのさいころの出た目の

数に関する確率を求めるこ

とができる。 
 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第 2 学年〕 
2D データの活用 

(2) 不確定な事象の起こりやすさについて，数学的活動を通して，次の事項

を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 簡単な場合について確率を求めること。 



 

 
 
 

■知識理解(18) 
三つの事象が起こる確率に

ついて比較ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2 学年〕 
2D データの活用 
(2) 不確定な事象の起こりやすさについて，数学的活動を通して，次の事項
を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現すること。 

■知識理解(19) 
箱ひげ図を読みとることが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 1 学年〕 
2D データの活用 
(1) データの分布について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ
とができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｱ) ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解すること。 

■知識理解(20) 
複数のデータの中央値を求

めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 1 学年〕 
2D データの活用 
(1) データの分布について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ
とができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解すること。 
■知識利用(1) 
やや複雑な文字式の計算(乗
除)ができる。 
 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2 学年〕 
2A 数と式  
(1) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける
ことができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｱ) 簡単な整式の加法と減法及び単項式の乗法と除法の計算をすること。 



 

 
 
 

■知識利用(2) 
式を展開し，因数分解を行う

ことができる。 
 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2A 数と式 

(2) 簡単な多項式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開や因

数分解をすること。 

(a＋b)^2＝a^2＋2ab＋b^2 

(a－b)^2＝a^2－2ab＋b^2 

(a＋b)(a－b)＝a^2－b^2 

(x＋a)(x＋b)＝x^2＋(a＋b)x＋ab 
■知識利用(3) 
平方根を含む式で加減乗除

の計算ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2A 数と式 

(1) 正の数の平方根について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。 



 

 
 
 

■知識利用(4) 
式の因数分解を用いて計算

の工夫を行い，値を求めるこ

とができる。 
 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2A 数と式 

(2) 簡単な多項式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開や因

数分解をすること。 

(a＋b)^2＝a^2＋2ab＋b^2 

(a－b)^2＝a^2－2ab＋b^2 

(a＋b)(a－b)＝a^2－b^2 

(x＋a)(x＋b)＝x^2＋(a＋b)x＋ab 
■知識利用(5) 
与えられた文章をもとに一

次方程式を立式し，解くこと

ができる。 
 
 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

中学校学習指導要領 数学〔第 1 学年〕 
2A 数と式 
(3) 一元一次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 簡単な一元一次方程式を解くこと。 

■知識利用(6) 
与えられた文章をもとに連

立方程式を立式し，解くこと

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2 学年〕 
2A 数と式  
(2) 連立二元一次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付
けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 連立二元一次方程式を具体的な場面で活用すること。 



 

 
 
 

■知識利用(7) 
与えられた文章をもとに二

次方程式を立式することが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2A 数と式 
(3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること
ができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 二次方程式を具体的な場面で活用すること。 

■知識利用(8) 
与えられた文章をもとに一

次関数を立式することがで

きる。 
 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第 2 学年〕 
2C 関数 
(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが
できるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

■知識利用(9) 
二つの直線の交点から一次

関数を決定することができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

中学校学習指導要領 数学〔第 2 学年〕 
2C 関数 
(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが
できるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｳ) 二元一次方程式を関数を表す式とみること。 

■知識利用(10) 
与えられた条件から関数

y=ax2を求め，その関数上の

異なる値を求めることがで

きる。 
 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2Ｃ 関数  
(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特

徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 



 

 
 
 

■知識利用(11) 
関数 y=ax2 において x の変

域が変化するときの y の変

域を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2Ｃ 関数  
(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特

徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 
■知識利用(1) 
平行な直線から相似な三角

形を見出し，線分の比を求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2B 図形 
(1) 図形の相似について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確か

めること。 
(ｲ) 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめること。 

■知識利用(2) 
与えられた図で円周角の定

理を用い，角度を求めること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2B 図形 
(2) 円周角と中心角の関係について，数学的活動を通して，次の事項を身に

付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用すること。 

■知識利用(3) 
回転体の体積を求めること

ができる。 
 
 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

中学校学習指導要領 数学〔第 1 学年〕 
2B 図形 
(2) 空間図形について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 扇形の弧の長さと面積，基本的な柱体や体，球の表面積と体積を求める

こと。 



 

 
 
 

■知識利用(4) 
くじを引く場合の確率を求

めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第 2 学年〕 
2D データの活用 

(2) 不確定な事象の起こりやすさについて，数学的活動を通して，次の事項

を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 簡単な場合について確率を求めること。 

■知識利用(5) 
数の書かれたカードを用い

て，条件を満たす数となる場

合の確率を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

中学校学習指導要領 数学〔第 2 学年〕 
2D データの活用 
(2) 不確定な事象の起こりやすさについて，数学的活動を通して，次の事項
を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現すること。 

■知識利用(6) 
標本調査について理解し，袋

の中の玉の個数を推定する

ことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

中学校学習指導要領 数学〔第 3 学年〕 
2D データの活用 
(1) 標本調査について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 簡単な場合について標本調査を行い，母集団の傾向を推定し判断するこ

と。 
■数学的表現 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，適切

な数式を表すことができる。 

【設問数】３問 

【出題形式】短答式 

 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2A 数と式 

(1) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 



 

 
 
 

■数学的表現 

数学的事象において，条件か

ら文字を含む関係式をつく

り予想したり，それを他の条

件の場合でも成り立つかど

うかを確かめたりすること

を通して，考察の対象を明確

に捉えることができるよう

にする。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

 

 

(ｳ) 文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明できることを理解す

ること。 

(ｴ) 目的に応じて，簡単な式を変形すること。 



 

 
 
 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回‐2 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(1) 
正負の数を理解し，簡単な計

算ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 

2Ａ 数と式 

(1) 正の数と負の数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 正の数と負の数の必要性と意味を理解すること。 

(ｲ) 正の数と負の数の四則計算をすること。 

■知識理解(2) 
展開の公式を用いて簡単な

多項式の展開ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2A 数と式 

(2) 簡単な多項式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 単項式と多項式の乗法及び多項式を単項式で割る除法の計算をするこ

と。 

(ｲ) 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開や因

数分解をすること。 

(a＋b)^2＝a^2＋2ab＋b^2 

(a－b)^2＝a^2－2ab＋b^2 

(a＋b)(a－b)＝a^2－b^2 

(x＋a)(x＋b)＝x^2＋(a＋b)x＋ab 

■知識理解(3) 
展開の公式を用いて，簡単な

式の因数分解ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
サンプル問題 1(2) 

■知識理解(4) 
平方根について理解し，値を

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
サンプル問題 1(3) 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる



 

 
 

 

■知識理解(5) 
根号を含む式の加法，減法が

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 
■知識理解(6) 
根号を含む式の計算公式を

用いて，分母の有理化ができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(7) 
不等式の性質を利用して，簡

単な一次不等式を解くこと

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

と。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

■知識理解(8) 
解の公式を利用して二次方

程式を解くことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2A 

(3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 解の公式を知り，それを用いて二次方程式を解くこと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 



 

 
 

 

■知識理解(9) 
絶対値の性質を用いて，簡単

な絶対値を含む式の計算が

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面

的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■知識理解(10) 
集合とその表し方を理解し

て，簡単な和集合や共通部分

が求められる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

■知識理解(11) 
与えられた簡単な命題の真

偽を判断できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

■知識理解(1) 
カードを用いて条件を満た

す場合の確率を求めること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2D 

(2) 不確定な事象の起こりやすさについて，数学的活動を通して，次の事項

を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 多数回の試行によって得られる確率と関連付けて，場合の数を基にし

て得られる確率の必要性と意味を理解すること。 

■知識理解(2) 
硬貨を用いて条件を満たす

場合の確率を求めることが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 



 

 
 

 

■知識理解(3) 
さいころを用いて条件を満

たす場合の確率を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

(ｲ) 簡単な場合について確率を求めること。 

■知識理解(4) 
色のついた玉を用いて条件

を満たす場合の確率を求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(5) 
和の法則を用いて，場合の数

を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則などの

数え上げの原則について理解すること。 

■知識理解(6) 
積の法則を用いて，場合の数

を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(7) 
順列の考え方と積の法則を

用いて，場合の数を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(8) 
組合せの考え方と積の法則

を用いて，場合の数を求める

ことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(1) 
展開の公式を用いて，二つの

文字を含む多項式の展開が

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 
数

と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができ



 

 
 

 

■知識利用(2) 
因数分解の公式を用いて，二

つの文字を含む多項式の因

数分解ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

るよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■知識利用(3) 
展開公式や根号を含む式の

計算公式を用いて，根号を含

む多項式の計算ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

■知識利用(4) 
展開公式を用いて，式の値を

求めることができるができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面

的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 



 

 
 

 

■知識利用(5) 
与えられた式を連立一次不

等式として解を求めること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｳ) 不等式の性質を基に一次不等式を解く方法を考察すること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決

に活用すること。 

■知識利用(6) 
絶対値を含む不等式を解き，

条件を満たす値を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(7) 
与えられた条件を満たす和

集合や補集合に含まれる数

を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

■知識利用(8) 
与えられた条件を満たす集

合を求め，その条件に関する

命題の真偽を判断すること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 



 

 
 

 

■知識利用(1) 
積の法則を用いて，条件を満

たす整数がつくられる場合

の数を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組

合せの総数を求めること。 

■知識利用(2) 
順列の考え方を用いて，条件

を満たす男女の並び方を求

めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(3) 
円順列の考え方を用いて，条

件を満たす男女の並び方を

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(4) 
組合せの考え方を用いて，平

行線によってつくられる平

行四辺形の個数を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(5) 
組合せの考え方を用いて，9

人を３つの組に分ける場合

の数を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(6) 
同じものを含む順列の考え

方を用いて，アルファベット

の並べ方を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 



 

 
 

 

■数学的表現 

数学的事象において，与えら

れた状況を読み取り，条件に

あてはまる 2 次方程式の解

を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】短答式 

サンプル問題 2 問 1 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■数学的表現 

問題文で与えられた会話を

もとに，解法の方針を立て，

式の展開やなどを利用して，

無理数を 3 乗した値を求め

ることができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 

問 2 問 3 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

 (ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 



 

 
 

 

■数学的表現 

問題文で与えられた会話を

もとに，複数の条件から新た

な数式をつくり，思考プロセ

スを説明し課題を解決する

ことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 問 4 

 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

〔課題学習〕 

(1)から(4)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付

けたり発展させたりするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促し，

数学のよさを認識させ，学習意欲を含めた数学的に考える資質・能力を高め

るようにする。 

■数学的表現 

前設問までの思考のプロセ

スを理解し，異なる条件の 

場合にも適用させることが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 問 5 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 



 

 
 

 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 



 

 
 

 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 2 年 2 回 - 3 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(1) 
根号を含む絶対値の計算が

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

■知識理解(2) 
根号を含む式の計算公式を

用いて，分母の有理化ができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

■知識理解(3) 
不等式の性質を利用して，簡

単な一次不等式が解ける。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 
■知識理解(4) 
与えられた簡単な命題の真

偽を判断できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 



 

 
 

 

■知識理解(5) 
二次関数のグラフが x 軸 y 軸
方向にどのように移動した

かを求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 
■知識理解(6) 
平方完成を利用して，二次関

数の最大値と最小値を求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 二次関数の最大値や最小値を求めること。 
■知識理解(7) 
二次関数のグラフとｘ軸の

共有点を求めることができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解すること。

また，二次不等式の解と二次関数のグラフとの関係について理解し，二次関

数のグラフを用いて二次不等式の解を求めること。 

■知識理解(8) 
因数分解を利用して二次不

等式の解を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(9) 
鈍角の余弦を求めることが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の値を用いて鈍

角の三角比の値を求める方法を理解すること。 



 

 
 

 

■知識理解(10) 
正弦定理を利用して，辺の長

さを求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連

付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 

■知識理解(11) 
余弦定理を利用して，辺の長

さを求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(12) 
三角比を利用して三角形の

面積を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現するとともに，定理や

公式として導くこと。 
■知識理解(13) 
簡単なデータから分散を求

めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
４
） 

デ
ー
タ
の
分
析 

数学Ⅰ 

(4) データの分析 

データの分析について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 分散，標準偏差，散布図及び相関係数の意味やその用い方を理解するこ

と。 
■知識理解(14) 
ヒストグラムや箱ひげ図の

表し方を理解できている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

(4) データの分析 

データの分析について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) コンピュータなどの情報機器を用いるなどして，データを表やグラフ

に整理したり，分散や標準偏差などの基本的な統計量を求めたりすること。 



 

 
 

 

■知識理解(15) 
順列について理解し，簡単な

場合の数を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学 A  

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組

合せの総数を求めること。 

■知識理解(16) 
組合せについて理解し，簡単

な場合の数を求めることが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(17) 
簡単な事象の確率を求める

ことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，それらを用いて事

象の確率や期待値を求めること。 
■知識理解(18) 
色のついた玉を用いて，条件

を満たす場合の確率を求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｵ) 条件付き確率の意味を理解し，簡単な場合について条件付き確率を求め

ること。 
■知識理解(19) 
角の二等分線と比の定理を

利用して線分の長さを求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

図
形
の
性
質 

数学 A 

(1) 図形の性質 

図形の性質について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 三角形に関する基本的な性質について理解すること。 

■知識理解(20) 
メネラウスの定理を用いて，

線分の長さの比を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 



 

 
 

 

■知識理解(21) 
円の接線と弦の作る角の定

理を利用して，角の大きさを

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 数学 A 

(1) 図形の性質 

図形の性質について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 円に関する基本的な性質について理解すること。 

■知識理解(22) 
方べきの定理を利用して，線

分の長さを求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(1) 
有理化や展開の公式を利用

して，根号を含む多項式の計

算ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ  
(1) 数と式 
数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる
よう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面
的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■知識利用(2) 
展開の公式を利用して，根号

を含む多項式の計算ができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(3) 
与えられた条件を満たす集

合を求め，その条件に関する

命題の真偽を判断すること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と

式 数学Ⅰ 
(1) 数と式 
数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる
よう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

■知識利用(4) 
文字定数を含む二次関数に

ついて，頂点の条件から関数

を決定することができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
３
） 
二
次

関
数 

数学Ⅰ 
(3) 二次関数 
二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，
次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 



 

 
 

 

■知識利用(5) 
文字を含む二次関数につい

て，定義域内の最小値の条件

から関数を決定することが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 二次関数の最大値や最小値を求めること。 
■知識利用(6) 
文字を含む二次関数につい

て，二次方程式の二つの解の

差を利用して関数を決定す

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解すること。ま

た，二次不等式の解と二次関数のグラフとの関係について理解し，二次関数

のグラフを用いて二次不等式の解を求めること。 
■知識利用(7) 
三角形の内角の和の性質と

正弦定理を利用して辺の長

さを求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連
付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 

■知識利用(8) 
余弦定理と三角形の性質を

利用して辺の長さを求める

ことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 



 

 
 

 

■知識利用(9) 
公式を利用して三角形の面

積を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現するとともに，定理や
公式として導くこと。 

■知識利用(10) 
正弦定理と三角形の性質を

利用して立体の辺の長さを

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連
付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 

■知識利用(1) 
順列の考え方を利用して，や

や複雑な並び方の総数を求

めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学 A 
(2) 場合の数と確率 
場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと
もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 事象の構造などに着目し，場合の数を求める方法を多面的に考察する
こと。 

■知識利用(2) 
同じもの含む順列の総数を

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(3) 
和事象と積事象の違いを理

解し，事象の確率をもれなく

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学 A 
(2) 場合の数と確率 
場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと
もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 確率の性質や法則に着目し，確率を求める方法を多面的に考察するこ
と。 



 

 
 

 

■知識利用(4) 
内心の性質や角の二等分線

と比の定理を用いて線分の

比を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

図
形
の
性
質 

数学 A 

(1) 図形の性質 

図形の性質について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 三角形に関する基本的な性質について理解すること。 
■知識利用(5) 
接線と弦の作る角の定理を

利用して，角の大きさを求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

数学 A 

(1) 図形の性質 

図形の性質について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 円に関する基本的な性質について理解すること。 

■知識利用(6) 
方べきの定理を利用して，線

分の長さを求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

■知識理解(1) 
簡単な分数式の計算ができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ
な
式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 多項式の除法や分数式の四則計算の方法について理解し，簡単な場合に

ついて計算をすること。 
■知識理解(2) 
二次方程式の解と係数の関

係が理解できている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について理解するこ

と。 



 

 
 

 

■知識理解(3) 
剰余の定理について理解で

きている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｵ) 因数定理について理解し，簡単な高次方程式について因数定理などを

用いてその解を求めること。 
■知識理解(4) 
公式を利用して点と直線の

距離を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式

を用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察すること。 
■知識理解(5) 
条件を満たす円の方程式を

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 座標平面上の直線や円を方程式で表すこと。 
■知識理解(6) 
不等式の表す領域について

理解できている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
２
） 

図
形
と
方
程

式 数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 簡単な場合について，不等式の表す領域を求めたり領域を不等式で表

したりすること。 



 

 
 

 

■知識理解(7) 
三角関数を含む簡単な方程

式を解くことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
４
） 

三
角
関
数 

数学Ⅱ 

(4) 三角関数 

三角関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 三角関数の加法定理や２倍角の公式，三角関数の合成について理解す

ること。 

■知識理解(8) 
加法定理を利用して値を求

めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(9) 
三角関数を合成することが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(10) 
指数関数の表すグラフにつ

いて理解できている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
３
） 

指
数
関
数
・
対
数
関
数 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識す

るとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 指数関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 
■知識理解(11) 
簡単な対数の計算ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識す

るとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 対数の意味とその基本的な性質について理解し，簡単な対数の計算を

すること。 



 

 
 

 

■知識理解(12) 
導関数と極値について理解

できている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
５
） 

微
分
・
積
分
の
考
え 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を調べ，グラフの概形をか

く方法を理解すること。 
■知識理解(13) 
関数と不定積分について理

解できている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 不定積分及び定積分の意味について理解し，関数の定数倍，和及び差の

不定積分や定積分の値を求めること。 

■知識理解(14) 
定積分の計算ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

■知識理解(15) 
等差数列の和を求めること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
列 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次の

事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 等差数列と等比数列について理解し，それらの一般項や和を求めるこ

と。 

■知識理解(16) 
等比数列の和を求めること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(17) 
いろいろな数列の和を求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学 B 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次の

事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) いろいろな数列の一般項や和を求める方法について理解すること。 

■知識理解(18) 
階差数列の特定の項を求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 



 

 
 

 

■知識理解(19) 
ベクトルの成分表示での計

算ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

ベ
ク
ト
ル 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベク

トルの成分表示について理解すること。 
■知識理解(20) 
ベクトルの内積の値を求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) ベクトルの内積及びその基本的な性質について理解すること。 

■知識理解(21) 
二つの垂直なベクトルと内

積の関係が理解できている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(22) 
内分点の位置ベクトルの表

し方が理解できている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベク

トルの成分表示について理解すること。 
■知識利用(1) 
解と係数の関係と因数分解

の公式を利用して式の値を

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ

な
式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 式の計算の方法を既に学習した数や式の計算と関連付け多面的に考察
すること。 



 

 
 

 

■知識利用(2) 
因数定理を利用して，三次方

程式の解を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｵ) 因数定理について理解し，簡単な高次方程式について因数定理などを
用いてその解を求めること。 

■知識利用(3) 
因数定理を利用して，多項式

の割り算の余りを求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(4) 
三点を通る円の方程式を求

めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 座標平面上の直線や円を方程式で表すこと。 
■知識利用(5) 
与えられた条件を満たす点

の軌跡を求めることができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式
を用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察すること。 

■知識利用(6) 
三角関数のとり得る値の範

囲を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
４
） 
三
角
関

数 数学Ⅱ 

(4) 三角関数 

三角関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 三角関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 



 

 
 

 

■知識利用(7) 
指数関数を含む方程式の解

を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
３
） 

指
数
関
数
・
対
数
関
数 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識す

るとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 指数関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識利用(8) 
対数関数を含む方程式の解

を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識す

るとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｴ) 対数関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識利用(9) 
三次関数の最大値と最小値

を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
５
） 

微
分
・
積
分
の
考
え 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を調べ，グラフの概形をか
く方法を理解すること。 

■知識利用(10) 
2 つの放物線で囲まれた図

形の面積を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｳ) 微分と積分の関係に着目し，積分の考えを用いて直線や関数のグラフ
で囲まれた図形の面積を求める方法について考察すること。 

■知識利用(1) 
公差が負である等差数列に

おいて和の最大を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数

列 数学 B 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次の

事項を身に付けることができるよう指導する。 



 

 
 

 

■知識利用(2) 
数列の和の式から数列の一

般項を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を数学的に
表現し考察すること。 

■知識利用(3) 
Σを利用してさまざまな数

列の和を求めることができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(4) 
ベクトルの内積の条件など

をもとにベクトルの大きさ

を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

ベ
ク
ト
ル 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 実数などの演算の法則と関連付けて，ベクトルの演算法則を考察する

こと。 

■知識利用(5) 
ベクトルの垂直条件をもと

にベクトルの成分を決定で

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(6) 
内分点の位置ベクトルの公

式を利用してやや複雑なベ

クトルを求めることができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベク

トルの成分表示について理解すること。 
  



 

 
 

 

■数学的表現 

実数解をもつような文字定

数の範囲を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】短答式 

 

（
１
） 

数
と
式 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ
な
式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について理解するこ

と。 

■数学的表現 

解と係数の関係を利用する

ことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

ア 三角比 

(ウ) 正弦定理・余弦定理 

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の

長さや角の大きさを求めること。 

■数学的表現 

解の個数に関する条件をみ

たすときの文字定数の値の

範囲を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】短答式 

 

数学Ⅰ 

ア 三角比 

(ウ) 正弦定理・余弦定理 

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の長さや
角の大きさを求めること。 

■数学的表現 

命題の真偽を判断すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 



 

 
 

 

■数学的表現 

他者の考えの方針を理解し

て，解答を記述することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

 

 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 実数の性質や等式の性質，不等式の性質などを基に，等式や不等式が成

り立つことを論理的に考察し，証明すること。 

〔課題学習〕 

(1)から(5)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付

けたり発展させたりするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促し，

数学のよさを認識させ，学習意欲を含めた数学的に考える資質・能力を高め

るようにする。 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年 1 回-1 年 2 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

【設問数】8 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
１年１回 
義務教育範囲 8 問 

１年２回  
義務教育範囲 3 問 
英語コミュニケー

ションⅠ 5 問 
【CEFR】A1 程度 

 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｴ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読んで，イ

ラストや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握する活動。また，

その内容に対する賛否や自分の考えを述べる活動。 
① カ 書くこと 

(ｳ) 日常的な話題について，簡単な語句や文を用いて，出来事などを説明す

るまとまりのある文章を書く活動。 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子

メールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把

握する活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】9 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
１年１回 
義務教育範囲 9 問 

１年２回 
義務教育範囲 3 問 
英語コミュニケー

ションⅠ 6 問 
【CEFR】A1 程度 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルの英文を、正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問数】3~7 問（程

度） 
【出題形式】 
 選択式（整序） 
【出題数の割合】 
１年１回  
義務教育範囲 7 問 

１年２回 
義務教育範囲 1 問 
英語コミュニケー

ションⅠ 2 問 
【CEFR】A1 程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 
① カ 書くこと 
(ｱ) 趣味や好き嫌いなど，自分に関する基本的な情報を語句や文で書く活

動。 
 
英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 
① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある会話や手紙、

物語などを読んで、テーマや

概要をとらえることができ

る。 

 

【設問数】2 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
サンプル問題１ 

 
【出題数の割合】 
１年１回 
義務教育範囲 2 問 

１年２回 
義務教育範囲 １問 
英語コミュニケー

ションⅠ １問 
【CEFR】A1 程度 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｲ) 日常的な話題について，簡単な表現が用いられている広告やパンフレッ

ト，予定表，手紙，電子メール，短い文章などから，自分が必要とする情

報を読み取る活動。 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 
(ｴ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読んで，イ

ラストや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握する活動。また，

その内容に対する賛否や自分の考えを述べる活動。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれて

いる文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電

子メールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を

把握する活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活

動。 
 (ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

・まとまりのある説明文，会話

文，電子メール，物語などか

ら概要や要点に加え，必要な

細部の情報を把握することが

できる。 

 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

１年１回 
義務教育範囲 2 問 

１年２回 
義務教育範囲 １問 
英語コミュニケー

ションⅠ １問 
【CEFR】A1程度 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた図表などの情報を

正しく読み取り、英語で描写す

ることができる。 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 記述式 
サンプル問題２ 

 

【出題数の割合】 
１年１回：義務教育範

囲 １問 
１年２回：英語コミュ

ニケーションⅠ 1 問 
【CEFR】A1 程度 

書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① カ 書くこと 
(ｱ) 趣味や好き嫌いなど，自分に関する基本的な情報を語句や文で書く活

動。 
(ｲ) 簡単な手紙や電子メールの形で自分の近況などを伝える活動。 
(ｳ) 日常的な話題について，簡単な語句や文を用いて，出来事などを説明す

るまとまりのある文章を書く活動。 
(ｴ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内容に基

づき，自分の考えや気持ち，その理由などを書く活動。 
 
英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたり

する状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて

伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感

想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，文章例が十分に示されたり，

準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明などを聞

いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落

を書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，

意見や感想を伝え合ったりする活動。 

・与えられた状況・情報を正し

く読み取り、自分の意見を簡潔

に英語で表現することができ

る。 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 記述式 
 
【出題数の割合】 
１年１回：義務教育範

囲 １問 
１年２回：英語コミュ

ニケーションⅠ 1 問 
【CEFR】A1 程度 



（様式４） 

 
 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて、その

場面や状況、内容を聞き取るこ

とができる。 

 

【設問数】5 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
※リスニング 

サンプル問題３ 
 
【出題数の割合】 
１年１回：義務教育範

囲 5 問 
１年２回：義務教育範

囲 3 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 2 問 
 
【CEFR】A1 程度 

聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，自然な口調で話される英語を聞いて，話し

手の意向を正確に把握する活動。 

(ｲ) 店や公共交通機関などで用いられる簡単なアナウンスなどから，自

分が必要とする情報を聞き取る活動。 

(ｳ) 友達からの招待など，身近な事柄に関する簡単なメッセージを聞い

て，その内容を把握し，適切に応答する活動。 

(ｴ) 友達や家族，学校生活などの日常的な話題や社会的な話題に関する

会話や説明などを聞いて，概要や要点を把握する活動。また，その内容

を英語で説明する活動。 

 

  



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・身近な話題に関する問いに即

座に応じて、「やり取り」するこ

とができる 
 

【設問数】4 問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 4 問 
【CEFR】A1 程度 
※スピーキング試験は実

施せず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① エ 話すこと［やり取り］ 
(ｱ) 関心のある事柄について，相手からの質問に対し，その場で適切に応

答したり，関連する質問をしたりして，互いに会話を継続する活動。 
(ｲ) 日常的な話題について，伝えようとする内容を整理し，自分で作成し

たメモなどを活用しながら相手と口頭で伝え合う活動。 
(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内容に

基づき，読み取ったことや感じたこと，考えたことなどを伝えた上で，

相手からの質問に対して適切に応答したり自ら質問し返したりする活

動。 
① オ 話すこと［発表］ 
(ｱ) 関心のある事柄について，その場で考えを整理して口頭で説明する活

動。 
(ｲ) 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどをまとめ，簡

単なスピーチをする活動。 
(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内容に

基づき，自分で作成したメモなどを活用しながら口頭で要約したり，自

・身近な話題に関する英文を、

発音や抑揚に注意して読みあ

げ，聞き手に伝わるように「発

表」することができる 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 1 問 
【CEFR】A1 程度 
※スピーキング試験は実

施せず 

・図や表について、聞き手にそ

の内容が伝わるように「発表」

することができる 

 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
サンプル問題 4 
【出題数の割合】 
１年１回：義務教育範

囲 1 問 
１年２回：英語コミュ
ニケーションⅠ 1 問 
【CEFR レベル】A1 程

度 
※スピーキング試験は実

施せず 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・図や表に関する問いに即座に

応じて、「やり取り」することが

できる 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
１年１回：義務教育範
囲 1 問 

１年２回：英語コミュ
ニケーションⅠ 1 問 
【CEFR】A1 程度 
※スピーキング試験は実

施せず 

分の考えや気持ちなどを話したりする活動。 
 
英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語

句や文，やり取りの具体的な進め方が十分に示される状況で，情報や考

え，気持ちなどを即興で話して伝え合う活動。また，やり取りした内容

を整理して発表したり，文章を書いたりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，やり取りの具体的な進め

方が十分に示される状況で，対話や説明などを聞いたり読んだりして，賛

成や反対の立場から，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに話し

て伝え合う活動。また，やり取りした内容を踏まえて，自分自身の考えな

どを整理して発表したり，文章を書いたりする活動。 
① オ 話すこと［発表］ 
(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句

や文，発話例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保された

りする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに話して伝え

る活動。また，発表した内容について，質疑応答をしたり，意見や感想を

伝え合ったりする活動。 
(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，発話例が十分に示された

り，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明な

どを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とと

もに話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応答をした

り，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 2 年１回-2 年 2 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 
 

【設問数】8 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
２年１回 
義務教育範囲２問 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ ６問 
２年２回 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ ６問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ ２問 
【CEFR】A1 程度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｴ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読んで，イ

ラストや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握する活動。また，そ

の内容に対する賛否や自分の考えを述べる活動。 
① カ 書くこと 

(ｳ) 日常的な話題について，簡単な語句や文を用いて，出来事などを説明す

るまとまりのある文章を書く活動。 

 
英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】9 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
２年１回 
義務教育範囲 3 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 6 問 
２年２回 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 6 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 4 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 
① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 
 
英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，書

かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新聞

記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を把

握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたり

して伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

 



（様式４） 

 

 

・文レベルの英文を、正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式（整序） 
【出題数の割合】 
２年１回 
義務教育範囲 1 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 2 問 
２年２回 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 2 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問 

【CEFR】A1~A2 程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｴ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読んで，イ

ラストや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握する活動。また，そ

の内容に対する賛否や自分の考えを述べる活動。 
① カ 書くこと 
(ｱ) 趣味や好き嫌いなど，自分に関する基本的な情報を語句や文で書く活

動。 
 
 
英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 
① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

 
英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新

聞記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を

把握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いた

りして伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりのある英文を

読んで，文と文のつながりや文

脈に合わせた語彙・文法を活用

することができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

２年１回 
義務教育範囲 1 問 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 
２年２回 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問 
【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｲ) 日常的な話題について，簡単な表現が用いられている広告やパンフレッ

ト，予定表，手紙，電子メール，短い文章などから，自分が必要とする情

報を読み取る活動。 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッセイ，

物語などを読んで概要を把握する活動。 
(ｴ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読んで，イ

ラストや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握する活動。また，

その内容に対する賛否や自分の考えを述べる活動。 

 
英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれて

いる文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電

子メールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を

把握する活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活

動。 
 (ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある会話や、文章

の説明や物語などを読んで、

テーマや概要をとらえること

ができる。 

 

【設問数】２問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
２年１回 
義務教育範囲 1 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 
２年２回 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

 
英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，書

かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新聞

記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を把

握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたり

して伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，論

証文や報告文などから必要な情報を読み取り，概要や要点，詳細を把握する

活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたりして伝

え合う活動。 
・まとまりのある説明文，会話

文，電子メール，物語などか

ら概要や要点に加え，必要な

細部の情報を把握することが

できる。 

 

【設問数】２問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

２年１回 
義務教育範囲 1 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 
２年２回 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問 
【CEFR】A1～A2 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた図表などの情報を

正しく読み取り、英語で描写す

ることができる。 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 記述式 
 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたり

する状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて

伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感

想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，文章例が十分に示されたり，

準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明などを聞い

たり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書

いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や

感想を伝え合ったりする活動。 

・与えられた状況・情報を正し

く読み取り、自分の意見を簡潔

に英語で表現することができ

る。 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 記述式 
 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 
【CEFR】A1～A2 程

度 
 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて、その

場面や状況、内容を聞き取るこ

とができる。 

 

【設問数】5 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
※リスニング 
 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 5 問 

【CEFR】A1～A2 程

度 

聞
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句

や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や放送などから必要

な情報を聞き取り，話し手の意図を把握する活動。また，聞き取った内

容を話したり書いたりして伝え合う活動。 
(ｲ) 社会的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句

や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や説明などから必要

な情報を聞き取り，概要や要点を把握する活動。また，聞き取った内容

を話したり書いたりして伝え合う活動。 
  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・身近な話題に関する問いに即

座に応じて、「やり取り」するこ

とができる 
 

【設問数】4 問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 4 問 
【CEFR】A1 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① エ 話すこと［やり取り］ 
(ｱ) 関心のある事柄について，相手からの質問に対し，その場で適切

に応答したり，関連する質問をしたりして，互いに会話を継続する

活動。 
(ｲ) 日常的な話題について，伝えようとする内容を整理し，自分で作

成したメモなどを活用しながら相手と口頭で伝え合う活動。 
(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内

容に基づき，読み取ったことや感じたこと，考えたことなどを伝え

た上で，相手からの質問に対して適切に応答したり自ら質問し返し

たりする活動。 
① オ 話すこと［発表］ 
(ｱ) 関心のある事柄について，その場で考えを整理して口頭で説明す

る活動。 
(ｲ) 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどをまと

め，簡単なスピーチをする活動。 
(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内

容に基づき，自分で作成したメモなどを活用しながら口頭で要約し

たり，自分の考えや気持ちなどを話したりする活動。 
 
 

・身近な話題に関する英文を、

発音や抑揚に注意して読みあ

げ，聞き手に伝わるように「発

表」することができる 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 1 問 
【CEFR】A1 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

・図や表について、聞き手にそ

の内容が伝わるように「発表」

することができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅠ 
１問 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・図や表に関する問いに即座に

応じて、「やり取り」することが

できる 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅠ 
１問 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用す

る語句や文，やり取りの具体的な進め方が十分に示される状況で，

情報や考え，気持ちなどを即興で話して伝え合う活動。また，やり

取りした内容を整理して発表したり，文章を書いたりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，やり取りの具体的な

進め方が十分に示される状況で，対話や説明などを聞いたり読んだり

して，賛成や反対の立場から，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠

とともに話して伝え合う活動。また，やり取りした内容を踏まえて，

自分自身の考えなどを整理して発表したり，文章を書いたりする活

動。 
① オ 話すこと［発表］ 
(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する

語句や文，発話例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確

保されたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠ととも

に話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応答をした

り，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，発話例が十分に示さ

れたり，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話

や説明などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理

由や根拠とともに話して伝える活動。また，発表した内容について，

質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 
 

【設問数】8 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ ６問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ ２問 
【CEFR】A1 程度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 
① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】9 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 6 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 4 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

 
英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，書

かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新聞

記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を把

握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたり

して伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

 



（様式４） 

 

 

・文レベルの英文を、正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式（整序） 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 2 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問 

【CEFR】A1~A2 程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 
① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

 
英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新

聞記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を

把握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いた

りして伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりのある英文を

読んで，文と文のつながりや文

脈に合わせた語彙・文法を活用

することができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問 
【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読
む
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれて

いる文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電

子メールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を

把握する活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活

動。 
 (ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。  
 
英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，書

かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新聞

記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を把



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある会話や、文章

の説明や物語などを読んで、

テーマや概要をとらえること

ができる。 

 

【設問数】２問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたり

して伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，論

証文や報告文などから必要な情報を読み取り，概要や要点，詳細を把握する

活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたりして伝

え合う活動。 

・まとまりのある説明文，会話

文，電子メール，物語などか

ら概要や要点に加え，必要な

細部の情報を把握することが

できる。 

 

【設問数】２問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問 
【CEFR】A1～A2 程度 

・与えられた図表などの情報を

正しく読み取り、英語で描写す

ることができる。 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 記述式 
 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたり

する状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて

伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた状況・情報を正し

く読み取り、自分の意見を簡潔

に英語で表現することができ

る。 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 記述式 
 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問程度 

 
【CEFR】A1～A2 程

度 
 

想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，文章例が十分に示されたり，

準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明などを聞い

たり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書

いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や

感想を伝え合ったりする活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① カ 書くこと 
(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，文章例が示さ

れたり，準備のための一定の時間が確保されたりする状況で，説明や討論な

どを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに

複数の段落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，

質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて、その

場面や状況、内容を聞き取るこ

とができる。 

 

【設問数】5 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
※リスニング 
 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 2 問 

【CEFR】A1～A2 程

度 

聞
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句

や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や放送などから必要

な情報を聞き取り，話し手の意図を把握する活動。また，聞き取った内

容を話したり書いたりして伝え合う活動。 
(ｲ) 社会的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句

や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や説明などから必要

な情報を聞き取り，概要や要点を把握する活動。また，聞き取った内容

を話したり書いたりして伝え合う活動。 
  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・身近な話題に関する問いに即

座に応じて、「やり取り」するこ

とができる 
 

【設問数】4 問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅠ 

２問程度 
英語コミュニケーションⅡ 
２問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用す

る語句や文，やり取りの具体的な進め方が十分に示される状況で，

情報や考え，気持ちなどを即興で話して伝え合う活動。また，やり

取りした内容を整理して発表したり，文章を書いたりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，やり取りの具体的な

進め方が十分に示される状況で，対話や説明などを聞いたり読んだり

して，賛成や反対の立場から，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠

とともに話して伝え合う活動。また，やり取りした内容を踏まえて，

自分自身の考えなどを整理して発表したり，文章を書いたりする活

動。 

・身近な話題に関する英文を、

発音や抑揚に注意して読みあ

げ，聞き手に伝わるように「発

表」することができる 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅠ 
1 問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・図や表について、聞き手にそ

の内容が伝わるように「発表」

することができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅠ 
1 問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

① オ 話すこと［発表］ 
(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する

語句や文，発話例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確

保されたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠ととも

に話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応答をした

り，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，発話例が十分に示さ

れたり，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話

や説明などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理

由や根拠とともに話して伝える活動。また，発表した内容について，

質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
 
英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・図や表に関する問いに即座に

応じて、「やり取り」することが

できる 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅡ 
1 問程度 
 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に

応じて，使用する語句や文，やり取りの具体的な進め方が示される状

況で，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合う活動。また，

やり取りした内容を整理して発表したり，文章を書いたりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，やり

取りの具体的な進め方が示される状況で，説明や討論などを聞いたり

読んだりして，賛成や反対の立場から，情報や考え，気持ちなどを理

由や根拠とともに詳しく話して伝え合う活動。また，やり取りした内

容を踏まえて，自分自身の考えなどを整理して発表したり，文章を書

いたりする活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に

応じて，使用する語句や文，発話例が示されたり，準備のための一定

の時間が確保されたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や

根拠とともに詳しく話して伝える活動。また，発表した内容について，

質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，発話

例が示されたり，準備のための一定の時間が確保されたりする状況

で，説明や討論などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ち

などを理由や根拠とともに詳しく話して伝える活動。また，発表し

た内容について，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりす

る活動。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回‐2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 1 

 

出題科目 言語文化 

出題の 

ポイント 

古典の文章（古文）について、描かれている人物、情景、心情及び展開、主題・

要旨などを表現に即して読み取ることができる力を測定する。 

主として問う能力  
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 
問四  〇 
問五  〇 

 
 

出題形式  
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問一 ○   
問二 ○   
問三 ○   
問四 ○   
問五 ○   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル問題 ■設問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

解答例 問一 ４ 

問二 ２ 

問三 ４ 

問四 １ 

問五 ３ 



（参考）学習指導要領

の関連項目 

言語文化 

〔知識及び技能〕 
(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 
ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまりや訓読

のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 
エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解

を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解すること。 
 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に

捉えること。 
イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈

すること。 
ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価すること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回‐2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 2 

出 題 科

目 

現代の国語 

出題の 

ポイント 

複数のテキストの内容を読み取り、その内容を比較したうえで、論拠を示しながら考えを形

成して説明することができる。 
主として

問う能力 

 
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 

 

出 題 形

式 

 
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問一 〇   
問二   〇 
問三   〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル

問題 

■設問 

 

 



 

 

 



 

 



 

 

 

 



 
 

 

 

 

 



解答例 問一 ４ 

問二 （例）具体的な通学路は校則に書いていないから。（20 字） 

問三 （例）安全のため、工事の終了までの間、住宅街を通る道を通学路として認めてほしい。生

徒会でも生徒に通学マナーの向上を呼びかける。（60 字） 
（ 参 考 ）

学 習 指

導 要 領

の 関 連

項目 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 書くこと 
(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度などを考えて，文章の

構成や展開を工夫すること。 
ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに，

文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を工夫すること。 
 

Ｃ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え，

要旨や要点を把握すること。 
イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係付けながら，内容や

書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の展開などについて評価したりするとと

もに，自分の考えを深めること。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1年 2回-2年 1回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ  

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

定理・公式や数学的性質などの知識・技能の理解を測定する。 

主 と し て

問う能力 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
（1） ○  
（2） ○  
（3） ○  
（4） ○  

 

出題形式  
番号 選択式 短答式 記述式 
（1） ○   
（2） ○   
（3） ○   
（4） ○   

 

サンプル

問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



解答例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

（1），（2） 
数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 (ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の

理解を深めること。 

（3），（4） 
数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をすること。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1年 2回-2年 1回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

日常的な事象において，複数の条件から新たな数式をつくり，思考プロセスを説明し課題を解

決する力を測定する。 
主 と し て

問う能力 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問１  ○ 
問２  ○ 
問３  ○ 
問４  ○ 
問５  ○ 

 

出題形式  
番号 選択式 短答式 記述式 
問１  ○  
問２  ○  
問３  ○  
問４   ○ 
問５  ○  

 

サンプル

問題 

 

 



 

 

解答例 

 

 



 
（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。" 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をすること。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面的に捉えたり目

的に応じて適切に変形したりすること。 

〔課題学習〕 

(1)から(4)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付けたり発展させた

りするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促し，数学のよさを認識させ，学習意欲を

含めた数学的に考える資質・能力を高めるようにする。 
 



(様式 5)         

 
サンプル問題について 

 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1年 2回-2年 1回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 英語コミュニケーションⅠ 

出題の 

ポイント 

ある程度の長さの説明文，会話文，電子メール，パンフレットなどを読み，そのポイントが

理解できているか，要旨をまとめることができるかを測定する。 

主として

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

(1)  〇 
(2)  〇 
(3)  〇 
(4)  〇 

 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

(1) 〇   
(2) 〇   
(3) 〇   
(4) 〇   

          
 

主として
問う技能
( 英 語 の
み) 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

(1)  〇   
(2)  〇   
(3)  〇   
(4)  〇   

 

サンプル

問題 

 

(1)  次の文章を読んで，あとの問いに答えよ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



 
(2) 次の文章を読んで，あとの問いに答えよ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
(3) 次の文章を読んで，あとの問いに答えよ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 
(4) 次の A～D は並べかえると二人の交互の会話になる。以下の①～⑥のうちから正しい並

べ方を一つ選べ。 

 
A: I called you several times this morning. 
B: That’s OK. What time do we have to meet tomorrow morning? 
C: The meeting time is at eight. Don’t be late. 
D: Sorry, I was watching TV. 
 
① A→B→D→C     ② A→C→B→D     ③ A→D→B→C 
④ C→A→B→D     ⑤ C→B→A→D     ⑥ C→D→A→B 
 

解答例 (1) 1 

(2) 1 

(3) 2 

(4) 3 

文章の概要・要点を把握できているか，書き手の意図を読み取れているか，文章の詳細や展

開を把握できているかがポイント。 
(参考)学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれている文章の背景に

関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メールやパンフレットなどから必

要な情報を読み取り，書き手の意図を把握する活動。また，読み取った内容を話したり書い

たりして伝え合う活動。 

 (ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれている文章の背景

に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文や論証文などから必要な情報

を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝

え合う活動。 

 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1年 2回-2年 1回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

 

出題科目 英語コミュニケーションⅠ 

出題の 

ポイント 

立場を明確にして，英語で自分の意見を理由とともに述べることができるかを測定する。 

主として

問う能力  

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

―  〇 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

―   〇 
          

 
主として
問う技能
( 英 語 の
み) 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

―    〇 
 

サンプル

問題 

あなたは映画を映画館で見るのと家で見るのでは，どちらが好きですか。理由とともに 20語

程度の英語で答えなさい。 

解答例 ・ I go to the movie theater rather than watch movies at home because the screen is wider 

and the sound system is better.(23 words) 

・ I prefer watching movies at home to going to the theater because I can watch movies 

whenever I want to.(20 words) 

自分の意見を立案し，意見と理由の整合性も考えて書くことがポイント。 

(参考)学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や文，文章例が十

分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，情報や考え，気持ち

などを理由や根拠とともに段落を書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1年 2回-2年 1回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：3 

 

出題科目 英語コミュニケーションⅠ 

出題の 

ポイント 

英文を聞いて状況を理解し，会話文または説明文の流れを把握できるかを測定する。 

主として

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

(1) 〇  
(2) 〇  
(3) 〇  

 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

(1) 〇   
(2) 〇   
(3) 〇   

          
主として
問う技能
( 英 語 の
み) 
 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

(1) 〇    
(2) 〇    
(3) 〇    

 

サンプル

問題 

それぞれの問いについて英文を聞き，答えとして最も適当なものを，下の①～④のうちから

一つずつ選べ。なお，英文は一回ずつ読まれる。 

(1) Where is the speaker now ?  

  

(2) How does the speaker feel about the culture of bookstores in Japan? 
① Happy  ② Sad  ③ Shocked  ④ Angry  
 
(3) What time should you be at the circus? 
①3:45 p.m.  ②3:50 p.m.  ③4:00 p.m.  ④4:15 p.m.  
 



【放送文】 

(1) This hotel is huge !  I just want to go back to my room but I’ve got lost. From reception, 
I went straight with the tennis court on my left. I saw a pond and turned right. Now I can 
see a garden on my left. 
(2) When I travel abroad, I wonder why some cities have no large bookstores. Even in big 
cities, like London or New York, it is difficult to find big ones. There may be a few small 
ones, but they don’t have a lot of books.  

It’s great that there are always large bookstores in Japan, and it shows that Japanese 
people understand the importance of books. I like Japan’s bookstore culture. Japanese 
people can get a lot of books anywhere. 
(3) Here is your ticket for the circus. All the information you need is written here, but just 
to remind you, the show starts at 4 p.m. I recommend coming 15 minutes before that as 
it gets crowded. Your seat is 17A and you enter at gate B. 

解答例 (1)  ④     (2)   ①    (3)   ① 

必要な情報を正確に聞き取ることがポイント。 

(参考)学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句や文での言い換え

を十分に聞いたりしながら，対話や放送などから必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把

握する活動。また，聞き取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句や文での言い換え

を十分に聞いたりしながら，対話や説明などから必要な情報を聞き取り，概要や要点を把握

する活動。また，聞き取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 
  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1年 2回-2年 1回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：4 

 

出題科目 英語コミュニケーションⅠ 

出題の 

ポイント 

身近なテーマで，第三者について扱った図や表に関して，聞き手にその内容が伝わるように

「発表」することができるかを測定する。 

主として

問う能力  

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

―  〇 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

―   〇 
          

主として
問う技能
( 英 語 の
み) 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

―   〇  
 

サンプル

問題 

（下記の問題は，「話すこと」（発表）に関する問題サンプルです。実際には，受検する生徒

の学力レベルや実施時期に考慮した内容・難易度での出題を予定しています。） 

 

以下の円グラフは，「学校にどのような交通手段で来ているか」をある学校で調査した結果を

示している。あなたはこの円グラフについて，説明することになった。まずは 30秒間で内容

を確認しなさい。その後，何が示されているかを英語で説明しなさい。 

 

解答例 解答例：At this school, students come to school more by bus than train. 

解説：グラフの特徴を読み取り，英語で正確に表現する力を測る問題。「電車通学よりもバス

通学の方が多い」の他にも，「ほとんどがバスか電車で通学している」など，解答パターンは

様々であるが，内容が矛盾しないよう，「誰が」「何を」「どうやって」「どうする」といった

要素を明確してから発表するとよい。 
 

(参考)学

習指導要

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 



領の関連

項目 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や文，発話例が

十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，情報や考え，気

持ちなどを理由や根拠とともに話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回‐2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 1 

 

出題科目 言語文化 

出題の 

ポイント 

古典の文章（古文）について、描かれている人物、情景、心情及び展開、要旨な

どを表現に即して読み取ることができる。 
主として問う能力  

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 
問四  〇 
問五  〇 

 
 

出題形式  
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問一 ○   
問二 ○   
問三 ○   
問四 ○   
問五 ○   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル問題 ■設問 

 



 



 



 

 

 

 

解答例 問一 １ 

問二 ４ 

問三 １ 

問四 ３ 

問五 ２ 



（参考）学習指導要領

の関連項目 

言語文化 

〔知識及び技能〕 
(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 
ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまりや訓読

のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 
エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解

を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解すること。 
 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に

捉えること。 
イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈

すること。 
ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価すること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回‐2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 2 

出 題 科

目 

現代の国語 

出題の 

ポイント 

複数のテキストの内容を読み取り、その内容を比較したうえで、論拠を示しながら考えを形

成して説明することができる。 
主として

問う能力 

 
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 

 
 

出 題 形

式 

 
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問一 〇   
問二   〇 
問三   〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

サンプル

問題 

■設問 

 



 



 



 



 

解答例 問一 ４ 

問二 （例）具体的な通学路は校則に書いていないから。（20 字） 

問三 （例）安全のため、工事の終了までの間、住宅街を通る道を通学路として認めてほしい。生

徒会でも生徒に通学マナーの向上を呼びかける。（60 字） 



（ 参 考 ）

学 習 指

導 要 領

の 関 連

項目 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 書くこと 
(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度などを考えて，文章の

構成や展開を工夫すること。 
ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに，

文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を工夫すること。 
 

Ｃ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え，

要旨や要点を把握すること。 
イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係付けながら，内容や

書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の展開などについて評価したりするとと

もに，自分の考えを深めること。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1年 2回-2年 1回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

習得した数学の知識・技能を活用できるかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

 

 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
（1） ○  
（2） ○  
（3） ○  
（4） ○  

 

出題形式 

 

 

 

 

 
番号 選択式 短答式 記述式 
（1） ○   
（2） ○   
（3） ○   
（4） ○   

 

サンプル

問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



解答例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

（1），（2），（3） 
数学Ⅰ 
(1) 数と式 
数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面的に捉えたり目的

に応じて適切に変形したりすること。 
 
（4） 
数学Ⅰ 
(1) 数と式 



数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を求めること。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決に活用すること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1年 2回-2年 1回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

日常的な事象において，複数の条件から新たな数式をつくり，思考プロセスを説明し課題

を解決する力を測定する。 
主 と し て

問う能力 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問１  ○ 
問２  ○ 
問３  ○ 
問４  ○ 
問５  ○ 

 

出題形式  
番号 選択式 短答式 記述式 
問１  ○  
問２  ○  
問３  ○  
問４   ○ 
問５  ○  

 

サンプル

問題 

 

 



 

 

解答例 

 

 



 
（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

" 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をすること。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面的に捉えたり

目的に応じて適切に変形したりすること。 

〔課題学習〕 

(1)から(4)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付けたり発展させ

たりするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促し，数学のよさを認識させ，学習

意欲を含めた数学的に考える資質・能力を高めるようにする。 
 



（様式５）         

 
サンプル問題について 

 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2年 1回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 英語コミュニケーションⅠ 

出題の 

ポイント 

ある程度の長さの説明文、会話文、電子メール、パンフレットなどを読み、そのポイントが

理解できているか、要旨をまとめることができるかを測定する。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

(1)  〇 
(2)  〇 
(3)  〇 
(4)  〇 

 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

(1) 〇   
(2) 〇   
(3) 〇   
(4) 〇   

          
 

主 と し て
問う技能
（ 英 語 の
み） 
 
 
 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

(1)  〇   
(2)  〇   
(3)  〇   
(4)  〇   

 

サンプル

問題 

(1)  次の文章を読んで、あとの問いに答えよ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



 
(2) 次の文章を読んで、あとの問いに答えよ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
(3) 次の文章を読んで、あとの問いに答えよ。 

The history of elevators begins as early as the 3rd century B.C. These early elevators 

were powered by people or animals. It was not until the mid-19th century that elevators 

powered by steam or water were introduced. 

But throughout much of its long history, elevators were mostly used to bring things – not 

people – up and down. Riding in an elevator was dangerous because the ropes they used for 

the elevators could break. 

A safety system was invented in 1852, so people could ride in an elevator safely. The first 

elevator designed for people to ride in was installed in a department store in New York City 

in 1857 and this soon changed the world. They were able to build tall buildings with many 

floors, changing how cities were built and how people lived in a city environment. 

 

According to the passage, which of the following is correct? 

 
①   The early elevators were used to bring people and animals up and down. 

②   The invention of the steam-power elevator changed the use of elevators. 

③   The safely of elevators improved in 1852 when a safety system was invented. 

④   The department store in New York City was the first tall building in the world. 
 
 
 



(4) 次の A～D は並べかえると二人の交互の会話になる。以下の①～⑥のうちから正しい並

べ方を一つ選べ。 

 
A:  Not her. The one next to her in the gray pants. 
B:  I see. I think she is Kate’s cousin. 
C:  That woman over there is pretty. Do you know who she is? 
D:  The woman in the purple dress? 
 

① C→A→B→D     ② C→B→D→A     ③ C→D→A→B 
④ D→A→C→B     ⑤ D→B→C→A     ⑥ D→C→A→B 
 

解答例 (1) 1 

(2) 1 

(3) 3 

(4) 3 

文章の概要・要点を把握できているか、書き手の意図を読み取れているか、文章の詳細や展

開を把握できているかがポイント。 
（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれている文章の背景に

関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メールやパンフレットなどから必

要な情報を読み取り，書き手の意図を把握する活動。また，読み取った内容を話したり書い

たりして伝え合う活動。 

 (ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれている文章の背景

に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文や論証文などから必要な情報

を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝

え合う活動。 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2年 1回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

 

出題科目 英語コミュニケーションⅠ 

出題の 

ポイント 

立場を明確にして、英語で自分の意見を理由とともに述べることができるかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

―  〇 
 

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

―   〇 
          

 
主 と し て
問う技能
（ 英 語 の
み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

―    〇 
 

サンプル

問題 

あなたは１年に２つ以上のクラブ活動に参加するべきだという意見に対して賛成ですか，反

対ですか。理由とともに 15語程度の英語で答えなさい 

解答例 ・I agree with this idea because I can make a lot of friends. （13 words） 
・I disagree with this idea because I won’t have enough time for either of them. （15 
words） 
自分の意見を立案し、意見と理由の整合性も考えて書くことがポイント。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や文，文章例が十

分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，情報や考え，気持ち

などを理由や根拠とともに段落を書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

 
 

  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2年 1回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：3 

 

出題科目 英語コミュニケーションⅠ 

出題の 

ポイント 

英文を聞いて状況を理解し、会話文または説明文の流れを把握きるかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

(1) 〇  
(2) 〇  
(3) 〇  

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

(1) 〇   
(2) 〇   
(3) 〇   

          
主 と し て
問う技能
（ 英 語 の
み） 
 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

(1) 〇    
(2) 〇    
(3) 〇    

 

サンプル

問題 

それぞれの問いについて英文を聞き，答えとして最も適当なものを，下の①～④のうちから

一つずつ選べ。なお，英文は一回ずつ読まれる。 

(1) Where is the speaker now ?  

  

(2) How does the speaker feel about the culture of bookstores in Japan? 
① Happy  ② Sad  ③ Shocked  ④ Angry  
 
(3) What time should you be at the circus? 
①3:45 p.m.  ②3:50 p.m.  ③4:00 p.m.  ④4:15 p.m.  
 
 
 



【放送文】 
(1) This hotel is huge !  I just want to go back to my room but I’ve got lost. From reception, 
I went straight with the tennis court on my left. I saw a pond and turned right. Now I can 
see a garden on my left. 
(2) When I travel abroad, I wonder why some cities have no large bookstores. Even in big 
cities, like London or New York, it is difficult to find big ones. There may be a few small 
ones, but they don’t have a lot of books.  

It’s great that there are always large bookstores in Japan, and it shows that Japanese 
people understand the importance of books. I like Japan’s bookstore culture. Japanese 
people can get a lot of books anywhere. 
(3) Here is your ticket for the circus. All the information you need is written here, but just 

to remind you, the show starts at 4 p.m. I recommend coming 15 minutes before that 
as it gets crowded. Your seat is 17A and you enter at gate B. 

解答例 (1)  ④     (2)   ①    (3)   ① 

必要な情報を正確に聞き取ることがポイント。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句や文での言い換え

を十分に聞いたりしながら，対話や放送などから必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把

握する活動。また，聞き取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句や文での言い換え

を十分に聞いたりしながら，対話や説明などから必要な情報を聞き取り，概要や要点を把握

する活動。また，聞き取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 
  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2年 1回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：4 

 

出題科目 英語コミュニケーションⅠ 

出題の 

ポイント 

身近なテーマで，第三者について扱った図や表に関して，聞き手にその内容が伝わるように

「発表」することができるかを測定する。 
主 と し て

問う能力  

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

―  〇 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

―   〇 
          

主 と し て
問う技能
（ 英 語 の
み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

―   〇  
 

サンプル

問題 

（下記の問題は，「話すこと」（発表）に関する問題サンプルです。実際には，受検する生徒

の学力レベルや実施時期に考慮した内容・難易度での出題を予定しています。） 

 

以下の円グラフは，「学校にどのような交通手段で来ているか」をある学校で調査した結果を

示している。あなたはこの円グラフについて，説明することになった。まずは 30秒間で内容

を確認しなさい。その後，何が示されているかを英語で説明しなさい。 

 

解答例 解答例：At this school, students come to school more by bus than train. 
解説：グラフの特徴を読み取り，英語で正確に表現する力を測る問題。「電車通学よりもバス

通学の方が多い」の他にも，「ほとんどがバスか電車で通学している」など，解答パターンは

様々であるが，内容が矛盾しないよう，「誰が」「何を」「どうやって」「どうする」といった

要素を明確してから発表するとよい。  
（参考）学

習指導要

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 



領の関連

項目 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や文，発話例が十

分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，情報や考え，気持

ちなどを理由や根拠とともに話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応答

をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回‐2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 1 

 

出題科目 言語文化 

出題のポイント 古典の文章（古文）について、描かれている人物、情景、心情及び展開、主題・要旨

などを表現に即して読み取ることができる力を測定する。 
主として問う能

力 

 
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 
問四  〇 
問五  〇 

 
 

出題形式  
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問一 ○   
問二 ○   
問三 ○   
問四 ○   
問五 ○   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル問題 

 



 



 



 

 

解答例 問一 ２ 

問二 ４ 

問三 ３ 

問四 １ 

問五 ３ 



（参考）学習指

導要領の関連

項目 

言語文化 

〔知識及び技能〕 
(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきま

り，古典特有の表現などについて理解すること。 
エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解を深

め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解すること。 
 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉える

こと。 
イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈するこ

と。 
ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価すること。 

 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回‐2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 2 

出 題 科

目 

現代の国語 

出題の 

ポイント 

複数のテキストの内容を読み取り、その内容を比較したうえで、論拠を示しながら考えを形

成して説明することができる。 
主として

問う能力 

 
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 

 
 

出 題 形

式 

 
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問一 〇   
問二   〇 
問三   〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル

問題 

■設問 

 



 



 



 



 
 

 

 

 



解答例 問一 ４ 

問二 （例）具体的な通学路は校則に書いていないから。（20 字） 

問三 （例）安全のため、工事の終了までの間、住宅街を通る道を通学路として認めてほしい。生

徒会でも生徒に通学マナーの向上を呼びかける。（60 字） 

（ 参 考 ）

学 習 指

導 要 領

の 関 連

項目 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 書くこと 
(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度などを考えて，文章の

構成や展開を工夫すること。 
ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに，

文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を工夫すること。 
 

Ｃ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え，

要旨や要点を把握すること。 
イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係付けながら，内容や

書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の展開などについて評価したりするとと

もに，自分の考えを深めること。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θタイプ 1年 2回-2年 1回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ  

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

定理・公式や数学的性質などの知識・技能の理解を測定する。 

主 と し て

問う能力 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
（2） ○  
（3） ○  

 

出題形式  
番号 選択式 短答式 記述式 
（2） ○   
（3） ○   

 

サンプル

問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

解答例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

（2） 
数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 (ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の

理解を深めること。 

（3） 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をすること。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1年 2回-2年 1回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

日常的な事象において，複数の条件から新たな数式をつくり，思考プロセスを説明し課題

を解決する力を測定する。 
主 と し て

問う能力 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問１  ○ 
問２  ○ 
問３  ○ 
問４  ○ 
問５  ○ 

 

出題形式  
番号 選択式 短答式 記述式 
問１  ○  
問２  ○  
問３  ○  
問４   ○ 
問５  ○  

 

サンプル

問題 

 

 



 

 

解答例 

 

 



 
（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

" 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をすること。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面的に捉えたり

目的に応じて適切に変形したりすること。 

〔課題学習〕 

(1)から(4)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付けたり発展させ

たりするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促し，数学のよさを認識させ，学習

意欲を含めた数学的に考える資質・能力を高めるようにする。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年１回-1年 2回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 英語コミュニケーションⅠ 

出題の 

ポイント 

ある程度の長さの会話文を読み、状況や会話の流れが理解できているかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

(1) 〇  
(2) 〇  

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

(1) 〇   
(2) 〇   

          
主 と し て
問う技能
（ 英 語 の
み） 
 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

(1)  〇   
(2)  〇   

 

サンプル

問題 

次の会話文の空所 （ １ ） ， （ ２ ） に入れるのに最も適当な文を，それぞれ下の 
1 ～ 4 のうちから一つずつ選べ。 
Grandmother : Thank you so much for coming to help in my garden today. 
Emily :  You’re welcome, Grandma. These flowers are so cute. Where did you get them ? 
Grandmother : From a flower shop near my house. They’re in season now. 
Emily : I like them very much. （  １  ） 
Grandmother :  You don’t have to do that. Just take some from here and plant them in 

your garden. 
Emily : That sounds good. 
Grandmother :  Once you plant them, be careful that you don’t water them too much. 
Emily :（  ２  ） 
Grandmother : Only when the ground is dry. 
Emily : I will take care to check for that. Thank you ! 
(1)   1  I want to buy some for my garden. 
    2  I’ve never seen them there. 
   3  Do I have to plant them ? 
   4  Should I come here tomorrow ? 
(2)  1  How long can I keep them ? 
   2  How often is best to water them ? 
   3  Where do I need to plant them ? 
   4  When can you come to check them ? 



解答例 (1) 1 
(2) 2 
会話の前後の文脈から、最適な発言を選択するのがポイント。 
 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれている文章の背景

に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メールやパンフレットなどか

ら必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握する活動。また，読み取った内容を話した

り書いたりして伝え合う活動。 
 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年１回-1年 2回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

 

出題科目 英語コミュニケーションⅠ 

出題の 

ポイント 

与えられた図表などの情報を正しく読み取り、英語で説明できるかを測定する。 

主 と し て

問う能力  

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

―  〇 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

―   〇 
          

主 と し て
問う技能
（ 英 語 の
み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

―    〇 
 

サンプル

問題 

次のイラストは，フルヤ駅から博物館まで行く方法と所要時間を示しています。次の空所に

15語程度の英語を補い，フルヤ駅から博物館まで行く方法と所要時間を説明しなさい。ただ

し，複数の文になってもよい。 

 
 
 

 
 

 
If you want to go to the museum, (                                            ) 

解答例 ・If you want to go to the museum, （go to Takami Station by train and walk to the 
museum. It’ll take 25 minutes.）（15 words） 
・If you want to go to the museum,（take a train to Takami Station and then walk to the 
museum. It’ll take 25 minutes.）（16 words） 
図とそこに書いてある情報を読み取り、適切な説明ができるかがポイント。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や文，文章例が

十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，情報や考え，気

持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，

質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
 

Furuya Station Takami Station 

You’re here. Train 
The museum 

Walk 

 
25 min 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjfxMTSo9fPAhWhiVQKHesxA1gQjRwIBw&url=http://item.rakuten.co.jp/hankoya/go-one-0808-e-003/&psig=AFQjCNGxohyFljiRpEYG2hciA0uw4HlhQw&ust=1476430798407193


 

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年１回-1年 2回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：3 

 

出題科目 英語コミュニケーションⅠ 

出題の 

ポイント 

放送文を聞いて、場面や状況を想像できるかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

(1) 〇  
(2) 〇  

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

(1) 〇   
(2) 〇   

          
主 と し て
問う技能
（ 英 語 の
み） 
 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

(1) 〇    
(2) 〇    

 

サンプル

問題 

それぞれの問いについて英文を聞き，答えとして最も適当なものを，下の①～ ④ のうちか

ら一つずつ選べ。なお，英文は一回ずつ読まれる。 
 
⑴ Where is the post office ? 

 
⑵ Which picture shows the park on the day the speaker visited it ? 



 

【放送文】 
(1) The post office is easy to find. From here, walk north up the street. Pass the music 
store on your left and then turn right. Walk down that street and you’ll see the post office 
on your left, just past the supermarket. 
(2) The park I went to is famous for cherry trees and a beautiful lake. I was unlucky and 
didn’t see any flowers there. There were two benches under the cherry trees, but I didn’t 
sit on either. I enjoyed eating lunch on the ground by the lake. 

解答例 (1)  ④    (2)   ③ 

モノローグから必要なキーワードを聞きとり、情景を頭の中で描くことができるかがポイン

ト。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句や文での言い換え

を十分に聞いたりしながら，対話や放送などから必要な情報を聞き取り，話し手の意図

を把握する活動。また，聞き取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 
 

  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年１回-1年 2回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：4 

 

出題科目 英語コミュニケーションⅠ 

出題の 

ポイント 

身近なテーマで，第三者について扱った図や表に関して，聞き手にその内容が伝わるように

「発表」することができるかを測定する。 
主 と し て

問う能力  

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

―  〇 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

―   〇 
          

主 と し て
問う技能
（ 英 語 の
み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

―   〇  
 

サンプル

問題 

（下記の問題は，「話すこと」（発表）に関する問題サンプルです。実際には，受検する生徒

の学力レベルや実施時期に考慮した内容・難易度での出題を予定しています。） 

 

以下の円グラフは，「学校にどのような交通手段で来ているか」をある学校で調査した結果を

示している。あなたはこの円グラフについて，説明することになった。まずは 30秒間で内容

を確認しなさい。その後，何が示されているかを英語で説明しなさい。 

 

解答例 解答例：At this school, students come to school more by bus than train. 
解説：グラフの特徴を読み取り，英語で正確に表現する力を測る問題。「電車通学よりもバス

通学の方が多い」の他にも，「ほとんどがバスか電車で通学している」など，解答パターンは

様々であるが，内容が矛盾しないよう，「誰が」「何を」「どうやって」「どうする」といった

要素を明確してから発表するとよい。  
（参考）学

習指導要

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 



領の関連

項目 

① オ 話すこと［発表］ 
(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や文，発話例が十

分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，情報や考え，気持ち

などを理由や根拠とともに話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応答をし

たり，意見や感想を伝え合ったりする活動。  
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